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3年前、社会人になりどのよ
うな仕事をするのか不安で

したが…リサーチして、スケッチ
して、モケイをつくり、パースを
かいて、まとめる。エスキスノー
ト、コピックマーカー、スチレン
ボード、イラレ、フォトショ、
C A D。岩 﨑 先 生 の 真 似 し て 、
黄色いトレペに色鉛筆を使って
みたり…学生の頃と何も変わら
ない作業。案が出来たら社内講
評 。 施 主 説 明 。 ま る で 設 計 課
題 の 授 業 の よ う 。 悶 々 と 設 計
をする毎日。気づくと給料日。
あっ！という間に3年が過ぎまし
た…学生の頃と大きく違うこと
は、経済性と施主の存在です。
誰かに聞いた「エクセルで建築
はつくられる」という言葉もウ
ソではないのかも…と思えてし
まうほど、コストによって設計
が大きく変わる。と同時に、施
主への説明の仕方一つでさらに
大きく変わる。どうやって自分
の想いを伝えるか…施主との打
合せは毎回真剣勝負。うまく設

計できたときに施主と喜び合え
る瞬間は嬉しさ２倍！3年間の
主な仕事は、国内コンペ2つ。
海外コンペが1つ。テーマパー
クの計画など。そして、現在担
当している渋谷開発計画を2年
半。渋谷2丁目21地区開発計画
は、東急文化会館の跡地の再開
発計画で、オフィス、劇場など
の文化施設、商業施設の複合施
設の計画です。入社して半年で
このチームに入り、基本設計、
実施設計、着工、今日は初打設
の日。日々進んでいく現場を見
ながら、図面と格闘する毎日で
す。この計画に参加して、本当
に多くの人に出会いました。人
と人との絆が大切であり、大勢
の力が集まって、ひとつの建物
が造られてゆくことを実感して
います。2012年春、竣工予定。
きっと変わらない生活を繰り返し
ながらも、この建物とともに伸び
ていきたい。まだまだヒヨッコ。
日々修行。日々精進。

（日建設計）

今の 事 務
所 で 働

き 始 め て 早
や3年半が経
ちました。
事 務 所 は 人
数 こ そ 少 な
い も の の 各

自の自主性を重んじているため、
和気あいあいと楽しく、自由で、
精力的に仕事ができる環境です。
入社してすぐ自分の担当の仕事を
持つことができ、常に充実した気
持ちで仕事に取り組んでいます。
いろいろな仕事に関わってきまし
たが、「外国人向け集合住宅」、
「イタリア人とメキシコ人の夫婦
の 家 」 、 「 小 さ な お 寺 」 、 「 知
的 障 害 児 の 養 護 施 設 」 「 本 の 回
廊 」 、「 崖 地 に 建 つ 馬 具 シ ョ ッ
プ 」 … な ど な ど テ ー マ は さ ま ざ
ま。建築主も個性的な方が多く、
刺 激 的 で 、 と て も 勉 強 に な り ま
す。最近、お寺の本堂の改修設計
と監理を担当していたところ、懐
妊していることが判り、嬉しい反
面、戸惑いも隠せませんでした。
仕事と育児の両立への挑戦が始ま
るからです。結局、妊娠9ヶ月目
まで働き、予定日を1ヶ月前にし
て、3ヶ月間のお休みをいただき

ました。そして昨秋10月に元気
な赤ちゃんを授かり、満月の夜に
ちなんで「美月」（みづき）と名
付けました。保育園探しは難行し
ましたが、やっとこの4月からの
入園が決まりました。それに先が
けて１月から職場復帰をして働き
始めていますが、深夜の夜泣きや
授乳があるため、日々睡眠不足と
の葛藤です。一方、お寺の工事で
はアスベスト除去工事や特注の建
築化照明制作など、初めての体験
も多く、完工後の竣工写真は、小
さい絵本のような簡易印刷の竣工
アルバムをつくり、住職にことの
ほか喜ばれたのも楽しい思い出と
なっています。また、事務所では
受賞や所員の慶事など楽しいキッ
カケを見つけてはおいしいものを
食べに行くことが多く、その中で
も「すしバトル」は代表的(？)な
行事です。寿司の食べ放題の店で
２時間１本勝負。今迄の最高記録
は、60個です。（注：私ではあり
ません。）私は、一人前に建築の
仕事ができるようになるため、ま
た一人前の母となるための修行と
思い、より一層頑張っていきたい
と思います。

（山岡嘉彌デザイン事務所）

入江三宅設計事務所に入社し
て４月で３年目を迎えよう

としています。この２年間は学生
時 代 と は 異 な る 経 験 の 連 続 で し
た。入社当時の社屋は六本木ヒル
ズにあり眺望はすばらしかったの
ですが、私にはそんな景色を楽し
む余裕は全くありませんでした。
　短い研修の後、再開発プロジェ
クトチームに配属され、プロジェ
クトが大規模なこと、実施設計提
出間近の段階から途中参加である
ことに、新人の私は戸惑っていた
のを覚えています。深夜まで説明
会資料づくりに追われ、学生時代
に思い描いていた仕事の内容との
違いに不安を感じていました。
　そんな対応の中でも再開発地権
者ための住宅設計のヒアリングに
関 わ り 、 地 権 者 の 生 の 声 に 触 れ
る機会を得ることができました。
今でも再開発に対する是非は自分
の中でも不確かですが、地権者の
人々の新しい生活のために聞き取
り調査の機会を得られたことが貴

重な経験でした。彼らの新しい生
活への希望を少しでも叶えたいと
自分なりに丁寧に対応していまし
た。これが初めての仕事だったの
で一生忘れ難い経験となっていま
す。
　新入社員としての緊張がほぐれ
始めた頃から、仕事以外のことで
社 内 の 人 た ち と 雑 談 的 に 話 す こ
とが楽しくなっています。何気な
い事のようですが、これが意外に
大切なのではないかと思っていま
す。そのきっかけとなったのが、
社 内 の 「 小 さ な フ ォ ト コ ン テ ス
ト」です。例えば、「時計」「ア
スファルト」「親指」「お正月」
などと身近なテーマを決め、皆で
一票を投じて気軽な意見交換の場
ができています。また、上海視察
旅行などを通じて仕事を離れての
交流も増えつつあります。これを
仕事の活力に反映していきたいと
思っています。

（入江三宅設計事務所）

組織設計事務所を経て、マン
ションの設計・コンサルを

する事務所に転職。賃貸物件を中
心 に 手 掛 け て き ま し た 。 設 計 す
る 楽 し さ を 味 わ う と 同 時 に 、 大
学進学の時にあきらめたトリマー
（犬の美容師）への思いも断ち切
れず、働きながらスクールを卒業
し、トリマーとして週末バイトす
るという生活を５年続けました。
ト リ マ ー か つ 設 計 者 と い う こ と
で、犬の美容室の設計依頼を頂く
ようになり、一昨年、自邸建設を
機に独立しました。設計事務所と
犬 の 美 容 室 を 併 設 し 、 ハ ー フ ＆
ハーフのワークバランスを目指し
ています。２つの仕事をやって気
づいたことは、「皆の想いを形に
する」という意味では同じという
こと。昨年は、トリマーの情報誌
で連載（題「トリマー目線のサロ
ン設計」）が始まり、セミナー講
師も体験しました。トリマーとし
て腕を磨きつつ、設計者としては
店づくりを通してトリマーを素敵
な職業にすることを使命とし活動
しています。

（HONDEHOK）

大 学
院

を卒業し
てあっと

いう間に3年が過ぎ、同時に社会
人4年目を迎える。
『 つ い 最 近 ま で 学 生 だ っ た の に
なぁ』と感じつつも、充実した社
会人ライフを送っている。
学生時代の頃とは比べものになら
ないくらいのスピードで月日が流
れるのを感じずにはいられない毎
日である。
日 々 新 し い 壁 と 向 き 合 い な が ら
も、その壁を少しずつ越えていく
ことに今やりがいを感じている。
入社3年目で入社当時から担当し
て い た 2 プ ロ ジ ェ ク ト が 竣 工 し
た。未熟ながらも自身が設計した
デザインが実際の建物となった初
めてのプロジェクトであり、とて
も感慨深く、何物にも変え難い大
きな幸せを感じた瞬間であった。
プ ラ イ ベ ー ト で は 、 友 人 と 共 に
一 昨 年 、 昨 年 と 神 戸 の 淡 路 島 で
『キャンドルナイト』イベントの
スタッフとして会場の構成・デザ
イン・設営を行った。
イベントを作り上げる過程(企画、
提案、設営)はとても大変である

が、訪れるお客さんの楽しんでい
る姿、笑顔、喜びの声に直接触れ
た時の感動は次のステップへの糧
となっている。
また、このような機会により、地
元の方・学生、アーティスト、ス
タッフ等、普段は出会うことのな
い様々な職種の方々と知り合うこ
とができたこと、イベントを作り
上げる楽しさ、お客さんの声を直
接肌で感じる面白さは自身の大き
な刺激となっている。
このことは、建築を設計する過程
と似ている。建築主がいて、設計
者がいて、施工者がいて、使い手
がいて一つの建物ができる。
それぞれの声を元に、良いものを
作ろうと意見を出し合い創り出し
てゆく。それまでの過程は決して
楽ではないが、完成した時のお客
さんの喜びの声を聞けた時はなん
ともたまらない気持ちになる。
それがあるから建築はやめられな
いものである。
と、まぁこのような学生のような
こともしつつ、いかに人生をより
楽 し く 過 ご せ る か を 考 え な が ら
毎日過ごしている今日この頃であ
る。

（日建ハウジングシステム）

平成18年に建築学科（材料工
法系 野崎研究室）を卒業し

た早速さやかと申します。卒業論
文の際、ご協力頂いた　㈱イケガ
ミへ入社して4年。人工地盤植樹
工法「アクアソイル工法」を柱と
し、造園施工を行っている企業で
主に図面・プランニングの作成を
しております。大学3年次の「ラ
ンドスケープデザイン」という講
義で山崎誠子先生から頂いたメッ
セージ〈植物は無意識の中で建築
物に風景を持たせてくれる〉、こ
こから私は植物の掴めない存在に
魅力を感じ始めました。「植物は
生きている」という基本的なこと
に気付くことからのスタートでし
た。現在も植物に近い場所におり
ますが「育てる」という意識が足

りないため水やりや、植物の様子
を観るという行為がなかなか習慣
になりません。都市に植物を植え
ると、必ず「育てる」という行為
が生まれます。住環境に植物が必
要とされている場所はたくさんあ
りますが、ただ植えるだけでなく
「 育 て る 」 行 為 に 費 や す エ ネ ル
ギー(人や資源)のことも考慮しな
がら、建築物と植物が創るさまざ
まな風景の中に喜びを見つけてい
きたいと思っております。昨年11
月に開催された第4回「建築100
人展2009」に、一昨年に引き続
き出展させて頂きました。3日間
という短い期間でしたが、さまざ
まな大先輩方にお会いすることが
でき、気軽にお声を掛けていただ
きました。どの展示内容からも、

“この仕事楽しいでしょ”という熱
が伝わってきました。私の狭い視
界 を こ じ 開 け て 頂 く 貴 重 な 機 会
でした。今年の「100人展」では
も っ と た く さ ん の 卒 業 生 に お 会
い し た い 、 と 楽 し み に し て お り
ます。　　　　　　（イケガミ）

上海視察旅行（市内「豫園」にて）

KATASE Yukino
神 奈 川 県 平 塚 市 出 身
/ 2 0 0 5 年 武 蔵 工 業 大
学工学部建築学科卒業
/ 2 0 0 7 年 同 大 学 大 学
院修士課程（岩﨑研究
室）修了/同年株式会社
日建設計設計部門入社

TAKESHITA Kanako
1981年長崎県島原市生まれ/2005年武蔵工業大
学工学部建築学科卒業/2007年同大学大学院修
士課程修了/2007年4月～現在、株式会社日建ハ
ウジングシステム設計部で集合住宅の設計に励
んでいる。

HAYAMI Sayaka
2006年3月武蔵工業大学工学部建築学科（野崎研究室）卒業/同年4月株式会社イケ
ガミへ入社/50年の歴史ある人工地盤植樹工法「アクアソイル工法」に触れ4年目。

UETANI Hideko（旧姓小坂田）
2002年武蔵工業大学工学部建築学科卒業/2004年同大
学大学院工学研究科修士課程修了/2005年クラインダイ
サムアーキテクツ他事務所でアルバイト/2006年山岡嘉
彌デザイン事務所入社現在に至る。

NIMURA Youko
トリマー建築家/ A級トリ
マー（青山ケンネルスクー
ル卒）/１級愛玩動物飼養
管 理 士 / １ 級 建 築 士 / 東 京
都生まれ/久米設計、デザ
インショップアーキテクツ
（ 現 在 顧 問 建 築 家 ） を 経
て、2008年H O N D E H O K
設立（トリミングサロン、
一級建築士事務所）。

KAWABATA Ayano
2006年武蔵工業大学工学部建築学科卒/2008年同大学大学院修士
課程（岩﨑研究室）修了/入江三宅設計事務所に入社/２つの再開
発プロジェクトの住宅設計を経験した後、現在は福祉施設の設計に
関わっている。

今回からの新企画。社会で活躍
している多くの女性の卒業生を
順次御紹介していきます。
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某企業寮（2009）



みゆきの家

「あな た に と っ て の 原 風 景
は？」学生時代、答えを

真剣に考えました。脳裏に浮か
んだのは、青と黄のツートンカ
ラーの長い廊下、グラデーショ
ンの壁に注ぐ天窓からの光、屋
上 へ と 続 く 大 階 段 … 幼 少 期 に
通った慶松幼稚園（注 1）の空
間でした。わくわくした記憶が
蘇 り、 お も わ ず 南 洋 堂（ 注 2）
まで「建築」（注 3）のバックナ
ンバーを買いにいったものです。
1 年半程前、他校の設計課題で
この幼稚園の建替を取り上げま
した。園内を見学する機会をい
ただき学生と共に訪れた建物は、
年月こそ重ねているものの、手
を入れながら大切に使われてお
りました。園長先生が私のこと
を憶えていてくれたこともあり、
30 数年を経て感動的な原風景と
の再会となりました。
結婚を機に多摩川沿いに移り住
み 、 早 1 7 年 。 今 は 事 務 所 も 住
まいも川に面した場所にありま
す 。 休 日 の 夕 方 、 ポ ケ ッ ト に
そっと麦酒を忍ばせて河原に行
きます。日が沈み夜の帳が降り
るまで、刻々と変化する空と水
面の色彩に心奪われながら麦酒
を呑む…これがなんともいえず
幸福な気持ちになるのです。川
の流れに身をまかせて、しばら
くぼーっとしていると疲れた体
と頭が自然に浄化されていきま
す。（注4）
独立し夫婦パートナーで事務所
は 始 め て 1 5 年 が 過 ぎ ま し た 。
様々な出会いに恵まれて、各地
に小さな住宅が少しずつ完成し

ていきました。住宅は家族が集
う大切な器であり、生活を豊か
にするもの…近頃は私自身も、
日々の生活を穏やかに送るよう
心がけ、いつも気持ちのゆとり
を持てるよう、体調や精神面を
整えておきたいと思うようにな
りました。同じことを少しずつ
極めながら繰り返す…設計とい
う仕事はそんな地道な作業です
が、完成したときの「ハレ」の
高揚感。施主の笑顔。この瞬間
があるから「やめられない」の
だと思います。
大学の同期とは今でもよく呑み
にいきます。互いに竣工物件を
見に行ったり、一緒に仕事をし
た り と 「 建 築 」 と い う 共 通 項
があるからこそ、常に進行形の
つきあいができるのだと思いま
す。気の置けない仲間は、私に
とってかけがえのないそして時
に刺激的な存在です。今年の後
期から2年生を教えることになり
ました。20数年ぶりに大学に通
うことになりますが、このよう
な機会をいただいたことも嬉し
い「原風景との再会」です。今
までの経験を生かして学生たち
に建築の楽しさ少しでも伝えて
いければと思います。どうぞよ
ろしくお願いいたします。*注1 
設計：原広司　竣工：1968　*注
2神田神保町にある建築専門の書
店　*注3「建築」No.93（中外出
版）1968.5月号　*注4 そういえ
ば卒業設計のテーマは「カタル
シスによる蘇生願望」でした。

（カシワギ・スイ・アソシエイツ）

フランス
か ら

帰 国して早
や 4 年。逆
カルチャー
ショックを
受けながら
も希望をも

ちながら建築に携わっているという現
状でしょうか。
武蔵工業大学大学院を中途退学し、恩
師である手塚先生や岩崎先生に嬉しい
ことに引きとめられながらも本当に何も
ないゼロの状態で渡仏したのが２２歳
の頃でした。パリ建築学校を卒業し３
か所の建築事務所を経験しましたが外
国人である私が生き残っていく方法は
手塚先生から学生時代に教わった模型
で空間を表現することでした。私にとっ
て当たり前のことがフランスでは新鮮
だったようで、毎回のプロジェクトでス
タディ模型を 100 個前後作る私は気が
付いたらプロジェクトマネージャーに抜
擢されていました。経済観念より提案
やデザイン重視で作品を評価してもらえ
る環境はとても恵れたものだったと思
います。多くのコンペに携わり、その中
でコンサートホールのコンペに勝ち、そ
の後は歴史的建造物である郊外の城の
改装、個人住宅など学生時にデザイン
をしていた感覚そのままで現実にも表
現をしていました。
結婚を機に日本に帰ってきてからはデ
ザインよりも経済的観念や建築家より
も施主の要望が絶対だったりとフラン
スではなかった建築の一面に直面しま
した。それでも私が経験したことや表
現したものについて高い評価をしてくれ
た当時の部長の一声で清水建設の設
計本部に入ることになり、部で唯一の
女性社員という立場に置かれています。

昨年出産し現在は育児休暇中ですが設
計本部の女性で子持ち建築家はいない
ということなので、会社側としてもチャ
レンジだということをよく言われます。
育児休暇前までは学研ビル、清水建設
新本社、新本社アネックス、大崎再開
発など会社の中でも大きなプロジェクト
に携わりました。あまりにも規模が大き
くてそのスケール感を身につけるまでに
苦労しましたが、その中で自分がやら
なければいけないことに変わりがない
ことを学びました。
今でもとても印象に残っていることなの
ですが、私が学生時代、手塚先生は
いつでもとても楽しそうに建築の話をな
さっていました。こうしたらこうなるとか、
いつもの太いペンでスラスラとスケッチ
を描きながら。私はこの先もあの時の
先生のように好きなものを好きだと表現
できる建築家でありたいと思います。
海外で学生生活を送れたこと、仕事の
経験を積めたことが人生の大きな財産と
なっています。今の学生にもどんどん外
に出て行って「自分にしかできないこと」
を持って帰ってきてほしいと思います。

（清水建設）

管理建築士として冨川の事務
所に合流して、3 年目にな

ります。主に住宅の設計を手が
けています。
昨年の秋に、最初のプレゼンから
竣工まで手がけた住宅が竣工し
ました。小屋組みをあらわしに
した大きな家と低い天井で空間
に包まれるような小さな家、大
小二つのＬ字に曲がった家が握
手をする瞬間のように寄り添う、
そんなお家です。
また、その住宅では構造・照明・
グラフィック・写真といった方々
にも参加していただきました。い
ろいろな方に加わっていただく
と、思いもよらなかった提案がさ
れてとても刺激になります。今回
は引戸の障子のグラフィックと
その柄を使用した照明などを製
作しました。最初に引戸の障子が

デザインされたのですが、その柄
がとてもお家の雰囲気にあって
いたので、照明のシェードにも利
用することになりました。もちろ
ん紆余曲折あり、自ら和紙を重
ね合わせてシェードを作ったり、
鉄板のレーザーカットのサンプ
ルを出していただいて検討した
り、時間と手間はかかりました。
でもそのことによって一人では
作れない、決まり過ぎない多様な
空気感が醸し出されたと思って
います。お施主様も含めてとても
よいチームが組めて幸せでした。
今後ともいろいろな方々と出会
いながら、設計を進めていきた
いと思っています。

（冨川浩史建築設計事務所）

大学院（手塚研究室）を卒業し、
就職を考えているとき、長野

県の小布施という小さなまちを訪
れ、衝撃を受けました。
そこは、古いだけでも新しいだけで
もない新旧が混在したひとつの世界
が存在していました。
時間の重なりが視覚化され、かつ、
時間の流れだけがつくりだすことが
できる自然態がまち全体の雰囲気
をつくりだしていました。この小布
施の修景計画の中心にいたのが、
宮本忠長という建築家であることを
知った私は、長 野市の宮本忠長 建
築設計事務所で働くことを希望しま
した。深々と雪の降る日に事務所を
訪れてから、5年が経ちます。小布
施まちづくりの仕事は現在も進行中
で、“「内」からつくってゆく”“身の回
りのものすべてを修景の素材として
整えてゆく”という手法や、“日常生
活に根ざしているからこそ町民主体
のまちづくりが活性化し続けている”
ということを体感し、それを実践す
るためにどれほどの努力が行われて
いるかを仕事を通じて学ぶことがで
きました。宮本忠長所長ともコンペ
等を通じ、建築やまちづくりについ
て話し合う機会を得ることができ、
数々の言葉の中から大切なことを教
えてもらいました。また、事務所の畑
を手入れするのが私と所長の日課で
もあり、季節ごとの野菜の世話を通
じ、「こういうことを、きちんとね。」
と言われました。
先日、プロポーザルから設計、現場
監理を一環して担当していた中学校
と、初めて一人で担当した幼稚園が
同時に完成を迎えました。中学校は
町立で、軽井沢に程近い、浅間山が
目の前に迫る敷地です。多くの人々
の思いをまとめること、現場監理の
厳しさを通じ、自分の経験不足を痛
感する日々でした。出来上がった校
舎の中を歩きながら、自分の思考を
超えたところにある建築の存在その
ものの力を感じました。幼稚園は同
じ町内にある私立で、シンプルであ
りながらも、光と風と空間の豊かさ
を感じられるように設計しました。
寒さの厳しい地 域ならではのディ
テールを大切にしています。
地方にはその土地ならではの風土文
化があります。働く場所として東京
とは違った楽しみもあります。
私は最近、登山をはじめました。人
が容易に行けない場所にこそ自然が
持っている美の本質があるように思
います。

（宮本忠長建築設計事務所）

20 11年
2 月18

日から3日
間 、三 枝

成彰氏率いる150人余りの講師が新
潟県長岡市を訪れ‘エンジン01文化
戦略会議’が開催され2日目のプログ
ラムは長岡造形大学を使って行われ
ました。会期中長岡のこの時期には
珍しく晴天で、キャンパス全体に降
り積もった雪に太陽の光がキラキラ
と反射し絶好の晴れ舞台となりまし
た。私が受講した‘夢-演劇・映画論’
では千住明氏・三枝健起氏他が講師
としてお話下さり、夢を実現するまで
の葛藤、映画監督が考えるシーンの
紡ぎ方や、音楽や美術など異なる技
術を持ったプロの集団を一つの方向
に導いていく方法といった話を目の
前で聞く事が出来ました。映画監督
と建築家は、日々向き合っている事
が本当に似ているなと感じました。
また、3日目には市立劇場で音楽祭
が開かれました。街中の人が集まり
現実を離れ、熱狂的な空気を共有す
る「時間と空間」を創りあげるという
建築の一つの大事な意味を目の当た
りにする事が出来ました。
長岡造形大学は1994年に公設民営
により開学された大学で、2010年春
に竣工した第３アトリエ棟（篠崎淳
+東正典+佐藤真紀）は1994年の学

部棟・1998年の大学院棟(淺石優+
篠崎淳+東正典)に続く３つ目のプロ
ジェクトです。
私が学部3年生の2月末、日本設計の
入社試験に向けて準備をしていた時
期に、仲間達に行き先も知らされず
に連れられた先が大学院棟の竣工
見学会でした。途中、十日町の商店
街を抜けた時に初めて自分が新潟ま
で来ている事に気付き、驚いたこと
を覚えています。
それから10年…まさかその隣に自分
が建てる事になるとは思いませんで
した。キャンパスの中に既にハイレベ
ルな建築が建っている。その事に対
してのプレッシャーは、ジワジワと心
に響いていましたが、全力で頑張れ
ば何とかなるだろう！そう思い、エネ
ルギーとアイデアを注ぎ込んだ力作
です。是非、機会がありましたら訪れ
てみて下さい。
組織にいると、手がけるものが千㎡
～何万㎡と、ある程度の規模になり
ます。当然の事ながらその分、環境
や周辺に与えるインパクトは大きくな
ります。その事を常に意識して、自分
自身の技術と知識とを更新し、緊張
感を持って取り組むのと同時に、感
性を磨き続けて一つ一つの建築で世
界に誇れる質の高いものを目指して
いきたいと考えています。

（日本設計）

まさか私がネイルサロンを経営
することになるなんて…。学

生 時 代 に は 思 い もし な か った 人
生 の 道 を 歩 んで お りま す。 卒 業
後 10 年 勤 め た 住 友 林 業 ㈱ を 退
社し、文 京区にネイル＆アロマの
店『Aromau?』（w w w. aromaru.
com）を開業しました。気がつくと
ＯＰＥＮ２周年を迎えており、ご愛
顧いただいた皆様、応援してくださ
る皆様には本当に感謝の気持ちで
いっぱいです。
住 友 林 業 に 入社し、CAD 担 当 を
経験した後、業務改善によるコスト
ダウンを担当するプロジェクトチー
ムに任命されました。当時、設 計
担当を希望していたので、家 作り
に直接関わる仕事ではなかった異
動を、初めの頃はとても不満に思っ
ていましたが、社内外のネットワー
ク環境を生かした仕組みの企画開
発から運用までを担当し、建 築 業
界で前例のない仕組みを作る仕事

に携わることを経 験し、結果的に
は、現在の自分を創る上での大 切
な１０年 になったと思い、 大 変 満
足しています。 たくさん の 素 敵 な
出会いもあり、退社後の今も、変
わらずにいい関係が続いています。
退社するなら ･･･ ということで、取
引先の方から仕事を依頼され、今
では２社と契約しています。ネイル
サロンの合間に出来る副業は、と
てもありがたいですね（笑）。
通常は、ネイルサロンで 働いた後
で独 立をするのが一 般的のようで
すが、今までにないネイルサロン
を作ればいいじゃないか！というこ
とで、私が通いたいお店を作るこ
とで、私のようなお客様が来てくだ
さるのでは？と考え、コンセプトや
サービスをまとめていきました。建
築出身を活かし、友人達の協力の
もと、コンセプトに合わせた癒しス
ペースを低コストで作ることが出来
ました。お客様 からも手作り感が

とても温かくて素敵と大好評です。
ひとりで はじめたサロンも、 今で
はスタッフが増え、仲間が出来まし
た。ひとりで は出 来ないことも多
く、一 緒の道を歩ける仲間の存在
はすごく大事なんだなぁと実感して
います。これからも、リピーターさ
んに愛される地域密着の小さな温
かいお店を発展させていきたいで
すね。将来的には、個人で経営し
ているセラピストやアーティスト達
の集合体を作り、地域密着のサー
ビススペースを経営したいと考えて
います。頑張るぞっ！

　　　　　　　（Aromau?）

清水建設・新本社エントランス  スタディ小布施　栗の小径

KASHIWAGI Honami
1967年東京生まれ/1990
年武蔵工業大学工学部建築
学科卒業/早川邦彦建築研
究 室 、 イ ン タ ー デ ザ イ ン
アソシエイツを経て1996
年 穂 （ ス イ ） 設 計 室 開 設
/ 1 9 9 9 年 柏 木 学 と カ シ ワ
ギ・スイ・アソシエイツを
共同設立/現在　阿佐ヶ谷
美術専門学校、東京家政学
院大学　非常勤講師

SATO Maki
1976年神奈川県生まれ/1999年武蔵工業大学工
学部建築学科卒業（手塚研究室）/1999年－現
在　株式会社日本設計建築設計群所属。今年、
晴れて12年目を迎える。

SATO Kyoko
2000 年武蔵工業大学工学部建築学科（乾研究室所属）卒業。同年、住友林業

（株）住宅事業本部　技術職として入社 /2010 年 9 月末で退社し、ネイルサロ
ン「Aromaru ？」経営　現在に至る。

OMURA Narumi
2002年武蔵工業大学工学部建築学科卒業/2004年E c o l e 
Spéciale d’architecture編入/2006年同大学院卒業/2007
年 J A C O B + M A C F A R L A N E 勤 務 / 2 0 0 8 年 M O U S S A F I R 
ARCHITECTES勤務/2009年清水建設設計本部　現在に至る

KAWAMUKAI Ryoko
2002 年武蔵工業大学工学
部 建 築 学 科 卒 業 /2004 年
同大大学院修士課程修了 /
伊東豊雄建築設計事務所で
の研修を経て 2006 年（株）
宮本忠長建築設計事務所入
社　現在に至る

KUDO Takako
1999年武蔵工業大学工学部
建築学科卒業/2001年武蔵工
業大学大学院工学研究科修士
課程建築学専攻（手塚貴晴
研究室）終了/2001－2008
年株式会社村井敬合同設計
/2008－合同会社建築設計白
川冨川/合同会社冨川浩史建
築設計事務所　現在に至る。

新企画・第3弾。社会の多方面で
活躍している多くの女性の卒業生
を順次ご紹介しています。
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クレバス長岡造形大学第3アトリエ棟外観（撮影：木田勝久）

佐藤真紀 （H11 卒）
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時が経つのは早く、大学院
を修了して気付けば10年

が経ちます。現在、私は劇場
コンサルタントの仕事をして
います。自分がこのような形
で「劇場」に携わるとは思い
もしませんでした。「劇場コ
ンサルタント」とは？…劇場
が機能するためにハード（建
築）とソフト（管理運営）面
から設計をする「劇場機能・
技術に関する専門家」と言え
ばよろしいでしょうか。劇場
はハード、ソフトのどちらか
が 欠 け て も 良 い も の は 出 来
ず、私はハード担当ですが、
常にソフトの担当と連携をと
り な が ら 劇 場 を 創 っ て い ま
す。
何 故 こ の 職 業 に 就 い た の か
… 、 故 ･ 田 邊 健 雄 先 生 と あ る
先輩との出会いが、劇場に興
味を持ち、現在の職に着いた
きっかけだったのかなと思い
ます。大学時代、田邊研究室
にちょくちょく遊びに行き、
先生と先輩と3人で砂糖菓子の
ボンボンを食べながら、好き
な作曲家の話や、音楽の話、
家族の話等をしたのを思い出
します。先生から劇場の話を
聞いた覚えはあまりないので
すが、演奏会のチケットを頂
いて色々な劇場に足を運びま
した。私は田舎育ちだったの
で、都会に素敵な劇場が沢山
あって、素晴らしい演奏が聴
けることにとても感動しまし

た 。 「 僕 は 君 が 4 年 生 の 頃 に
はもう大学にいないんだよな
･･･。」残念なことに、私が研
究室に配属される頃、先生は
退官なさっていましたが、田
邊研究室の先輩に指導を受け
ながら私はある研究室で劇場
の調査研究をしていました。
学生時代から興味のあった分
野で仕事が出来ることはとて
も幸せだと感じます。様々な
建築家と仕事をすることが多
く、その度に勉強になること
が沢山あります。近年は中国
の物件も多く、日本と中国の
違いには驚きの連続です。今
年は中国の設計事務所とコン
ペに参加しましたが、言葉の
問題、異なる民族故の考え方
の違い等には苦労しました。
（中国語に関して発音はでき
ませんが、文字の意味が分か
るくらいにはなりました。但
し、劇場用語限定ですが…。
因 み に 私 の 中 国 語 名 は 「 リ
ン・ホェ・ツー」というそう
です。）
自分の担当した劇場が、様々
な方に利用されているのはと
ても嬉しいです。最近、「劇
場コンサルタント」とは夢の
ある仕事だなと感じます。新
しいかたちの劇場を提案して
いきたい、多くの人に永く愛
される素敵な劇場を世の中に
残していきたいと思います。

（シアターワークショップ）

卒業後まもなく結婚、2 児の出産、
育児を経て半年前に再就職しまし

た。現在は中古の理美容機器の販売を
しています。
5 年もの長い専業主婦期間に、母とし
て人間の根幹を育む一大事業に専念で
きたのは貴重な経験でした。子供の世
界では、大人の価値観はほとんど通用
しません。我がままではない純粋な自
己表現で成り立つ世界はとても心地よ
いものです。また、親も幼い子供の視
点でもう一度世界を体験し直すこと
で、生き直すことができました。何度
か転勤があったため、子供たちも名前
だけは覚えているものの、友達を思い
出せなくなることがあります。それで
も再会するたびに、仲のよい子もそう
でない子も、空白の時間などなかった
よ う に、 遊 ん だ り ま た は 対 抗 意 識 を
燃やしているのを見ると不思議です。
人って、たとえ全く覚えていなくても、
出会い直すたびに、気心の合う人とは
魅かれあうものなんだなと感じます。

今夏から家庭菜園を始めました。おひ
さまと大地と雨。人が特に何もせずと
も、育っていく姿に感動します。私が
し た こ と と い え ば、 毎 日 様 子 を 見 に
行ったり、支柱をつけたりというだけ
で、逆に野菜達から元気をもらうこと
の方が多いです。植物の芽はそれぞれ
が天に向かって伸びようとするから、
放っておくとグニャグニャになりま
す。その芽を欠いてやりながら、「人
の場合はどうだろう、どんな芽も欠か
ずに、伸びる先をよくよく観察して、
見守っていけばいいのかな」と最近よ
く思います。
建築学科で得たものが直接生活に生か
せていない気もしますが…子供達が遊
びの中で街を作りだしたり試行錯誤し
て遊びを創出している姿を見ると、少
しでも私の経験を吸い取ってくれてい
るようで、嬉しいです。

（SAISEI）

現 在
組

織 設 計
事務所で
ある日本
設 計 で

働いています。組織事務所に入った
のは、様々な職能のプロフェッショ
ナルと協働でものづくりをしていき
たい、という思いからでした。日本
設計では各プロジェクト毎にチーム
を編成し、各分野の担当者と協力し
て一つの建物を計画していきます。
これまで住宅、オフィス、商業、学
校、体 育 施 設といった、様々なプ
ロジェクトに関わってきましたが、
常に人との出会いや新たな発見が
あり、日々勉強の毎日です。入社し
て１４年目を迎え、年齢的にもプロ
ジェクトの中核を担う立場になり、
責任の重圧を感じながらも、楽しん
で仕事をしています。
休日も、小学校高学年になった息
子の所属する野球チームの手伝い
をするなど、忙しい日々を過ごして
います。日本設 計では子 供を持ち

ながら設計（総合職）の仕事をして
いる女性がかなりの数に上っていま
す。建築業界は女性の雇用や子育
てとの両立について非常に遅れて
いる印象がありますが、日本設計は
その中で群を抜いて女性が躍進し
ている会社といえます。「女流ファ
イル」の多くの卒業生の皆さんのよ
うに私自身努力をして、さらに働き
やすく楽しい会社をつくるよう心が
けると共に、これを読んでくださっ
ている女性の皆さんが社会に出る
ころには、人としても女性としても、
貪欲にやりがいのある生活が送れ
るような社会になっていることを期
待しています。

（日本設計）

HAYASHI Keiko
2001年武蔵工業大学工学
部建築学科卒業/2003年同
大学大学院工学研究科修士
課程修了/現在 ㈱シアター
ワークショップに勤務

KOIKE Satoko
1996年武蔵工業大学工学部建築学科卒業（田邊
研究室）/1998年早稲田大学理工学研究科建設工
学専攻　修士課程修了（古谷研究室）/1998年
（株）日本設計入社

MABUCHI Ayumi
（旧姓  岡部）

2002年武蔵工業大学工学
部建築学科卒業/2004年同
大学大学院工学研究科修士
課程修了/2004年～2005
年 ㈱ 光 通 信 人 事 本 部 社 内
広報課 勤務/2011年～㈱
SAISEI 勤務
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● file-23　様々な職能のプロフェッショナルと
協働でものづくりをしていきたい

● file-24　幼い子供の視点でもう一度世界を
体験し直す

馬渕あゆみ（H14 卒）
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屋上テラス

洗足学園音楽大学ブラックホール北西外観

小池聡子（H8 卒）

大学院を出て、静岡に帰って
きたのが、７年前。静岡の

のんびりとした環境に物足りなさ
を感じた時もありましたが、仕事
でもプライベートでも人との繋がり
の大切さを感じながら、今を楽し
く過ごしています。
入社と同時に、様々な規模と用途
の建築に関わってきました。歯科
医院の改修から 2 万㎡を超える学
校の設計まで。現在は、設計・監
理をした高校の体育館が竣工し、
神社斎館の設計を行っています。
施 主との関わり合 いから新しい
提案が生まれると考えている私に
とって、設計をする中で最も重要
なことは、施主との打合せです。
施主が何を考え、どのように建物
を使っていきたいのか、それを踏
まえた上で施主が納得のいく新し
い提案をする。大変なことも多い
ですが、建物が完成し施主からの

「ありがとうございました」の一言
で、次を頑張ることが出来ます。
仕事での 悩みや不満もあります
が、大学時代の友 達、先輩と食
事をしたりメールをすることで、自
分を見つめ直し、一歩前に進むこ
とが出来ます。友達や先輩とは、

静岡と東京で離れてはいますが、
とても近くに感じる大切な存在で
す。
そして、私が仕事以外に大好きで
続けているものに、フットサルが
あります。県リーグでプレーして
いたこともありました。フットサル
は、仕事中心の私の生活に変化
を与え、人との繋がりを大きく広
げてくれました。仕事の私とは、
正反対の自分でいられる、そんな
場所です。
最近では少しずつですが、自分が
どのように建築、社会、施主と関
わっていきたいかが見えてきたよ
うに思います。

（針谷建築事務所）

卒論と修 論 の 研 究 テーマ で
あったC.R.マッキントッシュ

の街で勉強したいとの思いが募
り、大学院 修了後にグラスゴー
美 術 学 校 の 修 士 課 程 へ進 みま
した。留学中はスコットランドの
土地柄がとても性に合って、そこ
で仕事をして生活するのもよい
かな、と考えていたのですが、帰
国後に大学院でお世話になった
岩﨑先生のもとで武蔵工大の図
書館・新建築学科棟の建設プロ
ジェクトに携わらせて頂くという
機会に恵まれ、迷わず参加し、
設計に打ち込む日々が始まりまし
た。
原寸でものを考え、図面を描きな
がら、学生と模型で検討を行い、
すぐ側の建設現場に通って確認
する、そんな作業を繰り返しなが
ら進んで行きました。
岩﨑先生は、学生から現場の職
人まで気軽に会話をしながら皆
のモチベーションを高め、最終的
にはひとつの建築を作りあげるメ
ンバーとして巻き込んでいく、と
いった雰囲気を常に作っていらし
たように思います。
大学内の研究室での設計活動の
為、時には授業の手伝いや卒業
設計の相談を受けることもありま
した。教職員や学生さんとの関わ
りが強く大学生活に密着した日
常でしたが、このような環境のお
陰で多様な考えを空間に反映で
きたと思います。また、グラスゴー
の街に開かれた大学環境での体
験を活かしたアイデアをもち、プ
ロジェクトにアプローチできたこ
とは大変やりがいがありました。
マスタープランから原寸のディ
テールに至るまで、大小のスケー
ル感覚を身につけることが出来た
ことは今日の自分の礎となってい
ます。初めての建築が母校のキャ
ンパス計画で、そのプロジェクト
を成し遂げた一員であったことは
改めて幸運であったと感じていま
す。
現在は事務所の拠点が青山に移
り、住宅や医療施設などに携わっ
ています。進行中の医療施設は、
高齢者医療を専門とする国内で
も先駆的な病院がオーナーである
こともあり、お施主様との打合せ
はいつも刺激的です。「ホテルの
ような医療施設づくり」といった
ような大きな命題を頂いたりしま
す。通常の医療施設の設計をす
る感覚以上のアイデアを持って臨

まなければなりません。病院に
は様々な部門があり其々を調整
して統合していくのは一筋縄で
はいきませんが、各分野の担当
者と丁寧に打合せを重ね、空間
の実現に向け日々邁進していま
す。
設計をする環境は大学にいる
時とは随分変わりましたが、今
後もクライアントや使い手との
コミュニケーションを大切にし、
一緒になって建物をつくりあげ
ていく姿勢を持ち続けていき
たいと思います。

（岩崎建築研究室）

振り返るとあっという間に卒
業して 7 年が過ぎていまし

た。入社３～５年目の時に四谷
TN ビルというビルの設 計・監
理を担当しました。地下の既存
建 物を活かし、事務 所、賃 貸
住宅を積層するという延床 1 万
㎡の難しいプロジェクト。その
基本設計から実施設計、申請、
建築主へのプレゼンから設計監
理まで様々な仕事を任されまし
た。任されたからにはと、昼も
夜中も無我夢中で必死に取り組
みました。住宅と事務所の切替
階の構造・設備の納まりに悩み、
ピロティーのセキュリティーゲー
トの製作に悪戦苦闘したり。し
かし、周りの方の支えや協力も
あり建物は無事竣工しました。
私は、この建物とそこに関わっ
た人々に、設計者として育てて
いただいたのだと思っています。
そして現 在は子 供 を育てなが
ら、毎日、時間に追われながら
仕事をしています。
のんびりと保育園入園と復職の
準備をしていたこの３月、東日
本大震災が起きました。TV に
流れる映 像 が映 画のようで 現

実のこととはなかなか理解がで
きませんでした。子供と途方に
くれたことをよく覚えています。
水や粉ミルク、おむつなどの供
給不足に放 射線問題。マスコ
ミに取り上げられるたび、右往
左往していました。そんなとき、
支えになったのは同じ歳の子を
持つママサークルの 仲間でし
た。子供のこと、どこになにが
あるという近所のスーパーの品
物の状況や区役 所の対応の話
など。同じ境遇の人と連絡を取
り合い、つながることで、不思
議と色々な不安が和らいでいき
ました。
そして4月末に無事、
復職。最初に担当し
た 仕事が、「 東日本
大震災を受けて、今、
私たちが提案・提言
できること」という
社内の環境コンペで
した。 地 震 後 の 経
験から人とのつなが
りをテーマに、ある
地域のあるエリアを
そのまま、1 つのタ
ウンに凝縮し、新た

に共用施 設を付加し、安 価で
素早く建設し、コミュニティを
活性化させ、復興の第一歩を踏
み出すための最初の小さな住ま
い「キズナタウン」を提案しまし
た。今は、この提案をベースに
当社の技術を活かした復興住宅
を、被災地になるべく早く届け
るべくまとめている最中です。
今、改めて建築設計の仕事は、
人の環境をつくることだと感じ
ています。これからも、人との
つながりを大切にし、心地よい
空間や建 築が提 案できればと
思っています。

（竹中工務店）

裾野の家（撮影：畑亮）東京都市大学図書館大階段 計画中の医療施設

AKIYAMA Yuuko（旧姓：溝口）
2001 年武蔵工業大学工学部建築学科卒業 /2003 年同大学大学院工学
部修士課程終了（岩崎研究室）/ 同年　（株）竹中工務店入社

ISHIKAWA Masako
2003 年武蔵工業大学工学部建築学
科卒業 /2005 年同大学大学院工学
研究科修士課程修了 /2005 年－現
在企業組合針谷建築事務所（静岡）

KOSHIO Meiko
1999 年 武 蔵 工 業 大 学 工 学 部
建 築 学 科 卒 業 /2001 年 同 大
学 大 学 院 工 学 研 究 科 修 士 課
程 修 了 /2002 年 グ ラ ス ゴ ー
大 学 Machintosh School Of 
Architecture 修 士 課 程 修 了
/2003 年岩崎建築研究室

新企画・第4弾。社会の多方面で
活躍している多くの女性の卒業生
を順次ご紹介しています。

女流ファイル− Part4

小
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子
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川
正
子

（H11 卒）

（H15 卒）

● file-20　建築設計の仕事は人の環境を
つくるということ

秋山裕子（H13 卒）

四谷ＴＮビル（撮影：小川泰祐）
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私達 の 代 は ち ょ う ど 建
築 学 科 の 女 子 の 人 数

が増えた代でした。入学式
当 日 、 会 場 を 見 渡 す と 1 人
の女子生徒の隣の空席を見
付けて説明を受けました。
今思えばそれが運命の出会
い。彼女とはすぐに仲良く
な り 、 課 題 で 2 ～ 3 日 ま と
もに寝ていないような時で
も、提出が終わるとそのま
ま 仲 間 4 ～ 5 人 で 旅 行 に 出
かけたり、ディスコで朝ま
で踊ったり（当時はちょう
どバブルの末期）と、体力
の続く限り遊ぶことに貪欲
でした。そんな私も地元の
組織設計事務所に就職し、
10年勤めました。当然のよ
うな男女差別を肌で感じ、
不平等に本気で怒り、それ
でも可愛がって頂いたほう
でしょうか。ちょうど出産
を機に会社を退職し、その
まま家でもできる図面作成
などをしながら個人事務所
を立ち上げました。個人で
で き る 限 界 も 感 じ て い た
ある時、卒業後も定期的に
会っていた彼女も同じよう
に個人事務所を立ち上げた
という話を聞き、一緒に会
社を作らない？と誘ってみ
ました。実は私は設計業で
はなくてもいいので、起業
したかったのです。既成の
概念に縛られない女性が自
分の思う様に働く事ができ
る会社を作りたかった。お
互いにもう一人子供が欲し
いと思っていたので、ちゃ
ん と し た 会 社 に 就 職 す る
よりも、自由が効いたほう
がいいだろうと意見が一致
して、会社を立ち上げまし
た。実際に立ち上れば、経
理や事務処理、設計以外の
色々雑多な作業が増え、そ
れに加えて営業活動、休日
は休みではないし、自由で
はなく無制限になっていま
す。家族にも我慢や協力を
強いています。彼女とも最
初のうちは考え方の違いか
ら、何度も衝突していまし
た。自分達の会社、忙しく
て、時々逃げ出したくなる
くらい面倒な事が起こる毎
日ですが、楽しいです。仕
事も面白いです。子育ても
疲れるけど、支えてくれる
家族と仕事では彼女がいる
ので心配はしていません。
女性2人で設計事務所という

建築家になろうと思って、ク
ラスにたった一人の女 性

だったのに入学して、四年間、
徹夜しながら頑張ったのに、四
年生のときに病気してしまい、
私は建築家になれなかった。
昭 和 45 年 卒といえば、今 から
42年も前のことです。その年、
田辺研 究室で卒論を書いて無
事に卒 業 するはずの 私でした
が、卒 業 式 の日には す で に体
調が悪くすぐに入院することに
なってしまいました 。3年 のこ
ろから下痢が続き、薬を飲んで
何とかやり過ごしていたのです
が、その薬が、ひどい副作用を持
つものだったのです。その副作
用というのは、足がしびれて不
自由になる、腸管がマヒして胃
腸が常に不調になってしまう、
体力が低下して、元気になれな
い、などの全身の体調悪化をも
たらすのでした。薬だと思って
毒を飲んでしまったのでした。
東京都庁に入って世田谷区に配
属され、張り切って働きたいと
思っていた矢先の入院だったの
です。こうして四年間の武蔵工
大時代を楽しく過ごしたにもか
かわらず、私は卒業したとたん

に身体障害者になってしまいま
した。それから一年半ほど世田
谷区で働いたのですが、どうし
ても体力的に無理になり、医師
の退職勧告があって仕事もやめ
ることになりました。それから以
後は先輩や同級生の設 計事務
所ですこし働かせてもらったり
しましたが、ほとんど戦力には
ならず、自分の体力、気力のな
さにがっかりするばかりの日々
でした。その後病床で自分流の
絵を描き始め、建築家になれな
い自分のくやしさが少しなぐさ
められました。その後、すばらし
い先生につくこともできて、今で
はアクリルで絵を描いています。
「100人展」にも出品している
ので見てくださっている方もおら
れると思います。絵は今では私
の生きがいです。
もうひとつの生きがいは、文章
を書くことです。5年ほど前に毎
日新聞社から「この命つむぎつ
づけて」という本を出版しまし
た。武蔵工大に入って、仲間た
ちに助けられ、卒業したものの
その 後 薬 害を 発 症し 、長い闘
病、裁判闘争などを経て、二人
の子供をさずかり、絵を書くよ

うになり、今は、具合は悪いも
のの、毎日喜びを感じながら生
きている自分 の 事 を書きまし
た。出版したときには、如学会
などで皆さんに紹介していただ
いたり、サイン会までさせていた
だきました。たくさんの方に、薬
害の恐ろしさと、その人生の起
伏を知っていただいてとてもう
れしかったです。結局体を壊し
て、建築家になれなかったこと
は、四年間の在学中に注いだエ
ネルギーのことを考えるととて
も残念ですが、これからも絵を
描き、文 章を書き、「建 築10 0
人展」や、如学会などで皆さん
とつながりながらゆっくり生き
てゆきたいと思います。

● file-29　卒業後薬害を発症。長い闘病、裁判闘争、
結婚、出産と波乱の半生。今は絵画、執
筆活動と充実した日々

MIKI Saori
1994年武蔵工業大学建築学科
卒業（田邊研究室）/大栄建築
事務所入社/2009年（株）アー
キグラム設立
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a treasure box simple luxuary

TANAKA Yuriko
1970年武蔵工大学建築学科卒業（田邊研究室）/グループ絵画展「綾
の会展」20回連続開催後終了、/現在「トライアングル展」第二回展
2012年9月開催予定

田中百合子（S45 卒）

「こんなことやっているくら
いだったら、おおよそ

設計辞めたほうがいい」
旧二号館で徹夜明けの重たい
体を、眠らないように立ち上が
り設計エスキスを聞く。大学時
代は数え切れない徹夜をして、
同級生と窓から朝焼けを見て、
学食で朝食、新居先生の設計
エスキスを受けながら…自分の
順番が終わると耐えきれず座っ
たまま寝ているという日常を懐
かしく思い出します。仕事を始
めてもうすぐ 5 年が経ちます。
大学で過ごした 4 年間以上が
もう経ったのだと思うと自分は
どれだけ成長したんだ？？と振
り返りながら、いま文章を書い
ています。あの頃のように、楽
しいことばかりじゃないし、自
分に絶 望することもあるけれ
ど、それでも建 築は果てしな
く考えることがたくさんあって、
自分には一生たどり着けないよ

うな気もするから、それに近付
こうと前に進む努力をしようと
思っています。卒業してからは、
保育園、病院を担当し設 計と
現 場まで見ることができまし
た。現在は小中一貫校という
前例の少ないビルディングタイ
プの設計に挑戦しています。小
中 9 年間という長い時間を過
ごす大切な場所をつくる仕事で
す。建築のあり方が、教育のあ
り方や子ども達の生活を少し
刺激的に印象深くしてくれるこ
とを願っています。学生時代よ
りも徹夜の回数は減り、その
代わり徹夜の後遺症は倍増し
て、あの頃とは違うんだと思い
知る今日この頃。笑。いま担
当する学校ができる頃に、少し
成長し、建築と向き合っていら
れますように。

（日建設計）

大学卒業後、建築とは縁もゆかりもない会社
を渡り歩き、タカギプランニングオフィス

という不動産会社を3人で始めたのが１５年前。
「画一的な賃貸マーケットに建築家と恊働して
集合住宅を提供する事で新たなマーケットを創
造していきたい」という社長の髙木と出会い、建
築学科出身の血が騒ぎ、「渡りに舟！」と始めた
この仕事。時代のニーズやインターネット普及の
相乗効果で会社は急成長。建築家が建てるマン
ションを企画•募集•管理していて、スタイリッシュ
でかっこいい・・・そんなイメージとは異なり、現
実は施主と建築家と施工者、貸主と借主、貸主
と借主と修理業者・・・といつも複数の人の間に
身を置き、時には利害の相反する関係者たちの
間を取り持つ仕事です。扱う商品（建築・貸室）
は高額で一歩間違えば大クレーム。まじめで仕
事への意識が高い新卒の子ほど、やればやるほ
ど壁にぶち当たり、（特に建 築学科卒！）「私の
やりたかった事はこんな事だったのか」と思い
悩むのが、だいたい3年目。人を育てる難しさを
日々感じています。それでも、その壁を乗り越え
て、自分のやりがいを発見し、成長するスタッフ
の姿を見る事ができたのも１５年やってきた醍醐
味。
建築家が敷地•厳しい予算・クライアントの要望
等の与条件からプランを考えだし、施工会社が
設計に応えて美しく仕上げた建築を見るのは楽
しさ満点。そして出来上がった建築をクライアン
トが喜び、案内をした人が気に入って入居し、満
室になり、うまく稼働していく・・・事業の成功は
必須条件ですが、多数の物件を扱って実感した
のは、そこに至る経 緯の中で関係 者と信頼関係
を作りあげていくことが大切だということ。よい
ものを作り、それを維持するにはよい人間関係が
必須だと実感しています。15年たって、賃貸マー
ケットも住環境も変化し、これからがまたひと勝
負という今日この頃。賃貸市場は供給過多状態
ですが、15年前の思いを胸に、これからも既存の
物件を大切に扱いながら、さらにブラッシュアッ
プして建築の魅力を提案し続けていける環境を
創造していきたいと思います。会社の取扱物件
には如学会の山岡さんや堀場さんの作品もあり
ます。お部屋探しをしている方はぜひHP（www.
t-p-o.com）をチェックしてみて下さい！

（タカギプランニングオフィス）

昨年、友達に「最近どんな仕事を
した？」と聞かれ「和菓子屋さん

（創作和菓子　ほのか）がエキュート
に出店した時にお手伝いをした」と言
う話をしました。その時に「何をやっ
たの？」と聞かれ、どう説明してよい
か戸惑い、パッと答えることができず
…。普段、仕事内容を聞かれた時は

「店舗設計」と言うのですが、ショー
ケース２台の空間では店舗設計では
ないし、ディスプレイとも言えないし
…。家に帰って、「お店のコーディネー
トをしたと答えれば良かったな」と気
付き。「お店作り」は、空間作りだけ
でなくメニューやプライスカード等の
グラフィックと言った細かい事迄、プ
ロデュース的な幅広いお手伝いが必
要な事もあります。

以前「どうして建築士なのにお花屋な
の？」と聞かれたことがありますが、
生け花やテレビ局での美術装花を通
じてお花を用いた見せ方やお花による
空間作りを経験している私には、逆
に空間作りだけではない「お店作り」
と言う仕事は受け入れやすいのかもし
れません。

「KIWAYA」と言うウクレレ屋さん の
「お店作り」では、南国の演出とウク

レレを引き立たせる為、グリーンを用
いたデザインで喜んで頂きました。最
近はエコブームもあり、癒しの演出と
してグリーンを用いたいと言うお客様
も増えています。
これからもお施主さんだけではなく、
いらした方に「心地が良い」と思って
頂けるように自分らしい「お店作り」
をしていければと思っています。

（atelier calm）
大学院（岩﨑研究室）を卒業して

最初に就職したのは、小さな広
告制作会社でした。著名だったコピー
ライターが、引退後に半分趣味のよ
うな形で開いていた事務所で、一から
広告と編集を教えてもらいました。そ
こは、工学部での大学生活とは全く
異なる世界。たった 1 ヶ月間、時に
は数日間しか掲載されない広告にか
ける金額の大きさと手間の多さ、そし
て企画から完成までの期間の短さに
驚きっぱなしでした。
そもそも、中学・高校時代には本ば
かり読んでいて、数学も物理もほとん
ど理解することなく、普通ではあり得
ないほどの浪人の末に、英語と国語
の成績だけで建築学科に入学しまし
た。学部の 4 年間は設計課題をこな
し単位を落とさないことが目標で、ど
うして文系の学部に入らなかったの
だろう、と後悔もしました。修士課程
を修了後、活字を好きなだけ読める
ようにと選んだのが、編集の仕事で
した。いくつかの編集プロダクション
を転々として、映画情報誌、レシピ本、
ファッション雑誌、インテリア雑誌、
旅行ガイドブックなど、いろいろな分
野の雑誌や本をつくり続けて、すっ
かり建築から離れたと思っていた去年
の初め、仕事先のベテラン編集者か
ら建築画報社への転職を勧められま

した。これも何かの縁だと、思い切っ
て入社してみたものの、この 1 年間は
すっかり忘れてしまった知識を掘り返
すことに精一杯で、とても新しいこと
を考える余裕はありませんでした。そ
れでも、担当した何冊かを発刊する
ことができ、現在は村上晶子アトリ
エの教会建築作品をまとめた書籍を
つくっています。いくつもの教会や修
道院を見学し、ミサにも何度も参加
させていただきました、教会の美しさ
だけでなく、そこに込められた信者の
方々の想いや、その場所との結びつ
き、設計者の人柄も伝えられるような
一冊にできればと考えています。

「編集者の役割は、そのモノやその空
間のどんな部分が、どんな理由で人
の心を捉えるのか。それを読者に伝え
ること」　10 年前に最初の職場で教
えてもらったその言葉を忘れずに、こ
れまでの経験を活かせる本がつくれ
ればと願っています。

（建築画報社）

A_SCHOOL（計画中）

TAKAHASHI Yumiko
1990 年武蔵工業大学建築学科卒業（大須
賀研究室）/（株）丹青社・（株）環デザイ
ンを経た後、（株）京花園にてテレビ装花、

（株）東光園（現グリーンワイズ）にて花
屋を経験 /2002 年 atelier calm として独
立 /2008 年 atelier calm 一級建築士事務
所として登録

TANABE Hiromi
2005 年武蔵工業大学建築学科卒業（手
塚研究室）/2007 年首都大学東京大学
院修了（小泉研究室）/2007 年（株）
日建設計入社

YASUDA Megumi
1989年武蔵工業大学建築学科卒業
（田邊研究室）/（株）西武百貨店
入社/1994年（株）ビジネスデザイ
ン入社/1997年（株）タカギプラン
ニングオフィス入社

新企画・第5弾。社会の多方面で
活躍している多くの女性の卒業生
を順次ご紹介しています。

女流ファイル− Part5

● file-26　「心地が良い」と思って頂けるような
自分らしい「お店作り」をしていきたい

● file-27　建築は果てしなく考えることがたくさ
んある。前に進む努力をしていきたい

髙橋由美子（H2 卒）

田辺裕美（H17 卒）

KIWAYA 創作和菓子 ほのか

安
田

　
恵

（S64 卒）
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サンロレンツォ教会

FURUYA Ayumi（旧姓  坂口）
1999年武蔵工業大学建築学科卒業（鈴木研究
室）/2001年同大学院工学研究科修士課程建築
学専攻（岩﨑研究室）修了/広告制作会社、編集
プロダクションなどを経て、2011年より建築画
報社勤務

3月27日発刊予定
「12の祈りの空間」

形態は珍しいのか、仕事も
程々に頂いております。入
学式にあの席が空いてなけ
れば、私は別の人生を歩い
ていたのかもしれないし、
どう転んでも彼女と会社を
はじめていたのかもしれな
い。こればかりはわかりま
せんが、今毎日が充実して
いるのは確かです。何より
も、子供と会社が成長して
いく過程をみるのが楽しい
です。この先は建築設計に
とどまらず、多方面での事
業展開も考えています。お
ばちゃんはまだまだ大志を
抱いています。

（Archi＋Glam）
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大学 院 を 卒 業 し て ４ 年 半 が 経 ち ま
す。今振り返ってみると4年半で

自分自身がいろいろな意味で本当に大
きく変化したと思います。それは本当
に大きな変化でした。
　卒業した年、手塚事務所出身であり
研究室の先輩でもある冨川浩史さんの
事務所に入社し、そこから約3年半で数
十店舗に及ぶ内装のお仕事をさせて頂
きました。個人事務所、かつ店舗の内
装設計というスパンの短いお仕事を数
多く担当させて頂いたおかげで、日々
多くのデザインに触れ・多くの方々と
お仕事ができました。
　そんな密度の濃い生活の中で学んだ
事は、人や物と対話をする事がどれだ
け大切かという事です。
　ものづくり、特に建築設計の場合は
一人では到底ものは作れません。お施
主さまや、事務所の所長やスタッフ、
メーカーの方、施工者の方々、多くの
人と繋がりながら一つのものが出来上
がっていきます。その中で、相手はど
う思っているのか相手にどう伝えたら
わかりやすいかなど、対話をする事が
如何に難しいかを思い知りました。な
かなか汲み取れなかったり、伝わらな
かったりする事もあり本当に苦労しま
した。また「もの」と対話をすること
も容易ではありませんでした。何度と
無く案を練り直し微調整し、「もの」
が発する言葉に耳を傾ける。正面から

対話をしないとその場しのぎのものが
出来てしまう事も知りました。しかし
四苦八苦回り道しながらも出来上がる
空 間 を 目 に す る と や は り 感 動 も ひ と
し お で 、 「 も の 」 と の 対 話 を 通 し て
「人」と対話しながら作り上げていく
というその過程こそが、この仕事の醍
醐味なんだと事務所に在籍した3年半で
実感しました。
　昨年末に事務所を退社し、現在は日
建設計で働いています。
　個人事務所から組織事務所へ、環境
の変化は大きなもので設計するものも
店舗から学校へと変わりました。当初
はあまりの人の多さに戸惑い、どう立
ち振る舞ったら良いのか、収拾がなか
なかつけられない事もままありました
が、ものづくりをするという点では規
模が大きくなっただけで何も変わらな
いという事が段々とわかるようになり
ました。特に大組織で関わる人間も多
いほど、「人・物との対話」がさらに
重要であることに気づきました。
　また通り一辺倒では旨く行かないこ
とも知りました。今は事務所での経験
を生かし、どうやって対話をしていっ
た ら よ り よ い も の づ く り の 環 境 が 整
い、よりよいものを作り上げていける
かを模索しながら人とものと向き合う
毎日です。

（日建設計）

大学時代、何をやっても不器用な私は課題の
山に埋もれ、毎回泣いてばかりで、挫折を

繰り返していました。その度に仲間に支えられ、
なんとかこなし卒業まで辿り着きました。今の私
がいるのは、当時の仲間のおかげです。卒業後、
このまま建築の道に進んでいいのかと悩みながら
も、沖縄に戻り、米軍基 地内の設計に携わる設
計事務所に就職しました。まさか英語での議事録
作成だなんて、と思いながらも日本語と英語の図
面を引き、徹夜と休日のない日々を過ごしていま
した。そのときに、ある方に出会い「君は人生楽
しんでいるか」との言葉に心が揺さぶられ、転職
することを決意し沖縄県内のアトリエ系事務所に

入所しました。そこでも相変わらず徹夜ばかりで
したが、「建築の楽しさ」を学びました。課題と
は違い責任を伴い、緊張感の中、慎重に線を引き、
その結果初めて施主の喜んでくれた時の感動は、
今思い出しても鳥肌が立つくらい嬉しかったです。
しかし、そこで自分の体力の限界を超えるまで働
き続け、気が付くと入院していました。病院の天
井を眺めながらこのままではいけない、自分の
ペースで仕事をしようと 24 歳で設計事務所を設
立しました。幸い、仕事は紹介等もあり困ること
はなかったけれども、デザインやディテールで悩
み、もっと色々な世界が見たいと 27 歳の時に再
び上京しました。やっとのことで憧れの設計事務

所のインターンに潜り込み、仕事の合間にアルバ
イトをし、生計を保っていました。その時は、い
つもお腹がすいていて、寝不足、だけど心だけは
元気でした。沢山の外国人の建 築士の卵と出会
い、たわいのない会話からそれぞれが目指す夢を
語ったりもしました。多くの海外コンペに挑戦し、
何かを問い続ける毎日でした。学生の頃からずっ
と留学がしたかった私は社会人になってから、イ
タリアに１か月、フランスに１か月、スペインに１
か月、ロンドンには二週間、という猶予をもって
色々な建築をめぐり廻ってきました。毎回、貧乏
旅行で借金をつくったりもしましたが、出会いが
次の職場を選び、その職場でまた、次の出会いが
あり、と多くの素晴らしい経験を重ねていきまし
た。そして 35 歳の今、再び沖縄にいます。沖縄
は、亜熱帯性気候なので日本の省エネルギー技
術は適用できません。しかし世界の人口の約 1/3
が沖縄と同じ気候です。今後、地球規模で、省エ
ネ住宅のガイドラインを策定する必要があります。
私ができることは小さなことかもしれないけど、
今までの経験と感謝の気持ちを持って取り組むつ
もりです。未来の楽園を夢見ながら、これからも
楽しい建築と人生を重ねていきたいです。

（蒸暑地域住まいの研究会）

大学を卒業して、そのまま地元に戻り、山形県
庁へ入庁して早16年目になりました。

　山形県の建 築 職では約20年ぶりの女性採 用
で、入庁当時は周囲が戸惑っているのがわかるほ
どでしたが、建築指導や営繕業務のほか、まちづく
り業務にも携わる機会に恵まれ、様々な経験をさ
せていただき、とても充実しています。
　現在は2度目の営繕業務を担当しており、特別
支援学校増築工事の設計と県庁舎の便所等改修
工事の担当をしています。
　私事ですが、周囲の友達から遅れること約10年
目にして結婚・出産をし、昨年度は産後休暇と育
児休暇を取って一年間育児に専念しました。
　出産前最後の妊婦検診があの東日本大震災の5
時間前で、しかも逆子であったので、帝王切開でな
ければ出産できませんでした。
　震災後は当県に麻酔薬等が入ってこなくなった
為、癌の手術等の予定患者は一旦退院させられ、
被災県からの重病患者と私のような出産予定者が

優先となり、余震の続く病院内はピリピリした雰
囲気に包まれていました。
　そんな事も加わって、出産は私にとって価値観を
一変させられる経験でした。育児も大変ですが、一
人の人間として何事にも代えられない経験をさせ
てもらい、仕事とは違った充実感を感じています。
　ただ、仕事上で中堅の立場になってからの休暇
や育児時間の取得等は、職種的にまだまだ女性の
割合が低いこともあって、職場での理解を得られ
ず、復帰後は育児と仕事の両立の難しさを実感す
る日々です。
　妊娠・出産・育児に関しては、民間よりも制度的
には進んでいると思われる官公庁ですら、実態は
制度を使いたくても使えない状況におかれていま
す。
　後輩に同じ思いをさせないためにも、制度を心
地よく活用できる職場環境を築くことが、これから
の私の課題ではないかと思っています。

（山形県庁）

今振り返りますと、入 試の
際に「建 築って楽しいよ

～」と心から楽しそうに語る面
接官 谷口汎邦先生との出会い
が、私の運命を決めたように感
じています。
　人が自分らしく生き続けられ
る為に何かしたいという強い気
持ちは持ちつつも、実は建築に
深い思い入れがあっての入学で
はありませんでした。学生生活
が始まってからは、夜を徹して
建 築に取り組む同級生や諸先
輩の熱い想いに付いていけず、
常に、私自身の自分らしさを探
してさ迷っていました。
　その日々の中でも、最初に書
きました谷口先 生のお言 葉と
姿は頭から離れず、都市計画な
どの講義だけは一生懸命に聴
講していました。流れに導かれ
るかのように、卒業研究では谷
口・天野研究室に入れて頂き、
多摩ニュータウンの高齢化に取
り組みました。現地に通い、そ
こに住む高齢の方々がどのよう
な外出行動をされているのかを
ひたすらに観察するなかで見え
てきたのは、会いたい・つなが
りたい・知りたい・食べたいと
いった「～したい」何かがある
限り、外部 環 境の影 響は大き
いものの、身体が不自由でも
外出するということでした。同
時に、高齢者の方々の「～した
い」を実現させるための外部環
境のあり方に強い興味をもつ様
になりました。

　ここから私の遅まきながらの
学生生活が始まりました。谷口
先生の薦めで 進学した大学院
では、今までの勉強不足を埋め
るために、さらには社会学や老
年学といった新たな知識を得る
ために、生まれてはじめての猛
勉強。ほとんど高齢者のことを
知らないという焦りから、有料
老人ホームや軽費老人ホーム、
当時に増え始めていた元気な高
齢者を対象にしたケア付き集合
住宅など、様々な居住形態にボ
ランティアとして通うようになり
ました。博士論文では、転居し
ても活動や交流が縮小しない
高齢者の存在に着目して、転居
先の居住形態による比較研究
を行いました。
　 今で は 、高 齢 者 が「～した
い」何かを可能な限り継続でき
る地域社会での居場所のあり
方を研究しています。学会や講
演、研究会などの様々な場でお
話をする機会を頂く中で、一般
的な社 会学や福祉学、心 理学
出身の人とは違う広い視点だと
いうお褒め（？）のコメントを頂
くことがあります。そのたびに、
様々な分野を吸収しつつも、私の
原点は武蔵工大で学んだ建築学
なのだと実感しています。充実し
た毎日を送る中での悩みは、い
かにして研究の面白さを後進に
伝えていけたらという気持が強ま
りつつある今日この頃です。

（ダイヤ高齢社会研究財団）

現在 私は、新居 千 秋 都 市
建 築 設 計で 働 いていま

す。仕事内容は、最初の 1，2
年はコンペ、実施設計、現在
はメディア対応等が主です。雑
誌・web サイトの対応や、賞へ
の応募等を行っています。あっ
という間に３年目に入りました
が、パワー溢れる事務所の方々
の中で、勉強の毎日です。
　アトリエ設計事務所で働く
という選択は、不安もありま
した。労働時間、家庭との両
立など、周囲の理解なくして
は難しい場合もあると思いま
す。結論からいうと、私は様々
な不安があっても、この事務
所で働けて本当に良かったと
思っております。技術や仕事
のやり方だけではなく、所長 
新居さんや先輩方から学ぶこ
とが沢山ありました。
　新居事務所ではプロジェク
トは、建築の大小に関わらず、
繰り返し細かくスケッチを行
い、模型を作り、スタディさ
れます。新居さんのひたすら
粘る姿勢や、日々追加される
大量のスケッチ等、その膨大
なエネルギーについていくだ
けで精一杯です。悪戦苦闘の
毎日ですが、夜中まで打ち合
わせを行っているとき等、め
きめきと計画が良くなることが
あります。新居さんと、ときに
協力事務所、メーカーの方が
いたりするのですが、その人
たちが集まって考えなければで
きない、創造が跳躍する時間
です。効率が悪いかもしれま
せんが、その時間は充実して

いて、とても勉強になります。
　事務所の方々は、芯の強い
優秀な方ばかりです。電話し
ているのを横から聞いている
だけでも勉強になります。あ
る先輩に「筋トレが大事」だと
言われました。実際の筋トレ
ではなく、経験し、知識を蓄え、
条件を論理的に整理し、最新
の情報に触れ、設計し続ける
こと。詳しくは教えてくれませ
んが、そうすることで、少しず
つ考えが深く、視野が広くなっ
ていく、のかなと思っています。
　現在、私は昨 年 12 月に開
館した由 利 本 荘 市 文化 交 流
館 カダーレの、雑誌等へのメ
ディア対応をしています。その
中で、新居さんをはじめ、こ
のプロジェクトに携わってこら
れた方々に言葉を寄せてもら
う機会がありました。市民活
動、環境、構造、ホールのあ
り方、施工、設計手法につい
て。それぞれの方が熱意をもっ
て役割を果たしてきたことを感
じ、一歩ずつ先へ進み、積み
重ねることで建築をつくる姿
に感動しました。そう簡単に
は皆さんの様な仕事が出来る
ようにはなれませんが、私も、
これからも焦らず、目の前のこ
とを大切に、経験を積み重ね
ていきたいと思っています。

（新居千秋都市建築設計）

Asai Yuri（旧姓  仁井田）
2007年武蔵工業大学工学部建築学科
卒業（手塚研究室）／2010年横浜国
立大学大学院Y-GSA修了／2010年株
式会社新居千秋都市建築設計入社

● file-34　付いていくだけで精一杯の毎日から、
少しずつ、視野を広げている最中です

● file-35　育児をしながら仕事をすること
ー制度を心地よく活用できる
職場環境にしたいー

居場所づくりのフィールドワークでの一コマ

Samantha Thavasa Resort

大泉明子（H8 卒）

Matsuda Mariko
2000年武蔵工業大学工学部建築学科卒業（鈴木研
究室）／沖縄県内及び東京都内設計事務所等勤務の
後、2010年ＮＰＯ蒸暑地域住まいの研究会理事に
就任、現在ＮＰＯ蒸暑地域住まいの研究会理事長　
www.sumai.asia

Ooizumi Akiko
1996年武蔵工業大学工学部
建築学科卒業（乾研究室）
／同年  山形県入庁

● file-31　ドラマチックな展開、
そして多くの出逢い
に感謝。夢はもっと
もっと膨らむ

軒を深く出し風と影で気持ちの良い空間になる伝統的な知恵をとりいれた沖縄の住宅

社会の多方面で活躍している多くの女
性の卒業生を順次ご紹介しています
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（H10 卒）

Sawaoka Shino
1998年武蔵工業大学建築学
科卒業（谷口・天野研究室）
／2004年東京工業大学社会
理工学研究課博士後期課程修
了(工学博士)／東京理科大学
助手を経て、2007年より(公
財)ダイヤ高齢社会研究財団
に主任研究員として勤務

● file-32　人と物との対話の大切さ

中村芽久美（H18 卒）

Nakamura Megumi
2006年武蔵工業大学工学部建築学
科卒業（手塚研究室）／2008年同
大学大学院工学科修士課程修了（手
塚研究室）／同大学院工学科修士課
程修了（手塚研究室）、同年 合同
会社白川冨川建築設計事務所入社／
2012年株式会社日建設計入社

浅井百合（H19 卒）
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社会の多方面で活躍する多くの女性卒業生を順次ご紹介しています。
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木原紗知
（H22 卒）

KIHARA Sachi
2010 年武蔵工業大学工学部建築学科卒業（手塚研究室）／ 2012
年東京都市大学大学院工学研究科修了（手塚研究室）／同年　
株式会社山下設計入社
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（H18 卒）

KATAOKA Eri
2006 年武蔵工業大学工学部建築学科卒業（宿谷昌則研究室）／
2008 年同大学大学院環境情報学研究科環境情報学専攻修士課程
修了（宿谷昌則研究室）／、同年　株式会社日建設計設備設計
部門設備設計部入社

小学校 4 年生の頃から建築の仕事がしたいと

思っていました。夢中で勉強し、気がついた

ら日建設計という設計事務所に就職して 5 年が経っ

ていました。

　工学部建築学科を卒業し、卒業研究に続き環境情

報学研究科の宿谷昌則先生のもとで住まい方や住環

境教育などのソフト面から、放射冷房等のハード面

まで、人を取り巻く環境について、より自然のポテ

ンシャルを活かして快適に過ごす手法の可能性につ

いて幅広い視点で研究・活動をしていました。その

ような研究背景から、アクティブな設備ばかりに頼

ることなく自然のポテンシャルを活かして、ユー

ザーの使い方に合わせて快適に過ごせる空間の設計

がしたいという強い想いを胸に入社しました。

日建設計ではビルや工場など大きな規模の建物用途

の設計を担当することが多く、入社してから病院、

学校、オフィスビル等の設計を担当しました。振り

返ると入社してから 15 以上のプロジェクトの設計

をしています。単純計算で一年に 5 プロジェクト。

設備の「せ」の字も知らなかった私にとっては、毎

日が勉強で無我夢中で仕事をしていました。

　今までの設計で特に印象に残っているのが、最初

にひとりで設計から監理まで担当した佐賀の病院で

す。大規模な建物ではユーザーよりも管理者、オー

ナーとの打合せが多いですが、病院ではドクターや

看護師などユーザーの声を直接聞いて設計します。

意匠・構造、メーカー、行政関係等、たくさんの人

とコミュニケーションをとりながら、グレード感、

コスト、利便性、快適性、経済性、メンテナンス性、

耐久性、デザイン性等、総合的に考えて、その時々

にあった提案をしていきます。病院設計を通じて、

技術者としてユーザーの声を直接聞いて、様々な要

望に応えることに面白さを感じました。

ハード面の設計で気を付けていることは何気ない気

遣いです。設備は少しの工夫で使い勝手が変わりま

す。以前、「女性の視点で細やかな配慮をしていた

西村陽子
（H17 卒）

● file-37

いろいろな立場を経験して、今。

NISHIMURA Yoko（旧姓　坂巻）
2005 年武蔵工業大学工学部建築学科卒業（岩﨑研究
室）／ 2007 年同大学大学院工学科修士課程修了（岩
﨑研究室）／ 2007 年株式会社 NTT ファシリティー
ズ入社

● file-39	 働き続けること

高橋礼
（H17 卒）

TAKAHASHI Aya（旧姓　佐川）
2005 年武蔵工業大学工学部建築学科卒業（天野研究室）／ 2005
年 ~2011 年　府中市建築指導課、計画課／ 2009 年　東京都土
地利用計画課（出向）／ 2012 年 ~　大田区まちづくり管理課
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杭

SHOUJI Yukako
2008 年武蔵工業大学
工 学 部 建 築 学 科 卒 業

（大村研究室）／同年
( 株 ) ジャパンパイル
入社

のメーカーで働いて５年

になります。知人からは、

なぜ杭メーカーで働いている

の？とよく聞かれます。学生時

代から杭の知識があったわけで

はありませんでしたし、杭とい

えば建物を支えるモノといった

漠然としたイメージしかありま

せんでした。今の会社に同大学

の女性の先輩が働いていること

を偶然知りました。またその先

輩が若手社員として活躍されて

いることを知り、私も同じよう

になりたいと思ったのがきっか

けで今の会社で働くようになり

ました。

　入社してからは初めて学ぶこ

とばかりで、特に土質力学の分

野は学生時代にもっと勉強して

伊万里有田共立病院

環境コンペ提案書

大学院を卒業し、NTT ファシリティー

ズに入社し、６年が過ぎようとして

います。その６年の間にいろいろな立場を

経験することができました。

　入社して 3 年間は、NTT の根源ともい

える通信局社の外壁改修工事・防水改修工

事など模様替工事を数十件担当しました。

一方、その業務と並行して、新築のデータ

センターや研修施設の設計を担当しまし

た。小さな模様替工事から大きな新築工

事まで幅広く担当させてもらい、「設計者」

として多くのことを吸収できました。

　その 3 年を経て 1 年間、NTT ビジネス

アソシエという関連会社に出向し、賃貸

住宅の企画を担当しました。今までは「設

計者」という立場でしたが、NTT ファシ

リティーズに発注する「施主」の立場とな

りました。以前は職場の先輩だった方に物

申すこととなり、最初のうちは躊躇するこ

ともありましたが「いい建物をつくりた

い」という思いはどの立場にいても変わら

ないのだということを改めて思いました。

もう少しここでの経験を積みたいところ

でしたが、第一子を妊娠し、産休・育休を

１年間取得することとなりました。

そして昨年（2012 年）４月に復職し、現

在、NTT ファシリティーズ建築事業本部

プロジェクト総括部門に所属しています。

ここでは、建築事業本部全体の広報・育成・

プロジェクトの収支管理・ビム推進事務局

などを担当しています。今は、建築事業本

部全体を俯瞰し、「マネジメント」する立

場だと考えています。

また、現在は短時間勤務制度を利用し仕事

と子育てを両立しています。女性の先輩社

員で短時間勤務を利用し、仕事と子育てを

両立している方も多くいらっしゃいます。

私も迷うことなく、短時間勤務を利用する

ことを決断できたのは、そのような先輩社

員の方々がいらっしゃったからだと思い

ます。これからは、私もそのような先輩社

員の方々と仕事と子育てを両立していけ

る環境づくりをしていけたらと思ってい

ます。

　今はいろいろな立場を経験し、幅広い知

識を持ち合わせることで、最終的にはお客

様・社会にとって付加価値の高い建物を提

案することに、これからも関わっていきた

いと考えています。

（NTT ファシリティーズ）

おけばよかったと思いました。

当たり前のことですが、大学時

代に勉強したことは建築のほ

んの一部分に過ぎなかったのだ

なと思いますし、５年になる今

でも基礎分野における知識はま

だまだ十分なものではありませ

ん。 

　仕事内容は建物の杭を設計・

提案することです。計算の上で

は設計が成り立つ案でも、敷地

広さや地盤性状から決まる施

工条件も加味する必要があるた

め、設計の知識だけでなく施工

経験も必要になります。私は施

工管理の経験がないため、工事

担当の先輩社員に相談しながら

仕事を進めています。特に地盤

性状は全国各地で異なるものな

ので尚更相談が必要になりま

す。自分が携わった案件の現場

に行くと、設計だけでは分から

ない現場での大変さや新たな発

見もあり、仕事は多くの人の力

をかりて成り立つものだと改め

て実感しています。

　杭は建物が建ってしまえば見

えなくなる存在です。縁の下の

力持ちとして影で建物を支えて

います。私は人前に出て目立

つことが苦手な性格なため、杭

と自分が似ているような気がし

て今の仕事が生にあっていると

思っています。

　杭業界には珍しく、女性社員

が多く働く職場です。女性は仕

事が丁寧だと言われることが多

いので、女性ならではの利点を

生かし杭のように陰ながら人様

の役に立てる仕事を続けて行き

たいと思っています。

( ジャパンパイル）

大学を卒業して８年、公務員として働きながら、一児の母

になりました。母になって初めて、

女性が子育てしながら安心して働き続けられる職場環境づくり

の必要性を切実に感じています。

　卒業後は府中市に入庁し、確認審査の担当、東京都への出向、

都市計画審議会や景観協議の担当を経験しました。昨年、府中

市から地元の大田区へ転職し、現在はまちづくり管理課に所属

しています。また、昨年 11 月に長女を出産し、現在は産休中です。

産休後は復職する予定です。

　働き続けることは、共働きの両親を持った影響もありますが、

親から自立し、自分の可能性を確かめながら社会の役に立つた

めには必要なことであり、当たり前のことだと思っています。

しかし、私自身が子育てをするようになり、まだまだ女性が働

き続けることが難しい社会であることを痛感します。出産と同

時に会社を退職せざるを得なかった先輩や、仕事のスケジュー

ルから産休のタイミングに悩む友人の話を聞くこともよくあり

ます。女性が主体となっている子育ての考え方や働き方を見直

すとともに、父親の育児支援を強化するなど、男性が育

児に参加しやすい環境も作っていかなければならないと

思います。

　卒業してから特に強く感じているのですが、武蔵工業

大学の良いところは、先輩後輩とのつながりが深いこと

だと思います。今でも毎年、集まって昔の思い出話やお

互いの近況を語りあっています。このつながりを大切に、

私はこれからも建築に携わる仲間達とともにまちづくり

に励んでいきたいと思います。	 　　　（大田区本庁舎）

だけて嬉しい」を言われたことがあります。普段の

仕事で、男性・女性の区別はありませんが、女性設

備設計者としての視点で、何気ない気遣いによって、

より使いやすくなるように、自分ならではの工夫や

提案ができるよう考えています。

また、気遣い設計と同様に大切にしていることは、

使われ方をサポートすることです。佐賀の病院で

も、竣工後に建物設備と運用が合わず光熱水費が多

くなってしまいましたが、実際に建物を使う看護師

の方々に集まってもらって運用説明会を行ったとこ

ろ、光熱水費が大きく下がりました。建物の設備と、

その使われ方、いわゆるハードとソフトが一致して

はじめて建物が生きてくることを実感しました。学

生時代に宿谷研究室で学んだ住環境教育の考え方が

仕事でも同様につながっていると感じました。

一人の技術者としてはまだまだ未熟ですが、ハード

面でクライアントに喜んでもらえる設計をするとと

もに、ソフト面でのフォローも行い、設計趣旨をしっ

かり伝えて運用してもらえるように今後も一歩ずつ

前進していきたいです。そして、自分の設計した建

物の長を継続して見守っていきたいです。

（日建設計）

会人となり、早一年が経とうとしています。

仕事のリズムや学ぶことの多さに奮闘の日々

が続いています。大学時代と会社で働くことの

ギャップの大きさに打ちひしがれることもありまし

た。日々のスピードについていくことに必死で、学

生の頃のように自分らしく建築に向き合うことがで

きないでいました。

　そんな時、あるチャンスが舞い込んできました。

会社で東京ガス主催の環境デザインコンペというア

イデアコンペに参加することとなったのです。当時

私は、主にプロポーザルコンペを行う部に所属して

おり、その延長でコンペ部の 1 年目から 5 年目まで

の若手でその仕事を担当することとなりました。学

生の頃からいくつかのアイデアコンペに参加してき

た私は、自分の得意分野を生かす絶好の機会だと思

いました。

　プロジェクトは、各自アイデアを 1 案ずつ持ち

寄って議論し、方向性を定めていくという方針で進

めていくこととなりました。しかし、5 年目の先輩

と比べればもちろん、知識も経験値も雲泥の差です。

その中で自分のアイデアを発表するのは緊張し、打

ち合わせの前日になかなか眠れなかったのを今でも

覚えています。幸いにも私のアイデアを採用しても

らい、それを軸に案を深めていこうということにな

りました。

　その後も仕事の合間を縫って話し合いを進めてい

き、紙面にまとめる最終段階に差し掛かったところ

で、上司に「サポートするから、とりあえず責任を

持ってまとめてみなさい」といわれました。私を信

頼し、一任してくれたのです。日々の業務に追われ、

自分らしさや大学で学んできた考える力を活かせな

いでいた私は、責任ある立場に置かれ、仕事と向き

合い、アイデアやプレゼンを追及するという本質を

見つめ直すことができました。

　一次審査を通過し、公開審査でプレゼンテーショ

ンを行うこととなった際も年齢に関係なく平等に決

めるためにオーディションを行ってプレゼンターを

決めました。1 年目の頼りない私がそんな重役を任

せてもらってよいのかわからなかったのですが、先

輩たちは快く背中を押してくれました。あと一歩の

ところで最優秀賞を逃し、結果は優秀賞でしたが、

私の中で学んだことは賞とは比べられないものでし

た。

　常に自分の力が試され、いつチャンスが来るかわ

からないこの仕事は、毎日が戦いだと思います。た

だ、建築と真剣に、そして全力で向き合う人々と、

誰にでも平等にチャンスを与えてくれるというこの

素晴らしい土壌でこれからも切磋琢磨し、頑張って

いこうと思います。

（山下設計）
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NUKATSUKA Mariya
2010 年東京都市大学工
学部建築学科卒（勝又研
究室）／ 2012 年東京芸
術大学大学院映像研究
科映画専攻／ 2012 年読
売広告社入社

● file-46 　「考える」を修行中

（H22 卒）

藤吉里佳
● file-45	 困っている人を助けたい	
	 という気持ちで建築に取	
	 り組むということ

FUJIYOSHI Rika
2010 年 東 京 都 市 大
学工学部建築学科卒
業（小林研究室）／
2012 年 東 京 都 市 大
学建築学専攻修了／
2012 年株式会社 JM
入社

（H22 卒）

MACHIDA Mizuho Dorothea
1993 年武蔵工業大学工学部
建築学科卒（広瀬研究室）／
1993 年ミサワホーム株式会
社入社／ 1997 年渡米、RTKL 
International.ltd 入 社 ／ 2000
年帰国、株式会社町田ひろ子
アカデミー入社

●file-44
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（H05 卒）
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● file-42	 自分が今すべきこと	
	 ～価値ある建築を生	
	 み出す為に～

YAMAUCHI Rina
2009 年武蔵工業大学工学部建築学科卒業（住吉研究室）
／ 2009 年 NTT ファシリティーズ　入社／ 2009~2012 年
NTT ファシリティーズ中央 建築事業本部 都市建築設計部 
建築デザイン部門／ 2012 年 NTT ファシリティーズ中央 
ファシリティマネジメント事業本部ファシリティマネジ
メントビジネス部 横須賀Ｒ＆Ｄ

山
内
理
菜

（H21 卒）

模様替え工事後NTT 横須賀研究開発センター
シェルターのある家

大学を卒業し NTT ファシリティーズ入社からあっと

いう間に 4 年が過ぎました。

小さい頃からの夢であった建築を仕事として過ごす忙し

い毎日には充実感を覚えながらも、大学では経験のない

スピードで結果を求められる仕事の厳しさを日々感じて

仕事に取組んでいます。

　この 4 年間で関わってきた PJ はいくつもありました

が、仕事の仕方や姿勢など今の私の土台をかためてくれ

た 1 つの PJ があります。それは幸運にも入社配属後すぐ

始まった新築の仕事で、条件整理から基本計画、基本設計、

実施設計、現場、最終的には完成まで携わる機会を頂け

た仕事です。しかし、せっかく与えてもらった絶好の機

会にも関わらず、何をやるにも新しいことの連続で、毎

日必死についていくのが精一杯という状態でした。やる

気とは反対に、仕事をすればするほど自分の未熟さを思

い知らされるばかりで、知らず知らずの内に消極的になっ

ていたようにも思います。しかし、その萎縮していた自

分を変えるきっかけがありました。それは、建物の方向

性を決定付けるコンセプトデザインを各自で考えを持ち

寄り、打合せするとなった時の事です。非常に難しく重

要な内容ではありましたが、経験を抜きにして自分の考

えを表現できるチャンスかもしれないと思い没頭したの

を今でも覚えています。限られた時間の中で組立てた考

えや描いたスケッチは決してきれいにまとまったもので

はありませんでしたが、それでも自分なりに考え、案を

ぶつけました。当時は特に先輩の指示のもとで動く事が

多かった為、自分なりの方法と言葉で納得いくまで意見

を交わせたと思えたその打合せでそれまではっきり出来

ていなかった気持ちに整理がつき、自分も PJ の一員なの

だと責任感に変わりました。その後、急にうまくいく程

簡単な話ではありませんでしたが、それでも以前よりは

自分から発信し提案をあげていく姿勢に変わるきっかけ

に出来た特別な時間だったと思っていますし、よりよい

建築をつくるという本来の目的の為に〝何をすべきで、

何が出来るか。〟その時の自分を受け入れ、向き合って行

動・方針を立てて進められるようになりました。

今では、資格としても職
業としても知られるよ

うになった「インテリアコー
ディネーター」。35 年前にス
イスや米国で環境デザインを

大学を卒業した後、私は映画を作る大学院へ行き、今

は広告会社で働いています。構造力学の計算方法だ

とか、ゴシックとロマネスクのどちらが先だったかとか、

あらかた忘れてしまっていますが、なんの問題もなく日々

を過ごしています。

　勉強が嫌いだった私は、４年間切ったり貼ったり、模型

を作るだけで卒業できる建築学科はなんて素晴らしいトコ

ロだと思い、紆余曲折を経てムサコーに入りました。モノ

を作ることは、元々いつまでもやっていられるくらい好き

だったのです。予想は大方外れず、模型をせっせと作って、

卒業することができました。けれど予想と違ったことは、

「ものを作ることはしんどい」という気持ちを自分が持っ

た、ということでした。ただ自分の好きという気持ちだけ

で作っていた時とは違い、建築には「考える力」がすこぶ

る求められました。そして残念ながら、私にこの力はほと

んどなかったのです。だからしんどかった。周りには、と

うとう卒業するまで私が追いつくことができなかった建築

バカがわんさかおり、彼らの建築に対する熱情はその「考

える力」をいとも簡単に鍛えて「作る」をしているように

見えました（裏にはものすごい努力があったことが、今な

ら分かります！）。それなのに私は、どう考えたらよいの

か、自分なりの軸を持つことがずっとできませんでした。

というより、「考える力」を鍛えるために、努力すること

ができませんでした。誰だってしんどいことからは逃げた

　現在は、入社と共に配属された設計の部署から異動を

して、FM という立場で仕事をしています。実際使われて

いる建物において、いかに長く、うまく付き合うか。を

考えながら各種工事の企画・提案、実施から維持管理に

わたるまでを一人称で行っています。新築 PJ でゼロから

新しくつくりあげるのとは異なりますが、建築技術面は

もちろんのこと、利用者の声を直接聞きながらその要望

にいかに応えられるか、あらゆる角度から総合的な考え

をもってまとめていく今の仕事は、お客様の立場を理解

し構築する意味で、建築を仕事とする為に必要不可欠な

力を育てていると考えています。

　学ぶことばかりでなかなか思い通りにはいかない状態

は 5 年目に入った今も変わらず続いていますが、今でも

入社の時と変わらず『建築は楽しい、仕事をずっと続け

ていきたい』と思い続けられるのは、悩みながらも考え

抜いたものが形と出来た時に訪れる達成感や喜び、その

苦労を一気に吹き飛ばしてくれるお客様からの感謝の言

葉があるからだと思っていますし、それを支えてくれて

いる上司や先輩、仲間に恵まれているからだと感じてい

ます。

これからもいくつも乗り越えていかなくてはいけない壁

が出てくるとは思いますが、日々成長しながら世の中の

人々・社会にとって価値ある建築を生み出していけるよ

う、技術的にも人間的にも、もっと自分を磨いていきた

いと思います。　　　　（NTT ファシリティマネジメント）

古長谷莉花（H21 卒）

● file-43　建築のとなりで

KONAGAYA Rika
2009 年武蔵工業大学工学部
建築学科卒業（手塚研究室）
／ 2009 年株式会社乃村工藝
社　入社・クリエイティブ局
デザイン職配属／ 2011 年同
社経営企画本部広報部配属

Professional Women 100（働く女性 100 人の女子会）

君は設計を辞めるのか？私が乃村工藝社に入

社すると伝えた時、教授に言われた言葉を

今でも覚えています。一瞬、気持ちが揺らいだか

らです。10 年来の夢である建築家から、空間デ

ザイナーというディスプレイの世界へ方向転換。

そしてデザイナーから広報へ。目まぐるしく変

わっていく状況に慌てながらも楽しんでいます。

　入社してから半年間は商業施設の現場管理を担

当。その後、空間デザイナーとしてスポーツブラ

ンド・自動車メーカーのショールーム、展示会、

店舗のデザイン・設計を経験させていただきまし

た。建築業界よりディスプレイ業界の進行するス

ピードは速いため、本当にたくさんの物件に携わ

ることができました。

　現在の広報部に配属となって 2 年。自分のやり

たいことを実現するために、職種は関係ないと気

が付きました。では、何がやりたいのかというと

「できるだけたくさんの人を喜ばせたい」という、

シンプルかつ曖昧なものです。もともと建築を選

んだ理由も、自分の周りにある一番大きなモノが

建築であり、素晴らしい建築を創ればより多くの

人に喜んでもらえると思ったためです。

　広報の業務は、文章や写真・グラフィックなど

の【モノ】、イベントという【コト】、そして【自

分自身】というあらゆる媒体を使います。そして、

企業に関わるステークホルダーへメッセージを発

信し、喜びと感動を伝えます。実際の業務は、会

社ＰＲツールの作成、社内外リリース記事の取材・

執筆、社員研修の企画・運営など多岐に渡ります。

わたしにとって異動して 1 番変わったことは業務

内容ではなく「関わるヒトの多さ・幅広さ」でし

た。自社の社員は勿論、協力会社の方、お客様に

直接取材をさせていただくこともあります。その

時々にベストな言葉を使い、気持ちよく話してい

ただく。いただいた濃厚な情報を、できる限り多

くの人に「わかりやすい」「有益な」情報にデザイ

ンしていく。ここが一番難しく、やりがいのある

ところです。

　乃村工藝社に留まらず、業界全体の取り組みも

力を入れています。今年の 2 月には業界組合女性

100 人が集まる女子会を主宰しました。女性の活

躍は目覚ましい、けれども継続は難しい。そんな

問題に、真摯に向き合う働く女性 100 名と経営者

の学べる女子会を企画しました。企画立案から、

セミナー講師選定、会場デザイン、協賛交渉まで

担当。一人では、一つの会社では難しいことも、

垣根を越え、それぞれが力を出し合えば実現が可

能であることを実感しています。

　様々な場面で未経験のコトばかりですが、なぜ

自分が揺らがず仕事に取り組めるのか考えてみま

した。理由は、建築を設計する際に学んだ【仮説

を立てて、ゴールに向かい構築してゆく】プロセ

スが染みついているからです。与件を踏まえて状

況を判断し、仮説を立てて、最善のゴールとなる

べく形にしていく。全ての仕事に応用できる基本

を、武蔵工業大学の建築学科で学ぶことができま

した。

　私のいる会社・業界は世の中のあらゆるコトと

繋がっています。やる気を出し、信頼されれば必

ずチャンスを掴めます。そのチャンスを運んでく

れるたくさんの方々に感謝しながら、これからも

成長できるよう学んでいきたいと思います。

（乃村工藝社）

いじゃないですか。作るためには、考えることが必要で、

考えることはしんどい。そのことを身をもって学んだ４年

間でした。

　それなのに。今私は、何の因果か、毎日「考える」羽目

に陥っています。なんてこと！広告会社での私の仕事は、

CM やポスターを「作る」ための基礎を「考える」仕事です。

「ある商品を、こういう人に、こんな伝え方をすれば、買っ

てくれる」ということを考えるのです。その考えをもとに、

CM やポスターの表現をクリエイターと呼ばれる人たちが

作っていきます。しんどいんです、毎日。ほとほと、自分

には考えることは向いていない、もっと自由に「作る」だ

けができたらいいのに、なんて仕事の合間に考えたりして

います。けれど、こちとら広告です。好きなようにつくっ

ていては、ものは売れません。アイスを食べたくなるのは

どんなときかしら。暑い時？お風呂から出た後？こたつの

中？それとも、好きな人と一緒にいるとき？仕事なので仕

方がありません。一生懸命、毎日考えてます。もうほんと、

しんどいんです。

　でも、そうして考えていて見えてきたことがあります。

「考える」ことの本当の意味です。私にとって、「考える」

とは「（自分じゃない）人や社会とつながる」ということ

なのではないか。自分の中のあのどう表現していいか分か

らないもやもやを、自分の中にとどめたり「分かって！」

と叫ぶのではなく、どうしたら相手に伝わるか「考え」て

「作って」いく。きっと、建築も同じだったのではないか、

今はそんな気がしています。あの頃ボヤボヤしていた自分

の考えるための軸が、この頃ははっきりしてきたようです。

そして、なんといっても誰かに伝わるものを「作る」こと

はとっても楽しい。５年後、私は色々かじったせいか、自

分がどんなことをしているのか想像できません。結婚でも

して、子どもとかいて。でもやっぱり誰かにきちんと「伝

わる」ものを作っていられればいいなと思っています。

（読売広告社）

私は現在 Japan Management という前田建設のある事業部が独
立してできた会社で働いています。学生時代は主に光環境

や街づくりなどについて学んでいたのですが、インターンシッ
プでディベロッパーの会社に伺っていた際に自分たちで作った
建物をあちこち修繕しているのを見て、古くなっていく建物の
維持管理をする事はとても価値がある事なのではないかと思う
ようになりました。そんな就職活動中に出会ったのが今の会社
です。
　初めて配属された事務所では業務提携している法人の会社が
経営している店舗の日々の維持管理、メンテナンスをするのが
主なお仕事でした。私が担当させていただいたのは大手コンビ
ニチェーンの会社で店舗数も多い上、24 時間 365 日営業してい
るため店舗でトイレ詰りが発生したり、車両が突っ込んでしまっ
てフロントガラスが割れてしまった場合などはどんな時でも店
舗へ駆けつけなければいけません。あまり綺麗な仕事ではあり
ませんし、何か起こるかもしれないという緊張感が常に漂って
いますがそれが一つのやりがいでもあります。建物の悪い所を
直してあげるとお店の方にもとても喜んでいただけますし、今
建物を使用していらっしゃる方の使い勝手を聞いて建物を修繕
してあげる事が出来るのも一つ大きな魅力です。
　仕事に段々慣れ始めた頃本社へと異動になり、工事の取り決
めをしたり監理をする側となって全国で行う一斉工事のプロ
ジェクトを任せていただいたり、店舗の改装プロジェクトリー
ダーをやるチャンスをいただいたりと、かなり重要な仕事を任
せていただけるようになってきました。責任ある仕事で毎日忙
しく働いておりましたが全国から工事についての質問やこんな
やり方じゃ工事できないなどの苦情をいただくようになり、分
からない事ばかりで悩む事もとても多くなりました。ほとんど
大学で得た知識だけで現場を全然見た事がない私にははっきり
とした答えを出せるものがほとんどなく、責任者として動くの
はとてもハードルが高いものでした。それがきっかけでだんだ
んとそんな状況に違和感を覚え始め、もっと現場に出て自分の
目で見て感じてスキルを上げていきたいと思い始めるようにな
りました。そこである日、会社と今自分が現場の立場で物事を
もう少し考えられるようになりたいという事を伝えた所、意外
にも現場で施工等を実際に行っている協力会社へ出向をさせて
いただける事になりました。自分が疑問に思う事は何でも会社
へ言ってみるもんだと実感した瞬間でした。そして現在私は八
王子にある地元の工務店で修繕の現場に行ったり、工事の見積
作成をさせていただいたりしています。まだ赴任して日は浅い
ですが、建物維持管理は建物を通して人助けが出来る夢のある
仕事だと感じています。
　学生の皆さんはまだ自分が何をしたいか明確には分かってい
らっしゃらない方も多いとは思いますが、建築分野でもこういっ
た仕事があるという事を知っていただければと思います。そん
な私には入社して一つ夢が出来ました。それはいつか子供達に
日々建物修繕に向かう自分達の姿を見てかっこいいと思われ、
憧れてもらえるような仕事にする事です。そんな気持ちを大事
にして今後も仕事に邁進していきたいと思っています。

（JAPAN MANAGEMENT)

学 ん だ 母 が は じ め た 職 能 で
す。「ライフスタイル」をキー
ワードに欧米で経験した「豊
かな暮らし」や文化を日本の
生活文化とコーディネートす
る こ と を 目 的 に は じ め ま し
た。壁に囲われ、厨房として
壁向きに配置されたキッチン
が主流だった頃に家族との対
話の出来るオープンキッチン
を提案したり、元気で住み続
けられる家として来たる高齢
化社会へ向け「元気で住み続
けられる住まいの知恵」を提
案したりとライフスタイルの
変化に応じ、家族の関係、住
まいを独自の視点で仕事して
いた母。尊敬し「建築」を志
願して、気が付けば、20 年が
経過しました。
　現在に至るまで、日本の住
宅メーカー、米国の設計事務
所などを経て、母のもとあら
ゆる仕事に携わっています。
外 観 デ ザ イ ン、 イ ン テ リ ア
コーディネート・デザイン、
エクステリアデザインなどの
企画デザイン業務に加え、イ
ンテリアコーディネーター等
の住関連業界で活躍できる人
材 育 成 に も 携 わ っ て お り ま
す。デザイン業務では、個人
から企業まで様々なお客様と
お仕事をさせていただいてお
ります。戸建、マンション、
店舗などが主ですが、最近で
は、特別養護老人施設などの
福祉施設も増えています。
　インテリアデザインやコー
デ ィ ネ ー ト と い う と 家 具 選
び、室内装飾をするというイ
メージが一般的かもしれませ
ん。実際は、お客様の家族構
成、暮らし方、生活時間帯や
趣向趣味などライフスタイル
をよくよく理解した上、機能
性とともに暮らしに寄り添い
デザインを提案しています。
また、天井高さが低い、梁が
ある、壁が取れないなど建物

に付随した気になる部分をインテリアテクニッ
クで解消することもあります。
　今年の春、渋谷青山にオープンしたスマート
ハウスが集まった住宅展示場「TBS ハウジング
　東京ホームズコレクション」内のモデルハウ
スで、「賢く、美防災」というコンセプトのも
とインテリアを展開しました。東日本大震災を
経験した日本では、安心安全な住まいを誰もが
必要としています。いつ来るともしれない災害
を自衛の精神とともに暮らしに反映したライフ
スタイルの提案「シェルターのある家」です。
これは、テレビや雑誌でも取り上げられ、来場
者数も大変多く、驚いています。母がスイスで
の生活体験から、今の日本に必要なものではな
いかとの発想から提案したものです。
　この仕事から、改めて「暮らし」から提案で
きるものがあることを感じています。
　低炭素化、スマートハウス、創・省・蓄エネ
ルギーなどのエネルギーコントロールや安心・
安全面から地震対策（耐震、免震など）など建
築設計においては、ハード面への配慮が求めら
れます。一方インテリアでも、暮らす人に寄り
添い、同じ問題をソフト面から解決する可能性
がまだまだあるということです。
　ライフスタイルが多様化している今、社会
ニーズもお客様のニーズも多様化しています。
そのため、求められるスキルが高くなってきて
います。日々、勉強ですが同視点で仕事する仲
間を募り、これからも「豊かな暮らし」を実現
するお手伝いをして参りたいと思っています。

（町田ひろ子アカデミー）
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社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

2011 年末よりフリーで仕事を
始めました。武蔵工業大学で

宿谷先生に出会ってから、自分の中
のテーマはずっと自然を活かす建築、
パッシブ建築や環境建築を創ること
です。
　卒業して 20 年近くが過ぎ、自分
自身としては充実した気持ちで仕事
に関わってこられたことを感謝する
日々です。その理由は、宿谷研での
研究を通じて、自分が気持ちいいと
思う環境や建築は、エネルギーをた
くさん使い、人工的で誰かにコント
ロールされた環境ではなく、自然の
風や光、太陽の穏やかな暖かさに包
まれ、自らが関わりながら創ること
のできる環境であることに気付けた
こと。そしてそんな自分のいいと思
う建築を創っていくことが、施主に
とっては健康的で光熱費のかからな
い住まいを手に入れ、それが地球環
境を持続可能なものにすることにつ
ながる！こんなに一石二鳥、いや三
鳥のようなやりがいのある仕事があ
るだろうか！とわくわくしながら社
会に出られたことが大きいと思って
います。
　私が卒業した 90 年代は、環境建
築というものは市民権を得ておらず、
環境建築を創ること自体にテーマや
課題があったので、卒業後は意匠設
計事務所で環境建築を創る仕事に携

わりました。時代が少しずつ変化し、
環境建築を住まい手や自治体などの
発注者が望むような時代になってく
る中、2 つ目の職場では環境省の学校
エコ改修事業に関わり、建築の作り
手と使い手の橋渡しをしつつ、社会
に環境建築を知ってもらう業務を担
当してきました。そんな仕事に携わっ
てきた今の自分には何ができるだろ
う？独立しようと決めるにあたって
は、いま一度自分の仕事を考える機
会を得ました。
　そんな思案の最中、「私は環境建築
を『つくる』ことも続けるけれど、
自然を活かした住まい方を居住者が
理解してちゃんと運用してくれるよ
うな『つかう』ことに関わることや、
環境建築の心地よさや楽しさ、技術
などを、子どもから大人、学生から
技術者に向けて『つたえる』仕事も

したいと思っている、、、。」とつぶや
いた私に、「それって 3 つの『つ』で

『みっつ』だね！」と絶妙な一言を言っ
てくれた友人がいました。その言葉
がそのまま仕事内容と事務所名とな
り「みっつデザイン研究所」を始め
ました。
 2014 年の今、おかげさまで「つくる」

「つかう」「つたえる」仕事に取り組
む機会を頂いています。併せて大事
にしているのは、日々の生活の中で
自分の体感を磨くことです。エコリ
フォームした自宅で春夏秋冬を過ご
しながら、環境建築を使う側の視点
から見たり感じたりもしています。

「つくる」視点と「つかう」視点その
2 つの合わさったところに、環境建築
に対するこれからの自分の役割があ
るような気がしています。

（みっつデザイン研究所）

HIROTANI Junko
1995年武蔵工業大学工学部建築学科卒業（宿谷研究室）／1995-2003年
野沢正光建築工房勤務／2005年武蔵工業大学環境情報学研究科修士課
程修了（宿谷研究室）／2005年-2011年オーガニックテーブル株式会社勤務

（現  株式会社エコエナジーラボ）／2011年-みっつデザイン研究所代表

大学を卒業していつの間にやら 22
年も経ってしまった。私の場合

は大学卒業と同時に結婚してロンド
ンに行ったので、結婚して 22 年とい
うことにもなる。ちなみに夫である
手塚貴晴は大学の 5 年先輩である。2
年間のロンドン生活を経て帰国し、
夫と事務所を開いた。今は、11 歳の
娘と 8 歳の息子を育てながら事務所
をやっている。
　結婚した時からそのうち子供は欲
しいと思っていた。しかし子育てし
な が ら 仕 事 を す る と い う 大 変 さ は
まったく想像していなかった。それ
でも子供が一人の時はまだ良かった。
まだ上の娘だけだった時は、娘を保
育園に迎えに行った後、夜は家でク
ラ イ ア ン ト ミ ー テ ィ ン グ を し て い
た。保育園の送迎はあるものの、一
応夜も打ち合わせが出来るので、ほ
ぼ子供が生まれる前の生活スタイル
を変えずに仕事が続けられていた。
今考えればひどい母親であったと思
う。娘をテーブルの上に置いたベビー
ビョルンのゆりかごの中に入れて、
ゆらゆら揺らしながらクライアント
とミーティングをしていた。でも二
人目の子供が生まれるとそうはいか
な く な っ た。 流 石 に 2 人 の 子 供 の
面倒を見ながらクライアントとミー
ティングをするのは困難を極めたか
らである。そして仕方なく私は夜の

打ち合わせに出るのを諦めざるを得
なくなってしまった。二人目の子供
が生まれた時に、建築家の工藤和美
さんに「よく二人も産むわね」と感
心されたのだが、その意味が漸くわ
かって来たのもこの頃であった。
　娘が小学校に入ると、更に状況は悪
化した。子供が小学生になると親は
宿題というものを見なければならな
いからだ。しかも娘の学校はただで
さえ宿題が多い。勿論、学童で宿題
を済ませてくれる殊勝な子供もいる
とは思うのだが、それまでの育て方
のせいなのか、それとも持って生ま
れた性格なのか、娘は学童で宿題を
済ませてくれたことは一度も無かっ
た。今は 5 年生なので学童には行っ
ていないが、学校から帰るとまず好
きなことをする習慣がついてしまっ
ている。帰って留守番はしてくれて
いても、私が帰るまでに宿題を終わ
らしてくれているという夢のような
状況はまず存在しない。かくして、
私は帰宅するや慌ただしく夕食を作
り、そして夜な夜な子供の宿題を見
るというのが日常となってしまった。
　かくして、子供がいることで随分
と出来る仕事量が減ってしまったこ
とは悔しいとは思いつつ、それが建
築家人生にとってマイナスなことば
かりかと言えばそんなことも無いと
思っている。「ふじようちえん」は丁

度娘が 3 歳の時に設計を始めた。自
分の娘と同年代の子供達のために設
計をするのは非常にリアルで、娘を
実験台にしながら色々考えられるの
が非常に楽しかった。そうこうして
いるうちに子供達も小学生になり、
子供が小学校を終える前に小学校の
設計が出来るといいなと思っていた
ら、今度はニュージーランドのクラ
イストチャーチで地震で被災した小
学校の再建を手伝うことになった。
まだ設計は始まったばかりだが、我
が子を実験台にしながら色んな建物
の設計に関われるのは実に幸せなこ
とだと感じている。

（手塚建築研究所）

手塚由比

TEZUKA Yui
1992 年 武蔵工業大学工学部建築
学科卒業／ 1992-1993 年 ロンドン
大学バートレット校（ロン・ヘロ
ンに師事）／ 1994 年 手塚建築企
画を手塚貴晴と共同設立（手塚建
築研究所に改称，97.07）1995 年 - 
東洋大学非常勤講師／ 2001 年 - 東
海大学非常勤講師

● file-48　子育てを仕事に生かす

（H04 卒）

大学 4 年次に岩﨑研究室に所属し、
ゼミで武蔵工業大学 75 周年記

念事業「体育館・食堂棟 PJ」の基本
設計、学部卒業後は岩崎教授のもと
で実施設計・現場監理に携わり、そ
の後 4 年間で「図書館棟 PJ」「建築学
科棟 PJ」の基本設計から実施・現場
監理まで関わりました。実際に自分
が過ごしてきた大学施設の設計に深
く関わることが出来たことはとても
幸運なことであり、この時に経験し
たことは今でも自分の礎として振り
返ることが多くあります。
　言葉にしてしまえば設計者・監理
者として「あたりまえ」のことかも
しれませんが、建物を設計するにあ
た っ て 明 確 な コ ン セ プ ト を 持 つ こ
と、 施 主・ ユ ー ザ ー・ 施 工 者 な ど
建物ができるまでに関わるすべての
人々を巻き込んでプロジェクトを進
めていくこと、現場では竣工までよ
り良い建物にする姿勢を持ち続ける
こと、これらは実務を経験していく
中で常に心に留めておきたいことで
あり、特に現場に入ってからの様々
な人との打合わせの日々から良い建
物を創りあげるためには、コミュニ
ケーションが大切であると改めて実
感しました。
　武蔵工業大学の記念事業 PJ を終え
た後、石本建築事務所に入社し現在
は 2013 年 3 月に校舎が竣工し今年の
3 月にグラウンドの整備工事を終える
地域複合施設の現場監理を担当して
います。この PJ には統合する中学校
および小学校の仮設校舎の設計から
関わり、本体校舎の実施設計、そし

て校舎建設工事の現場監理と 2009 年
から 2014 年の 5 年間携わってきまし
た。この施設は小学校 2 校と中学校
2 校が統合する小中一貫校であり、さ
らに幼稚園・保育園の一体施設と地
域センターまで併設しています。つ
まり 0 歳から 15 歳、さらには地域の
大人までと幅広い年代に利用される
施設です。この建物の計画では 3 つ
の施設が複合することのメリットを
活かしつつ、身体的サイズの違うユー
ザーにも配慮した設計が必要でした。
　建物を使うのも「人」であり、それ
らを建設するのも「人」です。設計
はこれらすべての人々と関わりなが
ら建築を作り上げていく仕事であり、
人々と調整しながら良い空間を創出
していく、その過程は難しいコトと
同時に面白いコトだと感じています。
　忙しい業務に追われがちな日々で
すが、社内クラブのランニング部に
所属しリレーマラソン大会に出場し
たり、他にもオペラやオーケストラ
を鑑賞する音楽鑑賞部、同業他社と
合同で月 1 回、バスケットボールを
行う球技部に参加してリフレッシュ
すると共に、社内外の人々とのコミュ
ニケーションを図っています。
　これからも様々な事に刺激を受け
て、人と建築に関わりながら頑張っ
ていきたいと思います。

（石本建築設計事務所）

上島麻里乃
● file-50　建築は人と共に

（H14 卒）

遠い記憶になってしまった学生時
代。卒業して 23 年も経つので

すから当たり前ですね。それでも、建
築学科特有の「空気感」みたいなも
のは記憶として鮮明に残っています。
そう、建築学科は特殊でした。そもそ
も建築学科を志望する学生は、「理系
ならどこでもいい」という思いで選
択する人は少ないのではないでしょ
うか。「建築」という言葉に対する魅
力と憧れ、工学部ながら芸術の匂い。
分からないながらも、ある意志を持っ
て選択するように思います。そして、
実際の学生生活は、毎週末の課題に
明け暮れる日々で、知力よりも体力
勝負でした。時々、友人や先輩と交
わす建築議論は少し背伸びした感じ
で楽しかったですね。
　卒業後は、組織事務所→アトリエ
事務所→独立という経緯をたどり、
現在事務所を立ち上げて 13 年目にな
ります。独立してからはもっぱら住
宅設計専門になりました。住宅設住
宅設計の面白さって学校の授業では
なかなか伝わらないですね。でも実
際やるとこれが面白い。いろいろ理
由はありますが、第一に全て自分で
決められること、そしてクライアン
トの喜びが直に伝わってくることで
しょうか。独立してから本当の意味
で設計が好きになりました。
　私自身本来の性格は、あまり緻密
ではなく詰めが甘いタイプです。学
生時代や社会に出たての頃は、こん
な細かい仕事は向いてないかもしれ
ないと悩んだこともありました。そ
れでも長い間設計業界に身を置いて
いますが、設計から全く離れた時期
も 2 年ほどあるのです。当時、バイ
ト先のアトリエ事務所を使い物にな
らないとクビになり、でも食べていか
なくてはいけないので、不動産屋や
中華料理店でアルバイトしながら生
活していました。自信をなくして紋々

とした日々の中、「やっぱり設計をや
りたい」と思いが沸々とわいてきて、
ある日思い切ってあるアトリエ事務
所の門をたたきました。その時 30 歳、
新たなスタートです。
　こんなふうに、決して優秀ではな
い私が何とか続けてこられたのは、
根底に設計の仕事がしたいという思
いがあり、欠点を実践で克服する努
力をしてきたからではないかと思っ
ています。そして今では家庭があり、
子供も授かったので、女の人生も意外
とやり直しがきくことも覚えておい
てください ( 笑 )（注：本当に大変な
のは子供が産まれてからですけど！）
　仕事の携わり方、目指す方向性は
人それぞれだと思います。あまり早
いうちから自分の適性を判断せずに、
目の前のことをやり続けていくこと
も一つの方法だと思います。そのう
ち、やりたいことや本当の適性が分
かってきて、それが仕事に結びつく
ことができたらこんな幸せなことは
ないでしょう。

（望月美幸建築設計事務所）

望
月
美
幸MOCHIZUKI Miyuki

1991 年 武蔵工業大学工学部建築学科卒業（鈴木研究室）
／ ( 株 ) 伊藤建築設計事務所、( 有 ) 川口通正建築研究所
を経て、2001 年 望月美幸建築設計事務所設立

● file-47　本当の面白さに出会うまで

（H03 卒）

UEJIMA Marino（旧姓：添田）
2002年 武蔵工業大学工学部建
築 学 科 卒（岩 﨑 研 究 室）／ 2 0 0 2
年-2006年 株式会社岩﨑研究室
入所／2008年- 株式会社石本建
築事務所入社

廣谷純子
● file-49 　環境建築への想い

（H07 卒）

学生時代、建築の新たな有り方
や付加価値を考えることが好

きだった私にとって、入社した当初
は学生時代に学んできたことと、実
際の実務とのギャップに戸惑い、そ
れは白紙の状態から建物が竣工する
過程の中でのほんの一部に過ぎない
と痛感させられました。
　担当していた物件も主に官庁物
件。その名の通りいわゆる「お堅い」
建物です。様々な諸条件や色々なし
がらみ、建築に直接結びつかない雑
務も多く、入社した当初は実務を学
ぶこととその環境に慣れることに必
死で、学生時代に感じていた建築の
楽しさをつい忘れがちでした。研究
室柄アトリエ事務所に就職した仲間
も多く、「これが私のやりたかった
ことなのか」とフラストレーション
を抱える日も多かったですが、そん
な中担当した一つの物件を機に、私
の中で組織設計事務所で働くという
考え方が変わりました。
　それが金沢の裁判所です。官庁物
件の場合施主が直接のユーザーでは
ないため、こちらの提案がユーザー
に届く前に相手先の担当者で却下さ
れてしまうことが多々あります。幸
いその担当者に恵まれたこともあり
ますが、そこで諦めてしまうのでは
なく「なぜこの提案がだめなのか、
どうしたらその突破口を見出せるの
か」、相手先の担当者も同じ設計チー
ムの一員としてコミュニケーション
を密に図り、一丸となって試行錯誤
していけば、必ず良い提案は受け入
れられ、実現に向けた第一歩が踏み
出せるのです。それはまさに施主、
相手先の担当者、設計者の垣根を越
えた、まさに学生時代に培ってきた
研究室一丸となってコンペをやって
いたような感覚に近いものがありま
した。
　組織設計事務所で働くことにおい
ても同様です。私の働いている事務
所は大手組織設計事務所というより
は、もう少し規模の小さい中堅どこ
ろの組織設計事務所だと思います。
ただその分良い意味で組織として確
立されすぎていないため、若手から
役員までの垣根がなく、また設計
部はもちろんのこと構造部、設備部
などともいわゆる「スープの冷めな
い距離」で対等に働いています。組
織設計事務所の場合、その守られた
環境に甘えて日々の業務を淡々とこ
なすことは簡単です。ですがそこで
満足せず、組織というフィールドを
上手く利用して自ら声を上げていけ
ば、必ずチャンスを自分の物にし、
様々な建築を実現させていくことが
できます。もちろんその分の苦労も
多いですが、事務所規模がコンパク
トで、その声が通りやすい環境にい

るのも功を奏しているのかもしれま
せん。
　入社して丸６年が経とうとしてい
ます。昨年の 10 月からは会社の辞
令により、約半年間の助勤という形
で九州事務所で働いています。ほぼ
東京で育ち、社会人になってからも
実家でぬくぬくと生活していた私に
とっては、まさか今自分がこの場所
でこんな生活をすることになろうと

は、想像もしていませんでした。強
制ではなかったため、もちろん断る
こともできましたが、東京でなかな
か実績の積めない案件を九州で学ん
で持ち帰ってきて欲しいという会社
の声と、きっとこのチャンスは今後
の私をより大きくしてくれるだろう
と思い、今新たな地に飛び込んでい
ます。

（東畑建築設計事務所）

辻村典子
TSUJIMURA Noriko
2006 年 武蔵工業大学工学部
建築学科卒業（手塚研究室）
／ 2008 年 武蔵工業大学大学
院工学研究科建築学専攻修士
課程修了（手塚研究室）／
2008 年 株式会社東畑建築事
務所設計部入社

● file-52　初心を忘れず、何事も自分次第

（H18 卒）
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● file-51	 様々な経験を積み、いま	

	 貢献できること

（H17 卒）

NISHIZAKI Momoko（旧姓：吉田）
2005 年 武蔵工業大学工学部建築学科卒業（手塚研究室）／ 2007
年 武蔵工業大学大学院工学研究科修了（手塚研究室）／ 2007 年 
株式会社 ASK PLANNING CENTER ／ 2009 年 サントリーパブリシ
ティサービス株式会社／ 2013 年 ハウスプラス確認検査株式会社

建築業界でたくさんの武蔵工大卒業
生が活躍していますが、中でも

私は少し特殊な道を歩んできました。
現在は、建築確認の技術審査員として
確 認 検 査 機 関 に 勤 め て お り、 建 築 業
界に戻るかたちとなりましたが、建築
とは違う世界で改めて理解できたこと。
それは、自分の限界を決めずに挑戦し
続けることの大切さでした。そしてそ
れは武蔵工大で過ごした 6 年間で学ん
だことであり、卒業後も多くの同級生
や先輩・後輩の活躍に刺激と励みを受
けたことで持続できたのだと思ってい
ます。
大学院卒業後、2 年ほど設計会社で商業
施設の設計に携わりましたが、その後
の転職先として選んだのはサントリー
ホールディングスグループの、建築と
はほとんど関わりのない、総合サービ
ス業を行う会社でした。文化施設の運
営に興味を持ったことをきっかけに選
んだ会社でしたが、そこでは 4 年ほど

様々な業務を経験しました。
サントリー美術館の運営、ビール工場
での広報、子ども向け環境教育を行う
CSR 活動など、目まぐるしい部署移動
の中、それまで経験したことのない業
務に体当たりする挑戦の日々。美術館
ではレセプションマネージャーとして
来館者対応の統括だけではなく、スタッ
フの育成を行い、時には 200 名近い来
館者を前に展示作品の解説をするなど、
四苦八苦の連続でした。経験したこと
のない様々な仕事を乗り越えられたの
は、「人と人とのつながりが、一人では
成し得ることのできない大きなものを
生み出す」ということを実感できたか
らだと感じます。
現在は、確認検査機関に在籍し、新た
なステージで法規を実践から学ぶ日々
を過ごしています。審査において、図
面や資料からは読み取れない設計者の
思いや考えをかたちにするために、法
規に忠実に則りながらも、打開案を導

き出せるようなコミュニケーションを
大切にしています。たった一つの誤っ
た判断が大きな事故や損害につながる
恐れもあるため、大変なこともたくさ
んありますが、より安全な建築を世の
中に生み出す一端を担う仕事にやりが
いを感じています。
また、最近は審査業務と並行して、社
内における在宅業務システムの導入企
画 も 担 当 し て い ま す。 知 識 や 技 術 を
持った女性が、結婚・出産・介護等の
理由で仕事を辞めず、また生活にも負
担を掛けることなく、働き続けられる
仕組みをつくるためには、企業による
積極的な取り組みが必要です。近い将
来、自身や同僚が在宅制度を利用でき
ることを目指し、女性がより一層活躍
できる会社づくりに貢献していきたい
と思っています。

（ハウスプラス確認検査株式会社）

牧ケ谷の家

駒越の家

マンションのエコリフォームの様子（自宅）

「自然を活かした住まい方講座」中央区総合環境講座

豊葉の杜学園

名古屋高裁金沢支部・金沢地家簡裁庁舎　外観

名古屋高裁金沢支部・金沢地家簡裁庁舎　内観
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女流ファイル－Part10
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

　スパルタ部活に明け暮れた女子校
生活 6 年間を駆け抜け入学。通学路
に男子が多く見上げながらドキドキ
していた頃が懐かしい 18 歳。入学
式の勧誘でアイスホッケー部に一目
惚れ。あまりに歓迎してくださるの
で嬉しくて初日に入部してしまった
体育会系アイスホッケー部（マネー
ジャー）。そんな私の大学の思い出
はというと…課題が大変だったけど
も、友達に恵まれ助けられなんとか
卒業した…そう、全く優秀でない大
学生…。

　そんな不真面目な大学生だったの
にも関わらず、このような執筆の機
会をいただいてしまい恐縮ながらも
とても嬉しいのです！建築学科 4
年、実は中退してしまった大学院を
合わせると 5 年間。私の「今」があ
るのは、武蔵工業大学での 5 年間
だったといっても過言じゃない。い
やむしろなんです。ちなみに夫は高
校 か ら「武 蔵 工 業 大 生」で す。

（H11 年 土木工学科卒 町田暁郎）

　3 年前、東京生活を一旦卒業して
家族で高知に U ターンしました。
現在は夫と高知県でデザイン事務所
兼一級建築士事務所を経営し、夜は
市内で自然派ワインバルも運営して
います。また、デザインの方も一歩
踏み込んで SoulSoils というライフ
スタイルブランドを立ち上げまし
た。地元で素晴らしい食材を作って
いる方々の農産物を自分がプレゼン
トしたいと思えるカタチへと、商品
開発をゼロからしています。現在は
オーガニックブレンドティー 6 種の
みですが、企画から販売、販路開拓
まで全て自分達でやってみて初めて
商品開発の苦労を体感したりと、デ
ザインをご相談していただいた際

に、表面的な問題だけでなく、根
本的な理由を見つけ出し活かす事
ができたりと 2D から 3D で物事を
考えられるようにやっとなってき
たように思います。

　現在、都心での店舗立ち上げに
携わらせていただいておりますが、
店舗設計、ブランディング、グラ
フィックデザインなどと共に、ワ
インのアドバイス、食材のご紹介
などトータルで携わらせていただ
いています。田舎と都心をつなぐ
お仕事をしたいと思い U ターンし
て 3 年目になりますが、好きな建
築、向いているデザインという２
つを軸に活動させていただき、よ
うやく自分達だからご提案できる
形が少しずつ見えてきたように思
います。

　昔からひとつの目標でもあった
『場』を作る事。みんなでワイワイ

するのが大好きな性分。酒を飲ん
だら一気に友達。という根っから
の酒好きの文化育ちのおかげで学
生時代から様々な方と交流させて
いただき、常にいろんな角度、立
場から考えられるようになり、ま
た、建築で空間を考える機会が何
度も何度もあった事で、自分なら
こういう空間をいつか作りたいと
いう思いをずっと持ち続けられま
した。

　そう、空間は人が動いてなんぼ。
活きた空間こそ目指す『場』。お店
に人が集まってワイワイしている
空気感を感じながら、東京、高知
に続き次なるステップ、3 拠点目と
なる海外への夢を実現させる為に
走ります！

（and. 一級建築士事務所）

BAR VALERIAN

● file-52　全てつながる
     　　　    衣食住まで広がった私の原点

町
田
美
紀 MACHIDA Miki（旧姓：久保内）

1998 年　武蔵工業大学工学部建築学
科 卒 業（谷 口･天 野 研 究 室）／ 2001
年　proto 設立／ 2007 年　and. 一級
建築士事務所設立

● file-57　卒業してから

十河麻美 （H16 卒）

SOGO Mami（旧姓：津田）
2004 年　武蔵工業大学工学部建築学科卒業（手塚
研究室）／ 2010 年　㈱キー・オペレーション／
2012 年　SOGO 建築設計設立／ 2014 年　第 31 回
住まいのリフォームコンクール（H26 年度）企画
賞受賞

　卒業してから８年後の 2012 年の
春に私は独立して事務所を設立しま
した。何でもしようという気持ちで
始め、海外ブランドの店舗やマン
ションのリノベーションといった仕
事をしてきました。現在はいくつか
の店舗と小さな福祉施設の設計を進
めています。多くの人々に助けても
らいながら、これまで何とかやって
これました。
　大学を卒業した時、私には何かを
やりたいという強い意志があったわ
けではなく、その後の数年間はいく
つかの仕事を経験しました。建築家
のアトリエでのアルバイトに始ま
り、大手ハウスメーカーでの CAD
オペ、東京都の公立学校の耐震診断
員、財務省のシステムデスク、3D
レンダラーまで様々な場所で様々な
人々と仕事をする機会に恵まれまし
た。お給料が良かったので、高級料
亭の仲居というのもやりました。ど
の仕事もそれぞれに面白みと苦労が
あり、充実した時間を過ごすことが
できました。2008 年、そうした中
で転機が訪れました。結婚した夫
が UCLA の大学院に留学すること
になり、私は思い切ってついてい
くことにしました。幸運にも私の
生活費も夫のフルブライト奨学金
が賄ってくれるということになり、
私たちのロサンゼルスでの生活が
始まりました。
　ロサンゼルスでの生活は私に建築

の面白さを改めて感じさせてくれる
ものでした。著名な建築家が設計し
た現代建築だけでなく、ブラッドベ
リービル等の名建築が活き活きと使
われている姿を肌で感じることがで
きました。またアメリカのいくつも
の場所を訪れる中で自然と都市の関
係についても考えされられました。
夫の大学で頻繁に行われる世界的な
建築家や批評家のレクチャーに潜り
込んだりもしました。当初まったく
英語ができなかった私は何とかなる
という楽天的な考えでの渡米でした
ので、いろいろと大変な思いもしま
したが、ロサンゼルスの素晴らしい
青空と海が常にリフレッシュする機
会を与えてくれました。私の中でも

う一度、建築をやりたいという気
持ちが湧いてきました。
　夫の卒業後、奨学金の規約で帰
国することとなり、私は建築設計
事務所で働く機会を得ました。そ
れからの２年間、店舗、住宅、集
合住宅、リノベーションという多
様な仕事の担当を任され、生活は
多忙を極めましたが、多くの事を
学ぶことができました。そして思
い切って独立し、今の生活がス
タートしました。私がこれまでに
様々な場所で経験した出来事や出
会った人々から学んだ多くのこと
を、建築の設計にきっと活かして
ゆけると感じています。

（SOGO 建築設計）

ZARA 原宿店

増野郁子
● file-56　結婚・子育て･･･そして建築を続けること

MASHINO Ikuko
1991 年　武蔵工業大学工学部建築学科卒業／殖産
住宅相互㈱／カナダワーキングホリデーにて 1 年
滞在／ I.N.A 新建築研究所を経て、2000 年入江三
宅設計事務所入社

　大学卒業時は、子育てしながら働
く今の自分を想像もしませんでし
た。学生時代はお世辞にも真面目な
学生とは言えませんでした。意匠を
めざすも途中で断念。研究室は構造
系を選択しました。安藤研究室での
1 年間は仲間と親交を深めるにはよ
い 1 年でしたが、構造に専念するわ
けでもなく結局就職は意匠系に。優
柔不断な性格がよくでています（笑）
卒業後は、ハウスメ－カ－3 年→カ
ナダワ－キングホリデ－1 年→組織
事務所 3 年→現事務所という経緯を
たどり、今の事務所に勤めて 14 年
目になります。
　思い出深いのは、現事務所に入社
間もないころに携わった商業施設。
メインは商業施設ですが、主に上層
階の集合住宅部分に携わりました。
権利者対応から現場監理まで、とに
かく無我夢中でした。当時はとても
つらくて大変でしたが、今ではその

経験が自分の根底となっています。
何か壁にぶつかったとき、「今でき
ることは何か」常にそう問いかける
ようになりました。
　最近では、20 階建ての事務所ビ
ルの設計・監理に携わりました。設
計時は数人のチ－ムでしたが、その
後は 2 人が残り建物ができあがるま
で見届けました。竣工したときは、
設計時を振り返り感慨深いものがあ
りました。都市計画や基準法の中で
いかに施主の要望を盛り込み、より
良い建築を送りだすか。現場に入る
とさまざまな困難もあり、判断に迷
うこともありますが、その時は常に

「この建物にとってよい方法は何か」
を念頭におくことにしています。優
柔不断な私でも、そう考えることで
おのずと解決策が見えてくる気がし
ます。
　今の事務所では人にも恵まれまし
た。必ず相談に乗ってくれる先輩が

SUZUKI Yumi（旧姓：井上）
1981 年　武蔵工業大学工学部建築学科卒業（安藤
研究室）／大成建設㈱設計本部構造計画部長

　私が入学した 1977 年は、女性が
大学にまだ少なかった時代です。入
学試験の時は建築学科の一般教室

（多分、7 号館）には女性のトイレが
なく、別の校舎に走っていき「この
学校でやっていけるかな」と、思い
ました。建築学科に 6 名の女子学生
が入学してから、7 号館の 1 階のト
イレの扉が全てピンクに塗られ、「よ
かった」と安堵したことを覚えてい
ます。その頃のキャンパスは、見渡
せば少し汚れた黒っぽい服を着た男
子学生ばかりで、学校のイメージは
コンクリートのグレー一色でした。
しかし、今は明るいファッションの
女子学生が沢山学んでおり雰囲気が
すっかり変わったように思います。
当時、デザイン研というサークルに
所属し、学祭に向け、建築作品を展
示するために、今の主人と泊まり込
みで頑張ったことが一番楽しかった
思い出です。
　入学当初は意匠設計を志していま
したが、どこを間違ったか、「今の
主人と違うものを勉強しておこう」
という軽い気持ちから、構造の研究
室を選び、そのままゼネコンに入社
して構造設計者となりました。そん
な軽い気持ちでゼネコンに入社した
わけですが、建築は１つ１つオー

ダーメードで、工夫の宝庫でした。
工夫を考えているときと、それが
実を結んだ時が一番楽しく、あっ
と言う間に３３年間が過ぎてしま
いました。
　最近は、古い耐震基準で建設され
た建物の耐震性能を調べ、補強を考
える仕事を専門にしています。ビル
のオーナーや居住者とって、悪い診
断結果と耐震工事は病気の告知と治
療と同じで、「元のまま安全である」
と言ってほしいと願われています。
また、構造の良し悪しは見た目では
わかりにくいものです。いくら「安
全」な構造であっても、信頼しても
らえなければ「安心」を提供するこ
とはできません。そのためクライア
ントとよく話、付加価値をつけた魅
せる構造で、古い建物を蘇らせるべ
く、いつも楽しく工夫を加えるよう
心がけています。耐震補強と言えば
小学校のブレース補強を想像します
が、写真のように既存の水平と垂直
のデザインを生かし補強をすること
もあります。　
　今回の女流ファイルに乗せていた
だくきっかけになった理由は、如学
会の山岡会長が私の「女性技術者と
して初めて構造計画部の部長に就
任」という新聞記事を見ていただい

　先日ある方の講演を子供と一緒に
聞きました。
　その方は幼少の頃から非常に数学
が得意で、小学校低学年ですでに中
高生の勉強していたそうです。その
ため将来は数学を生かした職業につ
きたいと考えていたそうですが、中
学に入るとそれをはるかに上回る同
級生に会い、上には上がいるという
ことに気付かされたそうです。

　その講演会には、自分たちが得意
な教科を一生懸命勉強し、人より進
んだ勉強をしていることで表彰され
た子供たちが集まっていました。そ
の子供たちに対して、「自分が得意
と思っていても、実はそういった人
たちは世界を見るといっぱいいるん
だよ。でも君たちが何が誇れるかと
言うと、人より進んだ勉強をしたこ
とではなく、日々努力し続けたこと
が自分の財産で誇りです。だから将
来自分が何の仕事をするかと考えた
時、何に対してであれば努力し続け
られるのか？ということを考えて下
さい。」と言っていました。

　私は現在大学の時の同期と設計事
務所を運営していますが、いろいろ
なクライアントにお会いし、各物件
ごとに計画を考え現場監理をするこ
とは楽しいところもありますが、大
変なことも多くあります。そんな中
でもクライアントの要望・予算を満
たし、かつクライアントが想像して
いるよりもより良い空間を提供する
にはどうしたらいいのか、日々考え
夜な夜な格闘する毎日です。
　自営業の大変さ・子育てとの両立
など悩みやつきませんが、現場にク
ライアントと同行し驚き・喜んで頂
いた顔を見ると、また頑張ろうと思
います。
　そういった仕事を見つけられたこ

とがとても幸せであると思います。

　ニートやブラック企業など就職に
ついてはいろいろとニュースになっ
ています。
　簡単には見つからないとは思いま
すが、紆余曲折ありながらも、子供
たちが打ちこめる仕事を見つけてく

倉水恵
● file-54　努力し続けることについて

KURAMIZU Megumi
1994 年武蔵工業大学工学部建築
学科卒業／ 1994-2001 年㈱ギル
ドデザイン勤務／ 2001-2004 年
アトリエ天工人勤務／ 2004 年
AtelierMEG 設立／ 2009 年㈱アー
キグラム設立

（H06 卒）

（H03 卒）

千葉農業会館の外部補強（既存建物と
調和するグリッドフレーム補強）

いました。落ち込んだときも愚痴を
聞いてくれる後輩がいました。そし
て、同業の夫が一番の理解者です（被
害者かも（笑））。気が付くと、二人
の子持ち。時代も後押ししてくれて、
育児と仕事のバランスをとりながら
設計の仕事を続けています。職場の
同僚や、上司、そして夫の理解や協
力が不可欠ですが、それも難しくな
い時代になりました。「今日、僕お
迎えだから。」そんな言葉が性別問
わず自然と聞けるようになりまし
た。お互いに助け合いながら仕事を
する。そんな理想的な働き方ができ
る時代だからこそ、後輩にはぜひ頑
張ってほしい。結婚しても、子供を
産んでも、働くこと、建築を続ける
ことをあきらめないで。応援してい
ます。

（入江三宅設計事務所）

（H10 卒）

たことによります。この記事は、建
設業界における女性進出がまだまだ
遅れていることを露呈しているよう
にも見えますが、今の女子学生や新
入社員の皆様とお話していると、強
いエネルギーを感じ、これからは何
も心配ないように思います。また、
少し先輩として、若い女性技術者の
お手本となれるよう研鑽してゆきた
いと思います。

（大成建設）

　卒業後、三上建築設計事務所に在
籍し、その後、伊東豊雄建築設計事
務所に入った。当時、伊東事務所は
台湾の２つの国際コンペ、高雄スタ
ジアムと台中オペラハウスに勝った
ばかりで、その設計に参加したく入
所を希望した。そのこともあって、
台中オペラハウスの実施設計、松山
台北文創ビルに携わることになっ
た。特に後者は、基本構想から施工
まで５年間をかけたオフィス・商業・
ホテル・文教施設からなる 10 万㎡
超の複合施設の計画だった。台湾の
ローカル建築事務所と共に国内物件
に近い形の設計監理を行ったため
に、１年の 1/3 以上を台北に滞在す
る生活になる。
　羽田―台北松山間は３時間超の
フライトで、食事も日本人にあう
こともあって、海外という気構え
もなくて済んだが、海外である面
白さや困難さを強く感じたのは現
場監理だった。
　まずは、毎日のように怒っていた
クライアントが印象深い。呼び出さ
れて緊張の面持ちで会うと、設計変
更に関して罰金と言われることもあ
れば、１時間近く世間話を聞かされ
ることもあった。多くの人はおしゃ
べり好きで、結論の出ない会議は、
毎回とても長かった。
　一方、ものづくりが大好きな人が
ちらりほらりと混じっていた。几帳
面で綿密な施工図を書く方、細かい
ディテールのサンプルを作ってくる
内装業者、一緒に感情的に話してく
れる通訳、良いねとおだてると自ら
創意工夫してくれる職人、等々。
　現場は決して綺麗ではない。石材

やボード等資材を室内でカットす
るために粉塵によって白く霞んで
いた。建設と解体が同時と揶揄さ
れるほど、精度の悪さもあっては
つり工事が続くのも一因だ。昼時
にもなれば、職人達は壁際や資材
の上を上半身裸で転がって寝て、
檳榔（ビンロウ）を噛んで真っ赤
になった歯を見せてわざと笑った。
　南国気質のゆるさがあるものの、
その場でつくりあげていく雰囲気
があった。様々な立場、異なった
価値観を持った人の集まりの中、
設計者である自分の存在はその一
片だった。
　設計の意図を伝えること、要望
を伝えることに対する、相手から
の提案、そして拒否。無数のやり
とりの中で、理解できない結論も
あったし、皆が納得できる結論も
あった。
　国内以上に、個人が持つ差異を
理解し、その国・現場でのやり方
を自分の中で消化していくことは、
非常に悩んだ部分だ。うまく行か
なかった点も多くある。それでも、
沢山の人によって成り立つ建築と
いう行為の本質を垣間見れた気が
した。大きなコンセプト、全体像
は実現できたのではないかと思っ
ている。現在の台湾にてこんな仕
事に携われたことはとても貴重な
経験になった。

（伊東豊雄建築設計事務所）

ITO Miya
1998 年　武蔵工業大学工学部建築
学科卒業（手塚研究室）／ 2000 年
武蔵工業大学大学院工学研究科修
了（手塚研究室）／ 2000 年　三上
建築事務所／ 2006 年  伊東豊雄建
築設計事務所

伊
東
美
也

（H10 卒）

鈴木裕美
● file-53　建築は楽しい

（S56 卒）

れればと思っています。
　働く背中を見せようと、夜な夜な
寝室に背を向けて仕事をしています
が、何か感じてくれているでしょう
か・・・？！

（アーキグラム）

● file-55

　海
外
で
の
建
築

注：今回の「如学会台湾ツアー」に先駆け、
　 伊東氏に面会。ツアーの 3日目に松山
   文創ビルを訪問しています。
   （関連記事 P11-P13）

松山台北文創ビル

テラス K
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女流ファイル− Part11
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

HASEGAWA  Tomoko
1993年　武蔵工業大学大学院修士課程修了（広瀬研究室）
1993-1997年　(株)彰国社
（フリー・派遣など）
2011年-　(株)国際文献社

松
島
咲
季
子

MATSUSIMA  Sakiko
2009 年　武蔵工業大学建築学科卒業（手塚研究室）
2009 年　丸善株式会社　入社
2012 年　株式会社イトーキ　入社　現在に至る

（H21 卒）

長谷川朋子
● file-59　無駄な経験はない

OHKI  Yoshiko
2008 年 武蔵工業大学工学部建築学
科卒業（住吉研究室）／ 2008 年 
川崎市役所入庁／ 建築指導課へ配
属後、2011 年から住宅建替推進課、
2014 年から建築管理課に配属

（H20 卒）

上野国分寺南大門復元模型

（H03 卒）

今の自分の夢を形成した時間の中で、最も影
響があったのは大学での４年間でした。当時
は、先輩・後輩間の風通しが良く、自然と教
え合う・学び合う環境がありました。同級生
と朝まで将来について語り合ったり、チーム
を作って先輩の設計を手伝ったり、学ぶこと・
設計をすることが楽しくて仕方ないという時
間を過ごしました。
就職をした先では高等教育を中心とした教育
施設の空間設計を担当しました。教育市場
では、主体的・能動的に自主学習をする場
の構築が全国に広がりをみせており、私もそ
のような場の空間設計を行いお客様に提案す
る日々が続きました。お客様の話を聞いた
り、様々な大学を訪問したりする中で、ある
課題に気づきました。学生の学びに対するモ
チベーションが非常に低いのです。何を学び
たいかという目的を持たずに大学に入学する
学生が増え、夢をつくることもできず社会に
出ていく。そのような状況だからこそ、主体
的に学ばせる空間・仕掛けをつくることが求
められていたのです。私は一業者の立場でし
たが、単なる空間の設計ではなく、学生のモ
チベーションに訴える学びの仕組みを作れな
いかと常々考えていました。そんな矢先、東
京都市大学から二子玉川につくるサテライト
キャンパスの設計の話を頂きました。求めら
れていたのは空間の設計でしたが、私はここ

で起こる “コト” のデザインをお客様に提案
しました。
最終的には、この場所を訪れる人たちが夢を
見つけて、夢を叶えるための準備ができる場
をつくることになりました。大学に入学す
る前のこどもたち、大学に在籍している学
生、企業人、地域の人、教員がチームを作っ
て、夢をつくっていくキャンパスです。そこ
で作られた夢を持って大学や社会に入ってい
く人を一人でも増やすこと、それは私の夢で
あり、大学がもたらすことができる最高の教
育だと思います。現在は「二子玉川　YUME 
CAMPUS( 仮称 )」というコンセプトでチーム
を作り、６月のオープンに向けてプロジェク
トを推進しています。
母校である東京都市大学が新しい学びの可能
性を日本に発信する日はもうすぐです。この
ような想いをもって仕事ができているのは、
あの大学の４年間で学ぶことの楽しさを実体
験できたことが全てでした。今、卒業して６年、
そんな体験をできる学生・こどもたちを一人
でも増やす！という志を掲げて、日々邁進し
ています。大きな志です。そう簡単には実現
できないことも承知の上ですが、大学で体験
した学びが志・夢をつくり、実現できるとい
うことを証明することが、自分の目指す “未来”
に近づくと信じています。

（イトーキ）

社会人って朝から晩まで型にはめられたかのよ
うに働いている！そんなイメージを持っていた
私は、社会人生活が送れるのかと少し不安を抱
きながら大学生活の最後を過ごしていました。
今となれば笑えますが、小心者の私は、当日そ
れなりに真剣に考えていたような気がします。
ちょっと懐かしい思い出です。
　私は今、東京都市大学の近くを流れる多摩川
の反対側にある川崎市で働いています。

「まちづくりとか大きなことをしたいな」とい
う夢を持って受けた採用面接でも、市役所でど
んな仕事がしたいか聞かれた時に、「まちづく
りがしたいです」と言ったことを今でも覚えて
いますが、いざ仕事を始めると、市役所の建築
職の仕事はほぼ全てがまちづくり！これは社会
人になって割とすぐに気付いて、あんな受け答
えでよく採用してもらえたなと、安堵しながら
もひっそりと恥ずかしい思いをしました。
　面接では上手く言えませんでしたが、今もう
一度言えば、それぞれの地域に必要とされ、ふ
さわしい街並みや景観を考える仕事がしたいと
言うことをイメージしていて、そして、それは
今でも大切にしたい気持ちです。
川崎市役所で働き始めて７年になりますが、建
築指導課、住宅建替推進課、そして現在は建築
管理課で仕事をしています。
建築指導課ではバリアフリーや省エネルギーに

関わる仕事していました。特に省エネルギーに
ついては、技術も進み、新たな取り組みが発展
していく分野として注目されているので、部署
を離れた今でも、その動きに興味を持っていま
す。
次の住宅建替推進課では、市営住宅の建替え、
躯体を残して中身をリニューアルする長寿命化
を計画する仕事に就いていました。ここで初め
て住民説明会を経験させてもらったのですが、
直接顔を合わせて説明したり質問に答えたりす
ることにやりがいを感じ、自分にこんな一面が
あったのかと発見することもできました。
　そして建築管理課では、建物を建てるときに
守らなくてはならない基準を時代に合わせて修
正したり、作ったりする仕事をしています。
　改めて様々な仕事に関わらせもらったなと思
いますが、建築に関わる分野の全てが「まちづ
くり」に繋がっていますので、少しでも多くの
ことを知り、出来たら直接経験していくことが、
まちづくりを仕事とする私の成長につながるの
かと思います。
　また、これからは地域の方々や様々な分野の
企業とも連携した仕事が増えるとされています
ので、日々の仕事に奮闘しつつも、大きな視点
を忘れずに、色んな人といい関係が築けるよう、
人としても成長していきたいと思います。

( 川崎市）

戸倉三和子

TOKURA Miwako
1992 年 武蔵工業大学大学院工学研究科修士課程修
了（宿谷研究室）／ 1992 ～ 1997 年 東芝ライテック
株式会社／ 2002 年 東京工業大学大学院総合理工学
研究科博士課程終了／ 2002 年 独立行政法人建築研
究所／ 2008 年 帝塚山大学現代生活学部居住空間デ
ザイン学科准教授

● file-60　あをによし平城の京は
                       咲く花のにほふがごとく今さかりなり

（H02 卒）

「青丹よし」とは「青＝山の緑」と「丹＝社の
赤」の塩梅がいいという意味（諸説あり）だと、
つい先日、春日大社の神職さんから聞きまし
た。今年は 20 年に一度の春日大社の式年造
替で、御廊の屋根の檜皮葺の工事の様子を見
せていただきました。昨年は葺き替え工事が
完了したばかりの正倉院の瓦屋根、一昨年は
修理中の薬師寺の東塔の水煙など、普段は遠
目にしか見られないものを間近で見ることが
できました。解体修理前の薬師寺の東塔の心
柱が基壇に乗っているのを見たときは、「本当
に乗っかってるだけなんだなあ」と感激しま
した。
ふらっと国宝を見に行けるところが奈良に住
む利点（市立学校の「世界遺産学習」も「なら」
では）です。あまりに普通にあるので、学生
はその恩恵を感じていないようですが、東京
の学生にとってはうらやましい環境だと思い

ます。
家政系の学科は建築学科と違い、いわゆる文
系の学生が多いせいか、「そこから教えるの？」
と思ったこともありますが、「そう来るか！」
と思わされることもあります。計画系の教員
が多いなか、環境・設備系を一人で担当して
おり、光だけでなく、熱、空気、風、なんでもやっ
ています。昨年から、設計製図実習の指導にも
参加することになり、自分が 1 年生の時を思
い出しました。図学を担当していたので作図
はしていましたが、設計製図は一級建築士の
試験以来で、トレース課題（白井晟一！）を
読み解いているうちに終わってしまいました。
修士課程を修了して就職した照明メーカーを 5
年弱で退社、他大学で 5 年かけて学位を取り、
つくばの研究所に 6 年、いつの間にか今の大
学が一番長くなっています。7 年もいると学科
の運営などの業務も多くなり、それぞれの学

庇や簾の有無による箱模型内の温度変化の違い

大
木
佳
子

私の就職は、バブルがはじけた 1992 年。アテ
にしていた先輩の事務所に諸般の事情で断ら
れ、広瀬先生に泣きついたところ「本屋さんな
ら」と言われて、当時の「建築文化」編集長を
紹介していただき、絵に描いたような先生のコ
ネで彰国社に入れていただきました。書籍部の
数年だけでしたが、「広瀬研究室を卒業しまし
た」と言うだけで、大学の先生や企業の偉い方
とお話ができたのも、まさに「広瀬鎌二の七光
り」楽に仕事をさせていただきました。
その後、今の仕事に就くまでは、ホントにいろ
いろな経験をしました。出産・育児のあい間
に、町工場の事務手伝いをして経理を覚え、そ
のうち義父の会社の破産、工場の競売・入札。
工場事務の傍ら派遣で他社の経理も。大手飲食
チェーンや銀座の高級クラブ、大手製薬会社、
花卉輸入商社など、それまで縁のなかった業界
を見ました。編集の経験から、内職として通信

教育の小論文添削もしました。今思うと自分が
不安定だったのか、大学の通信課程で心理学を
修め、認知行動療法系のカウンセリングも学び
ました。ヘルパーの資格も得、訪問ヘルパーや
病院の看護助手も経験しました（今も足立区の
知的障がい者自立支援のボランティアで言語・
コミュニケーションの指導を担当しています）。
そして苦労の末に離婚をしてからは、正社員と
して再就職、再婚と人生をやり直しています。
今の仕事は、学術団体のアウトソーシング会社
の編集部門で、論文の査読管理から学会誌の編
集などをしています。この職を得た理由は、理
系大学を出ていて、編集や工場経営の経験、さ
らに心理学も学んでいることでした。辛いこと
も含めてすべての経験が報われたと感じまし
た。私の担当学会は心理系、福祉系、経営系な
どありますが、先生方とお話するにも話題に困
ることはありません。まさに建築系という担当

●file-61
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ま
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に
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生の利益と学科の学生全体にとっての利益と
のバランスを取る難しさに悩まされています。
大学を出てから業種も職種もバラバラです
が、卒論・修論のテーマは博論につながり、
今もとぎれとぎれに細々と続けています。家
政系の学科にいても工学部建築学科卒の建築
環境「工」学へのこだわりは持ち続けたいと
思っています。
秋に正倉院展に並ぶのも、お盆明けに宿谷研
の後輩の大学に避暑…ではなく集中講義に行
くのも年中行事になりました。この記事が掲
載される頃には、「初」東大寺の修二会（全
国的には「お水取り」として有名）を体験し
て、奈良の寒さを「確認」していると思います。
蒸暑くて底冷えしますが、マイペースな母と
息子にはちょうどいい時間の流れがあり、も
う少し住んでもいいなと思っています。

（帝塚山大学）

学会がないのが残念なところですが、七光りが
なくても自分の力で仕事ができています。
一昨年の GW に、高崎の上野国分寺にはじめて
行きました。ここには、学生時代に広瀬研究室
総出で作成した南大門の復元模型（写真）と広
瀬先生の設計したガイダンス棟があります。模
型とは 20 年余りの時を経た再会。広瀬先生が
仁王像を彫っている横で、先輩と瓦をどう表現
するか試行錯誤し、木型を作ってシリコンを流
し 1 列づつ作る方法を編み出した時、本当に嬉
しかったのを思い出しました。
建築を修士まで学びながら、設計もせずその証
を残すことができなかったと思っていました
が、こんなところにひっそり残っていたのを確
認できたのは、何よりも勇気をもらえたように
思います。

（国際文献社）

●file-58
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● file-62　まだまだ未熟者ですが　

（H25 卒）

NAGAI  Sachi
2013 年 東京都市大学大学院修士課
程修了（新居研究室）
三上建築事務所 建築設計室　

大学院を卒業し、現在の事務所で働
いてきた 2 年間はあっという間で、ま
だまだわからないことが多く、建築の
現場に自分がなじんでいないように感
じています。そのことは自分をとても
不安にし、いつになったら一人前にな
ることができるのか、私は今後どうな
るのかをよく考えます。

私は学生の頃から『大勢の人々に喜ん
でもらえる素敵な空間を作りたい』と
いう思いがありました。多くの公共施
設を手がけている新居千秋先生の指導
を受け、研究室のみんなと意見を交わ
す中でその思いは強くなり、公共施設
を多く手がけている現在の事務所を就
職先として選びました。

そして初めての実施設計業務は約 3000
㎡の専門学校でした。大勢の人々が活
動を共にする場という、私がずっと設
計してみたいと思っていた機能、規模
のプロジェクトに参加させてもらい、
その後の監理業務まで経験させてもら
えることになりました。施主の方々と
の打合せでは学生の頃の設計の授業と
は違い、自分たちの作った模型や提案
に対して良いことも悪いこともリアル
な反応が返ってくることはとても新鮮
でした。
施主の方々と意見を出し合い、ともに

ひとつのものをつくっていく工程はと
ても面白く、これからの監理の中でそ
れが少しずつ形になっていく様子を見
ることは今からとても楽しみです。
学生時代にやりたいと思っていたこと
は現在の事務所で働いていれば経験で
きるだろうと思います。業務以外の日
常のささいなことでもかっこよさ、素
敵さ、世の中に対して良いことはなに
か等、事務所の人たちで意見を出し合
い考える今の環境にも満足しています。

しかし、将来のことを考えると不安に
なることもあります。結婚もしたいし、
子どもも欲しい。建築の仕事も続けた
いけど、他の世界も見てみたい。
このように将来について考えることは
たくさんありますが、考えすぎて今の
仕事に身が入らなくなることもありま
す。そんなときは考えることをやめ、
とにかく自分が納得するまでやってみ
ようと思うようにしています。まだ働
き始めて 2 年しか経っていないですし、
これから学べること、やりがいのある
業務と出会う機会もあります。それら
を全てやりきってみようと思います。
そこから先はなるようになるし、なん
とかなるのではないでしょうか。数年
後には大きく成長した私の活躍を披露
できることでしょう。

（三上建築事務所）

赤松美和子
● file-63　大学と卒業してからの 8 年間

（H17 卒）

AKAMATSU Miwako
2007年  武蔵工業大学大学院修士課
程修了（岩﨑研究室）
/森ビル株式会社

大学、大学院と 6 年間を大学で過
ごしました。眠い目をこすりなが
ら、毎週の課題提出に追われてい
たのが昨日のようです。大学時代
は優秀な人達に恵まれて、いつも
いつも考え込んでしまい課題の進
まない私をみて、アドバイスをし
てくれたり一緒にディスカッショ
ンをしてくれたりと毎度助けられ
ました。まわりの人達がいなかっ
たら頑張れなかったな、、と感謝ば
かりです。密度の濃い時間を一緒
に過ごせて本当に幸せな時間だっ
たとつくづく思います。
さて、社会に出てからですが、早
くも 8 年の月日が流れようとして
います。所属している会社は変わ
らないのですが、この期間に自身
でも驚くほど多様な仕事を経験し

ました。
最初に配属された設計部では、入
札物件、大規模物件の設計、住民
説明のアシスト、現場監理、個人
の方の建替えの企画設計などを行
いました。建物規模も超高層から、
数階建ての建物までさまざまでし
たし、街づくりの会社らしく未来
の都市研究なども進めていました。
次に配属になったマーケティング
部 / 商業施設事業部では、商業の
担当として購買動向、流行、家賃
相場の調査などから新規物件の企
画業務を経験しました。新規の商
業施設の MD 作成、潜在需要を見
極めながらの店舗の業態開発は、
非常にやりがいがありました。
お客様にどうやって楽しんでもら
うかということに加え、自分だっ

たらどんなお店やサービスが欲しい
のかを突き詰めて考え、協力いただ
きたい店舗の方にお話を持ちかけて
具現化していく行為は、苦しくもあ
りましたが楽しい仕事でした。商業
の企画は、街の運営の仕方や仕組み
と密接に関わるので、先進的な取り
組みをしている都市を実際に歩い
て、研究するなど街の運営について
も本当に良く考えました。
現在は、住宅の事業部に所属し、既
存物件のリニューアルや新規物件の
住宅商品の企画を進めています。
都市計画から街の運営まで幅広い業
務をしているからだと思いますが、
8 年は経ったものの、まだまだ知ら
ないことが多く必死に勉強をしてい
る毎日です。
私は学生時代、目の前のことに必死

で余裕がなく建物の意匠のことば
かり考えていましたが、漠然と街
との関係や運営が建物自体よりも
大事なのではないかと感じていま
した。現在、街づくりの会社に所
属して、建築とは違う分野のこと
を考えたり分野の違う方とお話を
することも多いのですが、より広
い視点で建物を見ることができる
ようになり、建物は一要素でそれ
を取り巻くプログラムづくりがと
ても大事なのだと思うようになり
ました。そのように考える視点が
広がったことは、私自身の大きな
成長だと思っています。

　今後も引き続き、より良い街の
あり方を考えていきたいです。

（森ビル）

専門学校完成予定イメージ
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女流ファイルー Part12
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

伊瀬知侑子
(H17 卒）

(H10 卒）

■file-64
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■ file-65　進路を決めるということ

SHIRAI　Naomi（旧姓：塩谷）
1998 年　武蔵工業大学工学部建築学科卒
業（ 宿 谷 研 究 室 ）、1998 年 4 月 ～ 2003
年 3 月まで栃木県立高校教諭、2003 年 4
月から東京都立墨田工業高等学校 定時制
教諭

ISECHI Yuko
2005 年　武蔵工業大学工学部建築学科卒業（勝又研究室）、
2005 年　東急ホームズに入社、注文住宅部門の設計とし
て配属され、現在に至る。

白
井
尚
美

大学を卒業して 17 年、栃木県の工業高校を経て現在

は都立高校定時制で教鞭を執っています。私を知る人

なら、玄能で鑿を叩くつもりがおもいきり指を叩いた

り、つま先に単管パイプを落としたり、わけもわから

ずボクシング部顧問になりセコンドに立っている 40

歳の私の姿は容易に想像できると思います。生徒から

先生と呼ばれるその意味は、先に生まれた人だけであ

ることは十分承知しています。

建築家になりたくて大学に進学したものの、奇抜なデ

ザインを競い合うような授業の一方で、地球規模で深

刻化する環境問題に対して建築は何ができるのかを考

える授業があり、建築の正義を見つけたくて先生にな

りました。環境問題の解決には建築を扱う人間の教育

が欠かせないとの思いに反して、生徒にはエクセル

ギー、エントロピーの話は子守歌にしかならず、大学

時代から変わらない大声だけが授業中の睡眠妨害に役

立っているようです。

現在、母親、技術者、研究者として活躍している優秀

な同級生ではなく、今も未熟な私がこの原稿を書くこ

とになったのは、勤務校の全日制が実施する講演会の

講師が同級生の栗田君だったという偶然からです。講

師名を見てこんなことがあるものかと驚きました。東

日本大震災の被災者の方々に寄り添う栗田祥弘建築都

市研究所の活躍は、大学時代から変わらない栗田君の

優しさが垣間見えるものでした。

こんなふうに活躍する卒業生の方と出会うたび、素晴

らしい皆様と同じ大学で学べたことに誇りを持ち、恥

じない生き方をしようと強く思います。夫は土木科卒

の同期ですが現在は設計事務所でマンションやホテル

の設計をしています。実務経験のない私にはありがた

い存在です。勤務校全日制の野球部監督は電気電子科

卒で準硬式野球部の後輩です。人ごみの駅前で、機械

科だったの部活の同期を見つけたこともありました。

今はスポーツライターとして活躍しているそうです。

栗田君から建築業界の底上げにつながる教育の舞台の

楽しさ、大変さなどを簡単に紹介してもらえたらと思

い僕が推薦させて頂きました、というありがたい言葉

をいただきましたが、工業高校の生徒の中には皆様の

想像を超える生徒がたくさんいます。大変です。先生

を悩ませ、困らせ、達者な言葉で反抗します。そんな

彼らが社会に育てられ立派になった姿を見ることが今

の私の働く原動力です。最後になりますが、もしかし

たら教え子が皆様にお世話になるかもしれません。そ

の時はよろしくお願いします。皆様のますますのご活

躍を心よりお祈り申し上げます。

（東京都立墨田工業高等学校）

私の就職した時期は、就職氷河期から少し上向い

た時でしたが、皆就職活動には苦労していたと思

います。私も同様に何十社も説明会へ行き、面接

を受けました。その頃は、面接という改まった場

や大勢の前というのが苦手で本番では全く本領を

発揮できず、内定をもらえるのか不安に思ってい

ました。

縁あって今の会社に入社できましたが、ここが第

一希望というわけでもなく、就職活動前は、建築

学科を卒業したら設計事務所に勤めるイメージが

あったので、会社への憧れ、社会への憧れはなかっ

たです。研究室は勝又先生の所でしたから、特に

住宅設計がというよりまちづくりがしたいなと漠

然と思っていたわけですが、中々就職が決まらな

い中で、とにかく設計職に就きたいと思って活動

していました。希望の設計部門に配属になった時

は嬉しかったですね。最初は、やはり CAD オペや

積算等、先輩方の補助的仕事でしたが、２～３年

目からお客様との打合せに出掛け、要望を聞きプ

ランを書き、着工させるという所謂住宅メーカー

の設計を今現在までしています。住宅メーカーの

仕事は、大学時代、雑誌や展示会にある様な建築

物とは異なり、商品化されたモデルを軸に設計し、

商品を「売る」という感覚が強いです。必ずしも

自分が良いと思っているものを作れるわけではな

いというのが、私にとっては社会に出るという事

なのかなと理解しています。それでも、私の前には、

夢や希望を持ったご家族がいて、それを形にする

と思うとわくわくしますし、責任も感じます。住

宅産業はクレーム産業と言われる通り、時には厳

しい言葉をもらう事もありますし、言葉だけでは

済まない事もあります。そうやって 10 年を過ごし、

私の心臓には何本もの毛が生え、苦手だった人前

も難なく熟せる様になりました。

何となく選んだ道でしたが、担当した邸は 100 棟

を超え、設計としても脂の乗った中堅層、休みも

少なく働いていますが、今ではこの仕事を誇りに

思っています。

（東急ホームズ）

KURITA Uraka（旧姓：佐藤）
1998 年　武蔵工業大学工学部建築学科卒
業（野城研究室）、1998 年～ 2014 年　三
井ホーム、2014 年～　栗田祥弘建築都市
研究所

木南沙織 (H12 卒）

■ file-66　「あきらめなければ、成るように成る（と思う）」

KINAMI Saori
2000 年　武蔵工業大学工学部建築学科卒業（勝又研
究室）、建築パース事務所退社後、セツ・モードセミ
ナー美術科へ入学。個展、水彩教室（ワークショップ）、
各種イベントを経て、現在水彩画作家 KINA として活
動中。2014 年　絵本「泣けないサボテン」（文・な
すかつら　絵・KINA）で Be 絵本大賞受賞。

卒業後、ハウスメーカーに就職し 2014 年 3 月

まで働いていました。住宅の見積とＣＡＤの入

力が主な仕事で、異動もほとんどなく、割との

んびりした雰囲気の支店にいたのでヌクヌクと

16 年を過ごしていました。

夫からの勧誘があったのと、ハウスメーカー

の 仕 事 の 将 来 性 に あ ま り い い も の を 感 じ な

かったので、2014 年に退職して手伝うことに

しました。

今まで会社がやってくれていたパソコンの設置

から自分でやらなければならず、前の会社のあ

りがたみをひしひしと感じでいます（結局やっ

てもらいましたが．．．）。住宅メーカーも設計事

務所も、同じ建築業界ではありますが、それぞ

れ独特の業界であるように感じています。特

に住宅メーカーで使っていた CAD が会社オリ

ジナル的なものだったので、市販の CAD ソフ

トを使うことができず、Auto CAD やイラスト

レーターやフォトショップを最近覚え始めてい

ます。また事務所の経理的なこともわかったこ

とがほうがいいと思い、簿記も勉強し始めまし

た。前の会社では、新しいことをやる時には簡

単な勉強会を開いてくれていたのに、個人事務

所では当然ながら何でも自力でやらなければな

らず、本やネットで調べながら様々なものと格

闘する日々を過ごしています。人生は日々勉強

です。今は雑用の一部しか手伝えていませんが、

図面修正やプレゼン修正など、もう少し戦力に

なれるように色々覚えたいと思っています。

住宅メーカーでは、たまに現場見学に行くこと

もありましたが、手元にある仕事をさばくのみ

で、結局自分の担当した住宅がいつ着工し引渡

したかよくわかりませんでした。しかし今は契

約や入金まで係わるので、仕事の実感や責任を

重く感じています。生きるも死ぬも自分達次第

なので、食べていけるように頑張っていきたい

と思います。

（栗田祥弘建築都市研究所）

私は水彩画の絵描きです。

建築時代の私だけを知っている人は「随分と柔

らかくなったねえ」と驚くように言います。そ

れが「人柄」なのか、描く「絵」のことなのか・・・

きっと両方なのだろうと思います・笑。

私は幼少期から絵を描くことが大好きな子ども

でした。

「なんか静かやなあと思って覗いたら、アンタは

ずーと紙で遊んでるんよ」と母に今でも言われ

るくらい、紙さえあれば、何時間も大人しく過

ごすことができる子どもでした。だから大抵母

は私の傍に紙、鉛筆、あと子ども用のハサミを

置いていました。絵を描くのと同時に、紙を切

ること「ものを作ること」が好きだったからです。

建築学科に進んだことを今振り返ると、それも

私にとっては自然のことだったように思います。

建築という仕事に直接携わらない今でも、あの

ころを思い出せば、楽しかったなと思いますし、

私の仕事場や作品の所々には、そのころ得た知

識や知恵が便利にちりばめられています。

建築学科を出たのに、建築と関係ない仕事をし

ている私ですので、初めはこの原稿を書くこと

もお断わりしようと思いました。でもよくよく

考えると、大学での学びが全てではないのです

が、何もなかったか？ということも決してない。

学んで気が付くこともたくさんありました。

私は建築設計が好きでしたが、その中でもプレ

ゼンテーションの作業が好きでした。自分で頭

の中で想像したものを、人に見えるように形（模

型）にする。絵（パース）にする。出来上がり

が具象化してくると、興奮する。その工程がた

まらなく好きだと気が付いたことは学生の頃の

大きな収穫です。それも最初から最後まで自分

でやりたいタイプ。建築ではちょっと無理です

が、絵本の世界ではそれが限りなく可能でした。

（もちろん誰かとコミュニケーションを取りなが

らやる作業は感動も達成感も２倍、３倍とあり

ます。だからたまにはいいんですよ。）

今私のやっている作業もすべてはプレゼンテー

ション、昔と何も変わりません。

頭の中で「いいなあ」「素敵だなあ」と思ってい

ることを目に見えるようにしているだけです。

自分のことを徒然と書いてきましたが・・、偉

そうに言う私も、すべては途中です。よく道を

迷い、うろうろしています。

生きている間、ずっとこんな感じなのだろうな

あと思います。物事、適当になってしまうこと

もありますし、迷うこと悩むこともたくさんあ

りますが、ただ物を創ること、絵を描くことが

好きなことだけはずっと変わりません。

とりあえずその時その時、真剣にやる何かがあっ

て、好きで続けることができるものが傍にある

だけで、私は幸せだと思います。

いつか私が元気におばあちゃんになった時、世

界中の子どもたちと一緒に絵を描くこと、それ

が今の私の些細な夢です。

ただ今制作中の物語「さんさいちゃん」
（文：なすかつら　絵：KINA）の絵と粘土人形

栗
田
麗
香
(H10 卒）
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女流ファイル− Part13
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

NAKADA  Rie　（旧姓  足立）
2006 年 武蔵工業大学建築学科卒業（手塚研究室）、  
2008 年 首都大学東京 大学院建築学専攻卒業、
2008 年 -13 年 日建設計、2013 年 - 中田製作所共
同主宰、2013 年 SD レビュー入選

私は、ちょうど 10 年前に手塚研究室を卒業。
卒業後、首都大学東京の大学院に進学。その後、
日建設計に入社し、意匠設計者として研修施設、
オフィスビル、空港施設等の設計に携わった。
プロジェクトを進める上で、一番大切なのは、
想いを共有することだと思う。何万㎡の建物で
企画〜竣工まで十数年かかる時でも、1㎡の小
さなプロジェクトでも。想いの熱量が大きいと、
プロジェクトに関わる人だけでなく、周辺の人
たちをも巻き込んでいける。
現在、主人（学部同期）や仲間たちと共に企画
〜設計〜施工〜運営まで行えるチームで活動を
している。プロジェクトに、より大きな想いの
熱量を加えるために様々な試みをしてきた。そ
の一つが　『現場をひらく』ということ。現状
の工事現場は、施主にとって近づきにくい場所
になっている。施主は誰が自分の建物をつくっ
ているか、わからない。そこで施主に工事へ参
加してもらうことで、どのように建物が出来る
のか、どのような人がつくっているのかを知っ
てもらうようにしている。一緒に解体して、壁
や床下地をつくり、フローリングをはり、壁に

塗装をする。自分達の手がはいることで、より
愛着がわく。何に対して、お金を払っているか
理解できる。棚をつけるなどのちょっとした工
事ならば、自力でできるようになる。要望を伝
えた後は、任せきりだった建物づくりに施主が
どんどん主体性を取り戻して、関わっていける
ようになる。住宅だけでなく、店舗やオフィス
でも実践してきた。

『現場をひらく』方法は他にもある。SNS を用
いて、工事風景の写真をアップすることやネッ
ト上で 24 時間ライブ配信をし、クラウドファ
ンディングで工事費を集める試みもした。また、
施工ワークショップを開催し、施主だけでなく、
より多くの人達に建物ができる過程を体験して
もらっている。特に新規立ち上げの店舗では、
建物の工事中からつくり手や施主の顔がみえる
ことで、店のファンを増やすことにつながって
いる。
今後は少しずつ、仲間を増やし、自分達のよう
な小さなチームが全国各地で活動していくこと
で、愛着の持てる建物のつくり方を続けていけ
ればと思う。　　　　　　　　　　( 中田製作所）

（H17 卒）

中
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店舗の施工ワークショップ風景 完成写真

私は、新卒採用でトランスコスモス㈱に入社し、
今年で 11 年目になります。建築に直接関与し
ている会社ではないため、建築業界ではあまり
耳慣れない会社ですが、実は、多くの建築・建
設関係の企業の中でお仕事をさせていただい
ています。一言で言い表すのが難しいのです
が、簡単に言えば、お客様企業の社員様が、コ
ア業務に専念できるようにサポートすることが
私の仕事です。裏方のような仕事をしているた
め、直接お仕事を一緒にさせていただいた方以
外には、残念ながら会社の認知度が低いようで
す。業務内容は、配属先によって全く異なりま
す。同じ建築業界といえども、所変われば仕事
のやり方も求められることも異なります。その
為、異動のたびに０からのスタートで、お客様

企業のこと、新しい業務のことを学ばなければ
なりません。私も、入社してから今までに数社
で業務を経験してきました。異動のたびに新し
いことを覚えたり、新たな環境に慣れることは
労力のいることですし、これまでのスキルを生
かせない寂しさがあります。しかし、新しいこ
とに挑戦する面白さと、新たな環境への期待や
新鮮な気持ちを何度も経験してきました。いわ
ば、新入社員を何度も味わっているようなもの
でしょうか。また、1 社に留まらずいくつもの
会社の中で働けることは、様々な考えや知識に
ふれることができ、多くの方との出会える楽し
さがありますし、少なからず自分の成長の糧に
なっていると感じています。
私の仕事は、「建物を設計する」、「空間をデザ

FUTAKUCHI Asuka
2003 年  武蔵工業大学建築学科卒業（天野
研究室）、2005 年  武蔵工業大学大学院修了

（天野研究室）、2005 年　トランスコスモス
㈱  入社  ビジネスプロセスアウトソーシン
グサービス統括  ビルディングインフラサー
ビス統括部所属

（H15 卒）

二口明日香
● file-69　入社してからを振り返り、今思うこと

インする」というような前線で活躍できる仕事
ではありません。しかし、前線の活躍には欠か
せない一部を担っており、その中では、ちょっ
とした気付きや心配りなどの細やかな配慮が求
められているように感じます。また、アウェイ
な環境であっても、その中にとけこめる柔軟な
考えと姿勢が求められます。もちろん、建築知
識は必要不可欠です。表舞台には立てなくても、
様々な知識（考え）と人に出会うことができ、
また、人としての柔らかさと視野の広さを磨く
ことのできる、今の仕事の面白さに気づき始め
た 11 年目です。

（トランスコスモス）

SAKAI  Yukie
2010年 武蔵工業大学建築学科卒業（住
吉研究室）2010年４月～８月　設備設計
会社勤務、2010年１０月～2012年３月 東
急不動産短期雇用
2013年４月～現在 台東区 都市づくり部
建築課建築・構造担当（建築指導）

卒業後、設備設計事務所を経て、現在は台東
区の建築課で確認申請、検査、許可、認定等
の建築指導をしています。
区役所の建築職の仕事は大きく分けてまちづ
くり、公共施設の建築、建築指導、区の条例
指導等があり、基本的には 3 年で別の係に異
動します。様々な仕事を経験し、異動してま
た一から勉強という大変さがありますが、色々
な面から建築に携わってこそ自分の仕事がわ
かり、本当のプロになることができると思いま
す。また、係が異なると仕事内容が大きく変
わるので、長く仕事を続ける上で、常に新しい
経験ができるところも魅力です。
入区して 3 年目になりますが、建築基準法は
奥が深く、日々勉強の毎日です。
初めは大学の授業で建築基準法を少し学んだ
ことがある程度で法律の知識は全くありませ
んでした。そんな中、長年建築設計をしてき
た設計者の方に建築指導をすることはかなり
のプレッシャーでした。まずは知識をとにかく
つけること。そしてそれを伝える会話力、効
率よく仕事を行うことを意識することにより、
同じ舞台で話ができるようになったと最近は
思います。
私はこれまで個人住宅やホテル、商業施設等
様々な確認申請の審査をしてきました。台東
区は上野、浅草、谷中等区としては小さいな
がらも様々な特色のあるまちです。特に上野

動物園の園内建物や、お寺、駅の審査に係る
ことができることは台東区で審査をする魅力
だと思います。
確認申請、中間検査、完了検査と図面の段階
から完成するまでの工程に携わることができ、
図面通り法律に合った形で建物が完成した時
は達成感と喜びを感じることができます。
しかし大変なことも多いです。法律に明確に
記載されていないことや、新しい技術、用途
に対してどのように考えて指導していくか。役
所に来る設計者はわからないことを問い合わ
せに来るので、区としてなかなか決定できな
い事項が多いです。日々勉強し情報収集を行
い、悩みが絶えないです。もともと私は建築
やまちづくりに興味があり公務員を志望しまし
た。そんな中最初に配属されたのが建築指導
係で良かったと今は思います。施設の設計や、
まちづくりに区として関わる際に、建築基準
法を知っていることは大きな強みです。３年
目の私は異動の経験をしたことがありません。
最終的にまちづくりに携わる課に配属された
いという思いもありますが、どの仕事も責任
のある仕事です。辛くても苦しくても今は全て
が経験だと思い、与えられた仕事に前向きに
取り組んでいきたいと思います。全てが台東
区のまちをよくするための仕事です。私はこの
仕事に誇りを持っています。

（台東区）

小田桐直子

ODAGIRI　Naoko（旧姓　細谷）
1996 年　武蔵工業大学建築学科卒業（宿谷研究室）
1996 年～ 2003 年　システック環境研究所
2005 年～ 2010 年　オーガニックテーブル	
2010 年～　	 佐藤エネルギーリサーチ　研究員

● file-71　卒業して 20 年、自分に「できること」がやっとわかってきました

（H08 卒）

先日、知人との雑談で「どうして建築を選ん
だのか」という話になりました。その時、推
薦入試の面接の質問に対して「学校をつくり
たい」と答えたところ、面接を担当された某
教授に「夢が小さい、そんなのでは駄目だ、
云々・・・」と嫌味を言われてしまった嫌な
記憶がよみがえりました。今思えば、高校生
の自分に想像できる建築といえば、住宅と学
校くらいで、稚拙な返答だったのでしょう。
大学を卒業し、環境コンサルティング会社、
工務店、設計事務所 ( コンサルティング業務 )
を経て、現在は振り出しに戻り環境コンサル
ティング会社で働いています。
環境コンサルティングは、『省エネルギー』や

『温熱環境などの快適性』などについて実測や
シミュレーションなどを行い、調査報告書を
まとめる業務です。卒業直後に努めた環境コ
ンサルティング会社では、数字に追われて苦
しい日々でした。当時は「『省エネ』は大事だ

けど、つまらないもの」と思っていました。
今は、「『省エネ』は後からついてくるもので、
断熱や日射遮蔽をちゃんと設えると快適で豊
かな空間ができ、太陽や雨、風などの自然を
利用しながら生活すると楽しい」という当た
り前のことをちゃんと伝えたいと思うように
なりました。
不思議なことに、ここ 10 年くらいは、面接
で口にした「学校」に携わる仕事、いわゆる『エ
コスクール』に関わっています。面接時にイ
メージした関わり方とは大きく異なるのです
が、環境面において「快適で省エネルギーに」
と考えて設計された校舎をちゃんと使いこな
してもらえるように、教育委員会や教職員に
説明したり、その効果を数値で示したりして
います。教職員や児童・生徒に「ライトシェ
ルフが設置され、日中は明るいので、電灯照
明は点灯しなくても大丈夫」と伝えても行動
には移してもらえません。無理矢理省エネ行

学校を適切に運用するためのマニュアル

動を促すのではなく、照度計で明るさを計っ
たり、時には実験的に電灯照明を消して生活
してもらったりして、体感してもらい、その
後、明るいのか、暗いのか、どう感じたかを
意見交換し、どのくらい省エネになったか ( 無
駄がこんなにあったか ) を伝え、納得しても
らうことに重きを置いています。
コンサルティング業務は、建物という箱だけ
を見て数値を追いかけるのではなく、住まい
手の行動をちゃんと見て、想像して、提案・
行動することが大事。数値は裏付けデータで
あり、コミュニケーションツールである、と
いうことがやっとわかってきました。
このような業務は、大学時代にお世話になっ
た宿谷先生や宿谷研究室の先輩・後輩と一緒
に行うこともあり、たくさんのヒントをいた
だいています。今でも「思考停止になったら
ダメだよ」と励ましていただき、うれしく思
います。　　         （佐藤エネルギーリサーチ）

（H22 卒）

酒
井
友
紀
恵

●file-

70
　
私
の
や
り
が
い

1312

la
di

es
 F

ile

la
di

es
 F

ile



女流ファイルー Part14
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

(H01 卒）

KUNIMASA  Tamao
1989 年　武蔵工業大学建築学科卒業
　　　　  （広瀬研究室）
1989-1990 年　環境デザイン研究所   在籍
1990-1994 年　丹青社   在籍
1995-2005 年　パルグリーン   在籍
　　　　　　　（途中レーベンズアーキテクト
　　　　　　　  在籍中住宅設計）
2005 年　悠庵一級建築士事務所　設立
2015 年　アトリエ悠庵　設立

   「家と家を繋ぐ仕事がしたい」と個人住宅のエク

ステリアの会社に就職したのは 30 歳を目前にした

ころでした。それまでは博物館のまわりの公園の

基本設計の仕事をしていたので、外構の仕事で似

たようなものだろうと思って入ったのですが、ス

ピード感もデザインの考え方もまったく違う世界

でした。

瞬発力が試される世界でしたが、数をやるうちに

コツがつかめるとともに、奥深さも。

　ハウスメーカーで家を建てられる方が今でも大

多数だと思いますが、不思議なまでに外構のこと

はおいてきぼり。予算配分もデザインもとにかく

つっこみどころ満載でした。

　仕事は「自分がやりたいこと」と「世間がやっ

てほしいこと」の需要と供給のバランスが良いの

が一番良いのですが、とにかくこの世界はまだま

だ未開拓だと思いました。いまから二十余年前の

ことです。他社とひと味違った提案をして価格競

争の土俵にのらない。というのが勤めていた会社

の社長の口癖でしたので、まあ鍛えられました。

そして 10 年たって独立してからは「素材」と「ゾー

ニング」の両方から「奇抜という意味ではなく、

他でやっていないこと」に目をつけて提案をして

きました。

この誌面に書くのはおこがましいとは思いますが ･･･。

・エクステリア（門構えやアプローチの部分）は住

宅の見た目を大きく左右します。

・ガーデン（芝生やデッキなどがある庭の部分）は

生活の質を大きくかえます。

　今年の始めこの二点をより具体的に説明した「品

格のあるエクステリアのための 100 リスト」なる

小冊子を作りました。（以下一部抜粋）

「35.  玄関ポーチはウエルカムテラスと考えよ。最

低でも椅子一つ置ける広さとすべし。門から始まっ

た「もてなし」の集大成の場と意識せよ。

59.  庭のやすらぎに大切なものは「ゆらぎ」。ゆら

ぎの三大要素は水、風、炎。形のない 3 要素をど

う演出するかがデザイナーの腕のみせどころ。

80.  屋外用の照明はデザインに魅力的なものが少な

い。植栽の影に隠す。壁の裏側から照らす。など

光源の見えない工夫をし「夜の顔」の演出をせよ。」

などやや偉そうですが。（笑）初対面の方に名刺代

わりにお渡ししているのですが、かなりの分量なの

に結構みなさん読んで感想を言ってくださいます。

四半世紀以上前、受験生のときに五月晴れの空を

バックに見た「赤坂プリンスホテル新館」に爽や

かな感動を覚えたのが建築学科を受験したきっか

けでしたが、それから紆余曲折あって、ずいぶん

ちがう分野の仕事をしていますが、本当に楽しい

ですね。まっさらな配置図の中に太めのホルダー

でエクステリアのゾーニングをしていくとき心が

震えるほどワクワクします。こんな時代にこんな

思いで向き合える仕事をみつけられた私は幸せな

のだと思います。この幸せを出逢うお客様に連鎖

させないといけません。一人でも多く連鎖できま

すように。

幸せの連鎖が成功した写真を 2 点載せさせていた

だきます。                   　　　　（アトリエ悠庵）
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私は今、小さな設計事務所で働いています。設計

が本業になりますが、業務の線引きをせず、それ

以外の事にも積極的に関わり、空間や場づくりを

おこなっています。

例えば、店舗物件では内装設計のみならず、プラ

イスカードやメニュー表のデザイン、商品陳列や

ディスプレイ、スタッフのユニフォームなど運営

に関わるモノのデザインもおこなっています。

住宅やお店などを新築・改装をしたいと思われる

理由は様々です。その想い、要望を整理し、今ま

でとこれからの暮らし方、お店のあり方など時間

をかけてクライアントと話し合い、一緒に考えて

いきながら提案をしていきます。［つくる］［考え

る］ということに携わってもらい、出来る限りク

ライアントに主体性を持たせてながら物事を決め

ていきます。多くの議論を重ね、自分たちで考え

てきた事が形になったという意識が、空間への愛

着、大切に想う気持ちへと繋がっているように思

います。以前設計した店舗では、運営や売場に関

わる方々の知識や経験を基に、一緒に一から商品

の陳列の仕方を検討し、購買方法、オペレーショ

ンの仕方を新しく開発しました。それによって新

しい什器 ( 家具 ) のあり方も生まれ、他のお店でも

同じ什器や方法が取り入れられています。オープ

ンして６年程経ちますが、今でも変わらず大事に

お店を扱ってくれています。デザインやつくり方

の共有が出来ているので、新たな商品に対する陳

列の仕方や、追加で必要となった什器の選定など

はスタッフの方々で考えて、お店の雰囲気を整え

ながら判断し、時にはデザインルールを応用して

お店づくりをし続けてくれています。

新築でも改装でも同様ですが、完成後に物件の引

き渡しが終わると手を離れていきます。でもそれ

は私達のひと区切りというだけで、そこからが空

間にとっての始まりです。どのように暮らし、利

用し、管理し、手入れをされていくかで寿命が大

■ file-74　携わり方について考えたこと

(H18 卒）
Ota Atsuko
2006 年 武蔵工業大学建築学科卒業（手塚研究室）
2008 年 武蔵工業大学大学院修了（小林研究室）
　　　   ハウスメーカー勤務後、
2010 年 日吉坂事務所　勤務

太田温子

きく異なっていきます。いい建物・空間であるた

めには、空間や場を大事に想う気持ちをもたれ続

ける事が必要だと思います。社会や住み手・運営

者が変わったとしても、それまで使っていた人達

がどれだけ大切にしてきたかという気持ちが空間

に現れ、受け継ぐ人達にもその想いが伝わります。

素材の使い方や無理のない納まりといった技術的・

物理的な部分を考えることも空間を長生きさせる

ためにはとても重要ですが、完成後の空間の生き

方を考え、余白や自由度の高い設計、そして想いを

共有するという事もとても大切だと改めて感じて

います。

建築の「つくり方」「携わり方」「やり方」は沢山

あります。誰かのために、社会のために、少しで

も長くそこに存在し大切にされ続けるモノをつく

るため、私なりの想いを形にして建築に携わって

いきたいと思います。　　　　　　（日吉坂事務所）

國
正
珠
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FUKASAWA  Yumi
2008 年　武蔵工業大学建築学科卒業（手塚研究室）
2010 年　武蔵工業大学大学院修了（手塚研究室）
2010 年　NTT ファシリティーズ本社入社　
　　　　  都市建築デザイン部建築担当
2014 年　NTT ファシリティーズ東北支店　
                    建築・FM 事業部建築担当
2016 年　NTT ファシリティーズ中央　
                    グリーン IT ビルビジネス本部建築担当

手塚研究室卒業後、ＮＴＴファシリティーズに入

社しました。入社 5 年目までは本社勤務で、大学キャ

ンパス構想から大学施設の新築に携わっていまし

た。教室・研究室・食堂・体育館・ホールの複合

したかなり巨大な大学施設で、基本計画から実施

設計を行い大きなプロジェクトをどう成功に導い

ていくか、お客様目線の提案を行うことでよりよ

い計画にブラッシュアップされ、設計者とお客様

との信頼関係の構築につながることを学びました。

入社６年目から東北支店へ異動となり、震災復興

地域への提案や、災害公営住宅の監理を担当しま

した。メインで担当していたのは岩手県の陸前高

田市という地域です。ここは震災津波で、まちが、

本当に跡形もなくなってしまった地域です。海岸

エリアは１０～２０ｍの造成を行い 2 年で景色

がすっかり変わっていきました。造成（土を盛っ

ただけで）インフラや上屋はまだまだこれから

です。担当した公営住宅は山を切り崩した（その

土は造成に利用）高台の敷地で、300 世帯の大規

模な住宅です。公園を隣接して計画し、緑があり、

コミュニティが生まれるようなひとつの街区を計

画しました。7 月末から入居が開始し、人の流れが

でき、地域の活性化につながればいいなと思って

います。

震災地域へ実際に訪れ、復興で変わっていく姿を

体感できたのは、自分にとって大きな経験となり

ました。

この 7 月から本社へ戻り、今は建築の企画側の仕

事をしています。

Ｉ o Ｔや弊社のＩＴ技術を強みにした建築施策の

提案に注力しています。

これからも、設計の観点から新しい技術と融合し

た建築提案をしていきます。

（NTT ファシリティーズ）

(H20 卒）
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エレガントな住宅に調和させた外構 屋外用の合皮をつかったソファー

■ file-73　都市創りに携わって

KANDA  Haruna
2007 年　武蔵工業大学建築学科卒業（天野研究室）
2007 年　森ビル　勤務

私は、2007 年に森ビル（株）に新卒入社し、用地

取得や不動産の売買を担う部署を経て、現在、再

開発事業を推進する開発の部署にいます。現在担

当するプロジェクトは、銀座の中央通りに位置す

る銀座六丁目 10 地区第一種市街地再開発事業で

す。この再開発事業では、２街区一体での敷地に、

商業、事務所、文化・交流施設等の複合用途の建

物を計画しています。再開発事業におけるディベ

ロッパーの役割は様々ですが、銀座プロジェクト

における森ビルは、再開発組合の事務局や再開発

コーディネーター等として、事業を組み立て推進

するとともに、事業費を負担して再開発建物の床

を取得する投資家の一員としての役割を担ってい

ます。私は約 6 年半、この銀座プロジェクトの担

当として、事業の推進を担ってきました。具体的

に担当してきた業務としては、事業スキーム・事

業計画の立案、権利者の意向調整、行政許認可手

続き、事業採算の検討等です。ディベロッパーは、

建物所有者かつ将来の建物の運営・管理者としての

立場を持つため、事業計画や施設計画の決定にあ

たっては、建築的な観点だけでなく、事業性や建

物の運営・管理等の様々な視点で検討、意思決定

を行います。また再開発事業では、地権者の生活

再建を図りながら、土地の高度利用による都市再

生・社会貢献という重要な役割を担います。これ

らの要件や諸条件等を鑑みながら、事業計画を立

てる必要があります。学生の頃は、都市開発の仕

事は面白そう、街づくりに係る仕事がしたいと漠

然と思っていましたが、実際に再開発事業に携わ

る中で、その難しさや責任の重さを実感しました。

ある権利者の方からは「先祖から譲り受けた土地

を大切に守っていく使命がある」と言われました。

その権利者の土地は、再開発事業により新しい再

開発建物に置き換わることになります。それぞれ

の権利者に、その街や土地・建物への想い入れが

あり、それをより魅力的なものに変えてくれると

いう期待感で、再開発事業に参加します。権利者

以外にも地元の方々や設計者、施工者、コンサル

タントなど、再開発事業には多くの人が携わって

おり、ディベロッパーはその想いや期待を背負い

事業を推進していきます。その再開発事業の推進

を担う責任は重いですが、それだけやりがいのあ

る仕事だと思っています。現在、銀座プロジェク

トは、2017 年の竣工、開業に向けて工事を進めて

いますが、私も引き続き事業の推進に邁進したい

と思います。　　　　　　　　　　　　　( 森ビル）

(H19 卒）

神田春奈
公営住宅パース
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女流ファイルー Part16
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

MOTOKI　Sizuka
1992 年　武蔵工業大学建築学科卒業（広瀬研究室）
1992 年　大成建設 入社 設計本部設計第七部配属　
　　　　  設計本部 環境計画部
1999 年　都市開発本部プロジェクト開発部 ･ 開発
　　　　   事業部を経て
2012年  ー    ソリューション営業本部 プロポーザル・
                     ソリューション部

　私は藤沢市役所の建築指導課に所属しています。
入庁してから今年で５年目になり、課の中ではそ
れなりに古株になってきたようです。
ところで皆様、藤沢市をご存じでしょうか？江の
島や湘南というと「ああ！」と合点なさる方も少
なくないかもしれません。そんな藤沢市ですが、
偶然にもこの文章を書いている最中、ＴＶ番組「ア
ド街ック天国」で私が育った街「鵠沼海岸」が紹
介されていたり、主婦の住みたい市 No.1 に選ばれ
る等、その注目度は高まっているように感じます。
さらに、江の島は東京オリンピックのセーリング
競技会場にも選ばれています。　私はそんな海に
面した街で育ち、仕事をしています。
　さて、建築指導課は建築業界で働いている方な
ら一度は何かしらの調査や申請で訪れたことがあ
るかと思います。どのような仕事をしているかは
皆様ご存じかと思いつつ、今まで担当してきた業
務について私なりにご紹介したいと思います。
建築指導課は建築基準法に基づいた業務が主業務
です。
１年目は、許認可、違反、道路、定期報告等を行
う担当でした。担当領域が幅広く、飛び交ってい
る言葉が何だかわからないまま、周りの先輩のご
指導を受けつつ窓口対応・電話対応を通じて、多
岐にわたる業務を覚えることができました。
２～４年目は建築基準法上の道路に関する内容を
担当していました。道路の調査、指定・廃止、43
条ただし書許可等が中心でした。さらに通常業務
とは別に、「市全体の道路調査を行う」という大き
なプロジェクトに担当として関われました。
これまで窓口で紙の地図でしか確認できなかった
道路種別を、窓口端末や市 HP で確認できるように
して利便性を向上させることを目的に、まず市全
体の道路調査を行ったのです。
私は１年目の終わり頃に道路調査の準備の手伝い

も少ししていた程度だったのですが、いつのまに
か中心になって、委託会社や担当に指示をするよ
うになっていました。データの管理はすべて私が
行っており、あまりのデータ量に嫌気がさす時も
ありましたが、調査がすべて終わった時は達成感
がありました。また、最終的な目的である前述の
利便性向上は今年度からスタートでき、相談者の
メリット向上はもとより、窓口業務の効率化も大
幅に向上することができました。　ただし、今年
度から担当が変わったことにより、頑張った成果
を実感として味わうことはできず、ちょっと残念
に思っています。
　今年度から担当替えがあり、確認申請の審査等
を主に担当しています。確認申請の審査といって
も、近年は 9 割以上の申請が民間の確認審査機関
に出されているので、確認申請に関する相談の方
が多い状況です。そんな中、質問される内容の大
半は建築基準法だけでは読み取れないものです。
行政によって判断が違いますし、法の主旨をわかっ
た上で判断をしていかないといけません。とにか
く色々な文献を見て、経験ある先輩や主事に相談
して、やっと答えが出るような感じです。まだま
だ勉強中ですが、法文を読んだり、参考文献を読
むのは苦ではないので、もっと法律を読み解ける
ようになりたいと思っています。
　このように皆さんが来る窓口の内側ではこんな
業務をしています。その他にも公務員ならではの
仕事として、災害対応や選挙時の投票所要員があ
ります。大雨の夜に避難所を開設したり、選挙の
日は大抵蒸し暑いか凍えそうに寒い気候で一日中
投票者を待ったりなども仕事の一つです。藤沢市
に限らず、皆さんが住んでいる街でも同じように
法律にあった安全な建物のために働いている人が
いることを頭の片隅にでも覚えておいていただけ
たらと思います。　　　　　　　　　 （藤沢市役所）
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　私は、REIT スキームで取得した不動産の管理運
営 ( ＰＭ ) 業務に携わっています。REIT 物件は、運
用益を投資家へ還元する為、ＰＭ業務の命題は、
物件 NOI ( 営業純利益 ) 最大化です。お客様は、オー
ナーとテナントの両方で、利害関係が相反する両
者なだけに、はまらないパズルのピースをはまる
まで、模索、提案、折衝、試行錯誤の毎日です。
その分、オーナーを満足させ、テナントにも喜ば
れた時の達成感は、格別です。
　配属 3 年目に携わった虎ノ門にある築 30 年のビ
ルの屋上活用プロジェクト（ＰＪ）が、私にとって、
まさにこの達成感を得た仕事の１つでした。屋上
空きスペースに憩いの場を設けるという前任の構
想からＰＪは始まります。REIT 物件は、設備投資
の価値寄与を数値化しなければ予算確保できない
為、まず、2 年間かけて賃料増額改定を進めました。
虎ノ門界隈の不動産市況好調も手伝い、賃貸収入
対従前 1 割増まで達成し、予算取得しました。デ

ザインコンペを経て、私も主担当になり、いよい
よ発注だ！と思った矢先、突然オーナーから、Ｐ
Ｊ中止と言われました。屋上活用の前例がないこ
とから、オーナーはリスクヘッジで行き詰まって
おり、仕事合間に屋上で憩う豊かな時間の提供や、
会社の屋上で懇親会を催せるビルの付加価値に共
感できなかったことがＰＪ推進の支障になってい
ました。
　前任の想いやサービス向上を期待するテナント
の為にも、このＰＪは妄想では終わせられないと、
熱が入りました。オーナー側の担当者を味方につ
け、他社屋上事例を調査し、ショールームに通い
詰める等、ダメ項目を 1 つずつ地道に潰しました。
屋上貸切、アルコールＮＧといった運営上のダメ
事項を沢山言いつけられたままでしたが、2016 年
10 月より屋上憩いスペースの供用が始まりました。
そして、９ヶ月経った今年の七夕に、屋上では、
紅白幕を立て、お酒を嗜み、スイカ割りを楽しむ

■ file-82　三方良し目指して、築古物件の経年優化プロジェクト

(H23 卒）

MORIKAWA Min
2011 年　東京都市大学建築学科卒業　( 天野研究室 )
2013 年　東京都市大学大学院修了　( 天野研究室 )
2013 年　東京急行電鉄 ( 以下「東急電鉄」) 入社
 　　　　 東急カード出向
                   東急東横線 横浜駅 配属
2014 年    東急電鉄 都市創造本部 運営事業部 営業一部
                   受託ＰＭ課  配属

森川 敏

テナントの姿がありました。日頃屋上を気に入っ
て頂いているテナントが社内納会を催していたので
す。また、360 坪程あった空室区画も、屋上の評価
が高く、従前より短いダウンタイムで成約できまし
た。運営上の課題は数多くあるものの、ようやくオー
ナーにも、屋上活用の価値に共感してもらえました。
　都心では最先端スペックビルが 2020 年までに多
く竣工します。また、多くの企業で働き方改革が
唄われ、弊社でも NEWWORK 事業を展開する等、
多様化する働き方のサポートツール、制度を増や
しています。画一的なオフィス環境も、働き方に
併せて進化必須の今だからこそ、築古物件の担当
者としては、経年劣化の延命施策を提案するだけ
でなく、テナント愛着度向上戦略等、経年優化の
ＰＭ力を切磋琢磨していきたいと思います。

（東京急行電鉄）

(H23 卒）
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　設計時代：入社して設計第七部というオフィス

ビルを専門に設計する部署に配属になりました。

バブルは崩壊していましたが、建設業は波が遅れ

てくるということで、まだオフィス部隊は大変忙

しかったです。オフィスビルの基本設計から確認

申請業務、実施設計、竣工まで通して見ることが

できました。

その後 2000 年の直前に環境計画部に異動になり

ました。環境計画部の仕事は設計の更に川上です。

大学の設計スペック、設計条件を整理する部署に

異動しました。部署ごと横浜ランドマークタワー

に移動しました。実家が横浜から遠かったため、

通勤は大変でした。しばらくして、「開発部で建築

士の女性が退社するので人を募集している」とい

う話があり本社に戻りました。

　開発時代：プロジェクト開発部に異動しました。

ここでは有効活用提案や事業コンペの提案を行い

ました。同じ会社とはいえ、設計本部とはまるで

感覚が違います。転職したような驚きの日々が暫

く続きました。建築学科を卒業したので設計をずっ

とやっていくものと思っていました。最初はボ

リュームチェックや簡単なゾーニング等、設計業

務の延長のような仕事を行いました。しかし、開

発の本質である「事業を組み立てる」という仕事

にも興味を持ち始め、事業収支計算もはじめまし

た。そしてどんなに良い設計プランが出来ても「先

立つもの」がないと「絵に描いた餅」であること

を痛感させられました。

その後開発事業部に異動しました。事業者として、

事業者定例、設計定例、リーシング会議に出席し

事業を作っていきました。開発事業部の案件は出

口が決まっており、当社のマスターリース床があ

るものもありました。リーシングをしてテナント

を埋めないと収入がないのに賃料を払い続けるこ

とになるため、リーシングにも力を入れました。

　プロポーザル・ソリューション部：プロジェク

ト開発部に近い業務ですが、設計出身者と、都市

開発出身者が混在している新しい部署です。前の

２つの部署に比べ、歴史が浅いため、手探り的な

部分もありますが、新しい可能性や柔軟性を感じ

る部署です。有効活用提案や公有地案件を数年前

から事前情報入手し、川上から仕込み、設計施工

に持っていく仕事をしています。新しい世の中の

流れを読みながら提案に活かしていきます。

大学で学んだ設計の仕事とは違いますが、不動産

のチラシを見るのが大好きだった子供時代を考え

ると、不動産開発して建物建設を実現させるとい

う仕事は、ひょっとすると「子供のころから好き

だったこと」の延長なのかもしれないと思う今日

この頃です。                                                     （大成建設）

(H04 卒）
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ふじキュン ( 藤沢市公式マスコットキャラクター )

■ file-81　建築設計というしごと

KUDOU　Maki
2007 年　武蔵工業大学建築学科卒業（手塚研究室）
2009 年　首都大学東京大学院都市環境科学研究科
　　　　  建築学域修了
2009 年　山下設計　入社

　私は 2009 年に山下設計に入社しました。入社後、

本社で設計部とコンペ・プロポーザルを行う部署

にいましたが、昨年の 8 月から大阪にある関西支

社で働いております。

本社では 1,000㎡の高校の体育館の設計や学校の

キャンパス計画、集合住宅や庁舎、銀行の設計、

病院のプロポーザルと様々な用途の建物に携わっ

てきました。プロジェクトの大小に関わらず、ク

ライアントが事業にかける思いを対話を重ねて引

出し、ひとつの形にするのが設計者の大きな役割

です。建物の発注者には建築に携わったことのあ

る方もいれば、そうでない方もいらっしゃるので、

どのような提案をすれば満足いただけるか、手を

替え、品を替え、納得のいくまで対話を重ねてい

かなければいけません。そのときにパースや模型、

図面、というのはコミュニケーションツールの一

部なのだな、とつくづく感じさせられています。

　また、設計段階から工事の時まで、プロジェク

トを取巻く環境は常に変化していきますが、その

ため、企画段階で「何を実現させるか」という設

計コンセプトをよく練ることが重要だと思います。　

近年、官公庁の物件では税金を使って事業を行う

ため、よりシビアな目にさらされ、「このプロジェ

クトに本当に必要か」ということを常に問わなく

てはいけないことを特に感じます。プロジェクト

を推進するためには「何をやりたいか」「このプロ

ジェクトにどうして必要か」「それを実現するには

どうしたらいいか」ということを設計から建物が

建つまで社外・社内のプロジェクトの関係者で常

に共有していくことになるため、やはり設計コン

セプトを明確にしておくことが重要となってきま

す。いろいろな用途の建物の設計に携わってきま

したが、お客様と対話し、設計コンセプトを明確

にし、設計を行うという手順はどんな建物でも共

通してきます。ただ、それぞれの敷地や建物、関わっ

ている人、バックグラウンドが違うためどんな建

物でも同じものはなく、固有のストーリーが生ま

れるのが建築設計の飽きることがないところだな、

と思います。

　これからも、様々な思いをくみ取り、社会に

フィードバックしていけるような提案をしていき

たいと思います。　　　　　　　　　　（山下設計）

(H19 卒）工藤真紀

広島ビジネスタワー 御茶ノ水ソラシティ 新さっぽろ駅周辺地区 G･I 街区公募提案

NAKAMURA Sonoko
2011 年　東京都市大学建築学科卒業（勝又研究室）
2013 年　東京都市大学大学院修了　( 勝又研究室 )
2013 年　藤沢市役所　入庁

虎ノ門ビル屋上活用プロジェクト
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女流ファイルー Part17
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

(H17 卒）

OGUCHI  Naoko
2003 年　武蔵工業大学建築学科卒業 ( 小林研究室 )
2005 年　武蔵工業大学大学院修了 ( 小林研究室 )
2005 年　大光電機株式会社入社

私は在学中小林研究室で、落書きの研究や、光環

境と音環境が人へ及ぼす影響などの研究をしてい

ました。その流れで照明の世界に興味を持ち、照

明メーカーに入社しました。入社以来、TACT とい

う部署で空間の照明計画をしております。(TACT

とは、建築家やインテリアデザイナー、施主の方々

が意図する空間に最適なライティングプランを構

築し提案する部署で、企画立案からライティング

までトータルにサポートしています。全国で 110

名ほど在席しており、専業メーカーでも珍しい部

署です。)

入社当初は、内装施工のお客様を中心に物販店や

飲食店を多く手掛けていました。全国にチェーン

展開している物販店を年間 200 店舗手がけた時は、

どこに出張しているのかわからなくなる位、竣工

スピードについていく事に精一杯なこともありま

した。ですが、短いスパンで現場がたくさんでき

あがっていくので、その中でお客様と実験的な試

みを行ったり、より良い光環境を提案してブラッ

シュアップしていくのはとても貴重な経験となり

ました。今は結婚式場や施設を中心に幅広く照明

計画させていただいており、物件以外では照明に

ついてのセミナーを行ったり、広報の仕事等を行っ

ています。

照明計画を進めていく上でひとつの指標として、

光の明るさを数値で表す単位として照度がありま

すが、「明るい」「暗い」と感じる感覚は本当に人

それぞれなので照度の数値があてになることは実

は多くはありません。いかにきれいな光と影をつ

くるのか、お客様とできる限りコミュニケーショ

ンをとってお互いの感覚を共有・共感し、形にす

るのがこの仕事の最大の魅力だと感じています。

現場が出来上がってお客様のご意見を聞く瞬間が

一番緊張しますが、一番勉強になる瞬間でもあり

ます。最近では同じ学科出身の同級生がクライア

ントになる機会も増えてきて、自分が照明業界に

進んだことで色々な形で繋がりを持てることが更

に面白いです。

これからは、インハウスのデザイナーとして自社

の強みを生かすだけでなく、照明デザイナーの方

や他メーカーの方とも手を取り合っていい光環境

を創ることが特に求められていると感じています。

建築業界の方のみならず一般の方でも、家のよう

な身近な光から街の光まで、もっと興味を持って

もらえるように啓蒙していくと同時に、自分自身

のデザインの力も磨いていき、建築をより良く魅

せるお手伝いができればと思っています。

（大光電機）
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ANELLI nagaoka ワンランク上の屋外照明「ZERO」シリーズ

TSUJI  Hiromi
2002 年　武蔵工業大学建築学科卒業（小林研究室）
2002 年   トステム入社 商品本部 デザインセンター配属
2011 年　LIXIL 営業カンパニー ハウジング企画部を経て
2015 年 -  マーケティング本部 スペースプランニング部

もともと住まいに興味を持っていたことから、住

宅設備や建材の開発に携わりたいと考え、入社を

決めました。入社後はデザイン部門に配属され、

玄関ドアやインテリア建材、キッチン、洗面など

様々な商品のデザインに携わりました。デザイン

部門の業務は多岐にわたり、住宅デザインのトレ

ンド調査に始まり、同ジャンルのプロダクトにつ

いての調査分析、デザインコンセプト立案、デザ

イン提案、商品色やテクスチャーの企画などを行

ないました。2011 年からは営業支援の部門に移り、

家一棟目線で暮らしや住まいを提案する仕事にな

りました。主な業務としてはエンドユーザーの調

査や定量調査、調査から導き出した仮説をもとに

心地いい暮らしにするための商品や住まい方の提

案、展示会での空間計画～商品コーディネートな

どを行っています。エンドユーザー調査では毎回

注目するテーマを決めて、住まいの訪問調査を行

います。テーマは " 小学生の子どもがいる住まい ”

や " 忙しい共働き夫婦の住まい ”、" 建築家が設計

したこだわりの住まい ” など様々で、新しい暮らし

や住まいのあり方を見つけ出せそうなテーマを選

んでいます。実際に住まいを訪問させていただい

て、毎日の暮らしや住まいに関する困りごと、家

づくりのこだわりなどをヒアリングしていますが、

想定外の暮らしが見えたり、多くの気付きを得る

ことができます。毎日の家事や収納の使い方、家

族とのコミュニケーションの取り方なども様々で、

それぞれの生活スタイルの中で工夫をされていま

（H14 卒）

す。実際の暮らしで求めていることと、企業側の

考えや開発の方向性には大きなギャップがあると

感じることも多いですが、そのギャップを受けと

めて開発部門と共有したり、営業支援の提案に盛

り込んでいくことで、より消費者目線の商品が開

発できるのではないかと感じています。住まいづ

くりは奥が深く、窓の配置ひとつで空間の印象や

心地よさが変わったり、収納扉を付けるか付けな

いかでも片付けのしやすさや習慣までも変わって

きます。様々なライフスタイルの住まいと暮らし

を見ることで新しい発見を積み重ねながら、心地

いい住まいづくりに貢献できるような仕事をして

いきたいと思います。

（LIXIL）

■ file-85　心地いい暮らしをつくるためのヒントを探る

辻  洋美
電話やメールがいつでもできるのは当たり前、街

中でネットが繋がらないなんてあり得ない。

学生時代はそう思っていました。その当たり前の

生活を、建築の面から支えることが現在の私の仕

事です。

今所属している部署では神奈川県内に存在する約

200 棟の NTT の建物について、中長期整備計画の

策定から工事の設計・監理までを担当しています。

NTT の建物には人々に電話や通信サービスを提供

する装置が収容されています。大災害の発生時に

も通信装置に影響を及ぼさないよう、一般的な建

物が守るべき法適合だけでなく、独自に定められ

た高い性能水準を満たすことが要求されます。

この建物のライフサイクルを管理して要求性能を

保つよう改修していくことで、社会の通信インフ

ラを支える役割を担っています。

入社直後に実感したのはとにかく知らないことが

多すぎるということ。

企画・設計・工事それぞれのスキームの多数の案

件を遅延なく進めるには解決すべき課題に対して

迅速に対処していく必要があり、広い知識が求め

られます。

自分にできることを増やす為に、まずは見ること、

知ることが必要だと考えました。先輩社員の現場

に同行させてもらったり、一級建築士、一級建築

施工管理技士、建築積算士、その他業務に関わる

資格を取得したりして知識の幅を広げるよう心掛

けてきました。

基礎知識が身についてくると次第に、改修工事の

難点である「既存部分による制約をどのようにク

リアしていくか」ということが、仕事の面白さに

繋がっていきました。

設備の更改をしたいが設置スペースがない、RC 壁

面に開口を設けたいが躯体の構造耐力が足りない、

繊細な重要機器が並ぶ室内を改修したい…など

様々な課題に対して、設備担当や構造担当と共に

解決策を探っていきます。

設計段階の課題解決の為はもちろん、施工段階に

おいてもできる限り現場に足を運び、図面上だけ

でなく現物をみて納まりを確認するようにしてい

NARITA Asae（旧姓：加藤）
2011 年　武蔵工業大学建築学科卒業
　　　　 （勝又研究室）
2011 年　NTT ファシリティーズ　入社
　　　　  都市建築設計部　配属
2013 年　長野支店　配属
2014 年　北関東・信越支店（埼玉）配属
2016 年　南関東支店（神奈川）配属

ます。

案件の多くは工期が 1 年未満と短期間ですが、こ

うして企画から実施設計、工事監理を通して竣工

までを担当できるので、それぞれの案件に思い入

れがあり完成時の喜びもひとしおです。

入社して 7 年経つ今でも自分の能力不足を痛感し

て悩むことが多々ありますが、学生時代に漠然と

考えていた「建築を通じた社会貢献」が仕事とし

て明確なものとなり、やりがいを感じています。

通信インフラを利用した遠隔での様々なサービス

が発展し、人々が場所に縛られない生活へと社会

の在り方は変化しています。

通信インフラの重要度が高まるとともに、その安

定供給を支える建物の在り方も変化し、求められ

る性能や改修の手法も、新しい技術と共に進化を

続けることでしょう。

今後更に経験を重ね、時代の需要に対応できるス

キルを身に着けて、ひとの生活を支え続けていき

たいです。

（NTT ファシリティーズ）

2001 年の入社から 4 年弱は情報システム部門で、

システム開発や導入、運用を担当していました。

転機は 2004 年冬、当時の人事部長から直接「人事

部に異動してほしい」と打診があり 2005 年 1 月か

ら今に至るまで人事部に所属しています。

人事部では、採用・教育・制度運用など様々な業

務を経験してきました。建築学科出身ということ

もあり、自分の経験をいかして理工学系の方と接

することができたと思っています。現在も東京都

市大学のリクルーターをしており、毎年学校で開

催される就職説明会に参加しています。( 年々学校

がきれいになっていく過程を 10 年以上見ることが

出来ました )

2013 年に出産し育児をしながら勤務をしていま

す。まだまだ男性大多数 ( 約 9 割が男性 ) の会社で

すが、自分の出産や育児をきっかけとして、もっ

と働きやすい会社に変えたいという思いから、性

別や年齢、国籍や嗜好、個性に至るまで多様な人

材が活躍できるようにとダイバーシティ推進チー

ムを立ち上げ、制度の立案や導入および実行、建

設現場のトイレや更衣室などの環境整備、セミナー

や理解促進のためのパンフレット制作など様々な

施策を実行しています。女性が出産育児を経ても

働き続けるためには男性の家事育児参画が不可欠

です。建設業というとどうしても過重労働と思わ

れがちですが、これからはそのイメージを払拭し

ていかなければなりません。

ワークライフバランスの本質は、仕事と生活のど

ちらかに偏るのではなく、社会的活動を含めたラ

イフとワークの充実が生み出す相乗効果にあるも

のだと思っています。これからも建設業界全体で

働き方改革と生産性向上を共に実現できるよう施

策を推進していきます。

（前田建設工業）

就職氷河期、私が就職活動をしていた 2000 年当時

は男女問わず就職が大変厳しい時期でした。今で

は大問題となりますが、女性というだけで資料が

送られなかったり、採用選考に進めなかったりが

まかり通っていた時代です。私も 3 年生の秋頃か

らスタートした就職活動では建築に関する仕事で

は内定出来ず、このまま就職できないのではと不

安でいっぱいでした。5 月以降方向転換をし、理系

というだけで大歓迎された IT 系企業から内定を得

ることができましたが、建築を学んだ 4 年間をど

う生かせるのだろうかと悶々としていたことも事

実です。9 月頃に偶然、就職サイトを経由して前

田建設から IT 系の新卒社員追加募集の案内があり

すぐに飛びつきました。説明会申込時に電話で「女

性ですが応募できますか」と聞いたところ「問題あ

りませんよ」と言われたことに安堵した記憶があり

ます。そんな経緯で私は前田建設に入社しました。

ＷＬＢ支援のガイドブック発行およびサービスを導入

ITO Ayako
2001 年　武蔵工業大学建築学科卒業　( 安藤研究室 )
2001 年　前田建設工業株式会社入社　情報システムサービスカンパニー
2005 年　人事部

(H13 卒）伊藤彩子

■ file-86　建設業界全体で働き方改革と生産性向上を　　　
　　　　　共に実現したい

(H23 卒）
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女流ファイルー Part18
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

SAWAGUCHI  Kana
2014 年　東京都市大学建築学科 卒業
                    （手塚研究室）
2016 年　東京都市大学大学院建築学専攻 修了
                    （手塚研究室）
2016 年 　日建設計  設計部門 入社

　日建設計に入社して約二年半になります。入社
してから５つのプロジェクトに携わりました。福
祉施設の浴室の増築・改修、保育園の設計、劇場
の設計、オフィスビルの申請業務などです。規模
や用途だけでなくフェーズも一貫しておらず、実
施設計から携わったり、申請業務のみを受け持っ
たりもしています。「新しいことに取り組み→苦戦
して→習得する」をひたすら積み重ね、１つずつ
できるようになっている最中です。
　入社してすぐ、福祉施設の浴室の増築・脱衣諸
室の改修を担当しました。既存の福祉施設を見学
し、そこで生活を送る方々の環境を知ることから、
始めさせて頂きました。規模はとても小さなプロ
ジェクトでしたが、社会に出たばかりの当時は、
大役に感じられました。小さくても、ちょっとし
たことで日々の生活を楽しくしたり、何か良い変
化を生み出すことはできないかを模索して設計に
取り組みました。初めての仕事で苦悩も多々あり
ましたが、竣工後はクライアントに喜んで貰うこ
とができました。その後担当した、保育園の図書
スペースの設計でも、保育長の先生から「保育園
でここが一番好きな場所！」というお言葉を頂き、
とても幸せな体験をしました。入社してから竣工
したのは、まだこの二つのプロジェクトのみです
が、手塚研究室での訓練によって自然と身につい

ていた、使い手に寄り添った設計思考が実務で活
かせたように思っています。それは、新人として
の数少ない強みであり、拠り所となっていると思
います。
　また、組織設計では、それぞれの分野に特化し
たエキスパートが多く在籍しており、構造、設
備、ランドスケープ、都市開発、デジタルデザイ
ン、監理、その他にも多様な部署があります。初
めて直面する仕事には、今も尚、日々苦戦してい
ますが、社内の身近なところに様々なエキスパー
トがいるので、分からないことはすぐに質問や相
談をして解決に導ける、恵まれた環境にあります。
組織設計事務所といえども、特段用意された大掛
かりな研修プログラムはありません。設計部では、
OJT(on the job training) で仕事を実践しながら習得
するスタイルが主流で、私のような新人や若手は
プロジェクトチームに見守られながら、怒られな
がら、研修を受けずともすくすくと育たざるをえ
ない環境にあります。はじめての現場定例に、上
司は不在で、わけもわからず新人一人で送り込ま
れたことも、今となっては大切な思い出です。私
はまだまだ経験が浅いので、これからも沢山のこ
とを習得し、沢山の可能性を創り出し、これから
待っている未来に期待して、ひたすら前進したい
と思います。　　　　　　　　　　　　（日建設計）

(H26 卒）
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■ file-89　「住まいづくり」から「まちづくり」
　　　　　   の仕事へ

HANYU Akiko
2007 年　武蔵工業大学工学部建築学科  卒業
2007 年　長谷川順持建築デザインオフィス  入社
2010 年　横浜市役所　入庁
　　　  　建築局住宅部住宅整備課
2014 年－都市整備局都心再生部都心再生課

大学卒業後、最初に就職したのは主に住宅設計を
行っている設計事務所で、勤めたきっかけは大学
3 年の夏休みにインターンシップでお世話になっ
たことでした。元々住宅設計に興味があったので
すが、インターンシップ中に建築中の現場を間近
で見て、より強く惹かれたことから就職を決めま
した。始めはわからないことばかりで施主の方や
現場に関わる方たちとの日々のやりとりで苦労も
しましたが、設計に携わった物件が完成した時は、
これまでに味わったことのない達成感を味わうこ
とができました。物件が出来上がるまでの過程を
現場で見て学べたことは、私にとって貴重な経験
になりました。
その後、「住まいづくり」から、もっと広く「まち
づくり」という視点で人の暮らしに携わりたいと
考え、自分の生まれ育った横浜市に入庁しました。
最初に配属されたのは市営住宅の整備を行う部署
で、既存の市営住宅の耐震改修や住戸改善の事業
を担当していました。市役所に入庁しても「住ま
い」に携わることになるとは思ってもみませんで
したが、少しでも前職で住宅設計を経験したこと

が、自分の強みになっていると感じました。
次に異動したのは、横浜都心部のまちづくりを行っ
ている部署です。横浜都心部には、横浜の代表的
な観光地や歴史ある住宅地など、個性豊かな地区
が集積しており、その地区の特色を生かしたまち
づくりを地域の方々と協働して行っています。窓
口業務では、既に策定したまちづくりの制度やルー
ルの運用を行っており、実際に建てる建物につい
て設計者の方と景観協議などを行っています。ま
た、現在、既存の景観制度を新たな制度に移行し
ていくための検討や手続きなどの業務も併せて
行っています。制約をどこまでかけるかなど制度
設計は難しくもありますが、やりがいもあります。

「まちづくり」と一言で言っても、地区によって取
り組んでいることは様々です。役所では、様々な
業務を経験し、建築のゼネラリストになることで
まちづくりの役に立てることが増えていくのでは
ないかと思います。まだまだ勉強することが多い
ですが、これからも仕事を通じて成長し、役に立
てる仕事をしていきたいと思います。

（羽生晃子）

(H19 卒）羽生晃子

すくよか浴室増築 _2016 年竣工 悲田院保育園 _ 図書スペース 2017 年竣工



1918
La

di
es

 fi
le

La
di

es
 fi

le

木造といえば広瀬鎌二と父が言うので、躊躇

することもなく進んだ道でした。

　研究室で行ったゼミ旅行、初めて本格的に古建

築に触れて、こういうものもおもしろいと思った

ものでした。しかし、父の反対にあって断念、卒

業後は、住宅や店舗などをメインに設計施工で請

け負う家業に従事することになりました。

　もともと住宅は好きだったので、それはそれで

面白く、いつかこんな仕事をしてみたいと思った、

学生時代にご近所だったその住宅は、吉田五十八

先生の設計になるものだったとは随分後になって

知りました。

　結婚後は、夫の親が経営する建設会社に移り、

子育てをしながら、夜中に図面を書いては、リ

フォームなどの小さな工事に携わり、日々を送っ

ておりましたが、ある時民家を守る NPO 団体を

立ち上げるお誘いを受けました。

　早速参加しましたが、それは現在の特定非営利

活動法人（認定 NPO）日本民家再生協会です。

　その活動が認められ、次には郡山市文化財保護

審議委員をお引き受けすることになり、10 年勤め

ました。建築だけでなく他の分野の専門家の方々

との審議の中で、私が何も困ることなく勤め上げ

ることができたのは、広瀬先生のご指導のおかげ

と大いに感謝したのはこの時でした。

　そして、2011 年 3 月に東日本大震災が起こり

ました。郡山市は震度 6 弱でした。その時私は、

会社のショールームにいました。お客様が誰もい

らっしゃらなかったのが幸いで、直ちに被害状況

を画像で記録し、被害を確認したら、女性スタッ

フは帰宅、しばらくは自宅待機となりました。街

は大きな被害を受け、なお断続的に揺れ続けました。

　私の方は、翌日には、国の重要文化財である「旧

福島県尋常中学校本館」から連絡があり、早速現

場に向かいました。文化財ですから、修復に向け

ての手続きや、注意点など、管理スタッフの方と

確認したり、教育委員会に出向いて説明したり、

応急処置等すべきことはたくさんありました。会

社の方には、それぞれのお客様の住宅、店舗、工

場など、電話不通ながらもいっぺんに連絡がきま

した。さらに、県の重要文化財「開成館」の修復

工事も、声をかけていただきました。

　私が担当させていただいたいくつかの古民家の

お客様のところは、ほとんど被害はなく、皆さん

もご無事でホッとしました。

　やがて、神戸の震災後に始まったヘリテージマ

ネージャー育成講座が福島県でも始まりました。

私も、講師を務めながら、一期生としても受講を

しました。

　気がつけば、若い頃に漠然と憧れた古建築に近

いところに関わって仕事をしておりました。嬉し

くもあり、またありがたくもありと感じています。

　昨年から新しい事務所に移りました。仕事内容

は今までとあまり変わらないのですが、ライフス

タイルを重視するという視点から、企画設計施工

と一環で色々なご提案をさせていただく方向に向

かおうと思っています。　

（ラボット・プランナー）

MUNAKATA Chikae
1981　武蔵工業大学建築学科卒業
             （広瀬研究室）
1981　山中工務店　
1983　八光建設
2018　ラボット・プランナー

(S56 卒）
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H 邸 国登録有形文化財「柏原家住宅土蔵」改修
（現在カフェとして営業中）

県重要文化財「開成館」修復国重要文化財「旧福島県尋常中学校本館」修復

MIYAKE  Hiroko（旧姓：冨永）
1987 年　武蔵工業大学建築学科卒業
　　　  　（大須賀研究室）
1990 年　東京芸術大学建築学部大学院修了　　
                   （藤木研究室）
1990 年　丹下健三都市建築研究所入社
1994 年　渡米　ロスアンジェルスの事務所勤務
1998 年　SMITHGROUP サンフランシスコ支社
                   サイエンス＆テクノロジースタジオ所属　
                   プリンシパルデザイナー

小学生の頃、岐阜の白川郷民家の機能的なデ
ザインと村全体としての美しさに感動して

建築を志し、大学院卒業後は、丹下健三都市建築
研究所のアーバンデザインチームに所属。イタリ
ア、フランスの都市計画、日本の美術館やホテル
など様々なデザインをする機会を得て、約 5 年程
丹下先生の下で、建築家としてのデザイン哲学を
学び、　「デザインに上下関係はなく、若いデザイ
ナーのアイデアに熱心に耳を傾け常に新しい何か
を追及しつつも、突飛なものでなく、オーソドッ
クスで勝負しなさい」という言葉など、その後の
私の設計活動の礎を得ました。
同期生の主人の転勤で渡米し、現在大手設計事務
所 Smith Group のサンフランシスコ支社の研究施
設スタジオのデザインリーダーとして 20 年目と
なります。
日本にいる時は自分の文化のアイデンティティー
など、考えることもなかったですが、人種のるつ
ぼのアメリカにいると、それぞれの文化習慣を大
事に守り尊重し共生していく土壌があり、自分の
デザインのルーツやなぜこんな風に考えるんだろ
うというシンプルな疑問を自分に問いかける機会
が多くなり、日本の文化、美意識など、日本人と
しての誇りを意識するようになりました。
日米の仕事環境は共にデザインに特化し、デザイ
ンは言葉を超えていくもので幸いでした。またラ

イフバランスを大事にするので、家庭と仕事の両
立環境が整っていて、アメリカでは重要ポストに
多くの女性がついています。
私の設計作品は多岐にわたり、カリフォルニア州
の裁判所、アラスカ大学のバイオサイエンス施設、
ゲノム研究最高峰の国立研究所、大学のステム教
育施設、退役軍人の為のトラウマリハビリセン
ターのフラッグシップ、四百床の退役軍人用の特
養介護施設など、全米と州レベルのアメリカ建築
協会のデザイン賞を幾つも戴き、最近では、サス
テナブルだけでなく、ウェルネスを評価した建築
を賞する傾向があり、私の作品もそのケーススタ
ディーとして発表されています。デザインで大事
なビジョンとコンセプトの設定に一番苦労すると
ころですが、そのアイディアをいかに統一された
形でデザインしきれるかが、作品としての質の違
いだと思います。
エクステリア、インテリア、ファーニチャーまた
ランドスケープに至るまで、ストーリーのあるデ
ザインを目指し、オーケストラの指揮者のように
多くの専門家を束ねて、デザインをまとめていま
す。これからもデザイン力を磨いて、いつかまた
日本でも仕事ができるのを楽しみにそれまで米国
で頑張っていきたいと思います。

（SMITH GROUP）

(S62 卒）
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専門部門と連係しながら修繕工事の設計監理、オ
フィス移転、物件売却なども経験しました。右も
左も分からない状態から目の前の課題を一つ一つ
クリアしていくうちにあっという間に 3 年が過ぎ、
2011 年に静岡支店へ転勤となりました。これま
で経験した業務に加え、今まで専門部門に協力を
仰いでいた修繕工事やオフィス移転なども主体業
務となりました。オフィス移転の仕事はプランニ
ング、予算策定、工事・移転計画、現場管理、原
状回復工事などのメイン業務からオフィス清掃や
消防計画の届出代行などのビル管理業務まで一括
して対応します。オフィス移転は組織変更や賃料
を抑えたいなど会社の方針で決まりますが、実際
に移転する従業員の方は納得されていないように
見受けられ、板挟みになる局面があり苦労しまし
た。しかしながら、全体を把握し各方面と調整し

ハンドリングしていく部分にやりがいを感じまし
た。私生活面では静岡で初めての一人暮らしとな
りましたが、職場の方が何かと気にかけてくださ
り、公私共に充実した時間を過ごす事ができまし
た。その後東京に戻り、大規模ビルの管理事務所
に常駐し、常駐ビルのＦＭ業務や館内運用に携わ
ることになりました。
2016 年に出産し、育休取得後に復帰し、現在は第
二子の育休中です。学生時代には子育てしながら
働くことなど想像もしていませんでしたが、幸い
会社グループ全体では子育てしながら働く女性が
多く励みになっています。
この 4 月から再び職場に復帰しますが、子育てし
ながらも会社に貢献できるように頑張りたいと思
います。　　       

 （東京海上日動ファシリティーズ）

大学の講義を通じ “ ファシリティマネジメン
ト ” に興味を持った為、就職活動ではメー

カーや不動産の他に建物の維持管理を主体業務と
しているビルメン業界も視野に入れました。選考
を通し事業内容はもちろんですが企業風土なども
気に入り東京海上日動ファシリティーズに入社を
決めました。
最初の配属先は東京、千葉、神奈川エリアにある
グループ会社所有物件のファシリティマネジメン
ト業務 ( 以下、ＦＭ業務とする ) に従事しました。
ＦＭ業務は多岐にわたり、ビルメンテナンス、入
居テナントや施設利用者への窓口業務、設備等の
トラブル対応、協力会社のマネジメントなどの日
常業務、これらを踏まえた上でのオーナー視点に
立った管理運営計画や中長期修繕計画の提案、各
種関連法令に係る届出などを行います。また、各

SAWAGUCHI  Kaori（旧姓：坂本）
2008 年　武蔵工業大学建築学科卒業 ( 勝又研究室 )　
2008 年　東京海上日動ファシリティーズ　入社
                   首都圏営業第２部（東京）　配属
2011 年　静岡支店　配属
2013 年　センター営業部（東京）　配属

(H20 卒）澤口香織

■ file-92　ファシリティマネジメントの仕事　
　　　　　 ～快適な環境を提供するために～

Solano Biotechnology+Science Bldg
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社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。
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私の所属する開発計画部では、設計の初期段

階から建物の企画提案をはじめ、コンサル

ティングを通じて事業化を推進する業務を行ってい

ます。入社、本配属後の 1 番のビッグプロジェクト

は、東京都市大学からも近い「東京音楽大学 中目黒・

代官山キャンパス」の仕事でした（写真 -1）。本配

属されてから２カ月後には、計画段階での緑化の

プランの大賞を決めるコンペがあり、一次審査の

ための提案書作成、そして最終審査におけるプレ

ゼン作成、及びプレゼンテーション発表を、ゼロ

から全て上司に任せていただきました。分析能力

やプレゼンテーションには、大学、研修室で学ん

だことが今の業務にも大いに役立っており、この

コンペでも大賞を受賞することができました。頑

張る社員には挑戦させてくれる、そして若手でも

どんどん任せてくれる会社です。

また、最近の戸田建設は、新しいことに挑戦して

いく雰囲気があります。東京音楽大学 中目黒・代

官山キャンパス 開校 (2019 年４月 ) 後の 2019 年

５月には、開校を記念して、地域を巻き込んだエ

リアマネジメントイベントを開催し、その企画段

階から運営まで携わりました。もちろん、会社と

して初めての試みです。イベントのフィナーレに

は、東京音楽大学 中目黒・代官山キャンパスの音

楽ホールにて、オーケストラと合唱の演奏会を行

いました。その演奏会にわたし自身も自ら合唱団

の一員として参加し、自分が初めて携わった案件

で、自らも舞台にあがるという柔軟な取り組みを、

会社をあげて応援してくれました。( 写真 -2, 3)

最近では、こういった取り組みが認められ、会社

の未来を決める重要なメンバーの一員として選ば

れる等、本来の業務はもちろん、その他の業務で

も頼っていただけており、社員として一歩ずつ前

進していると感じています。

業界イメージとして、お堅いと思われるゼネコン。

わたし自身も就活の際は、ゼネコンには入らない

と思って就職活動していました。しかし、現在所

属する部署の仕事内容に惹かれ、就職活動を進め、

内々定をいただいた際、他に内々定をいただいて

いた誰もが知る大手メーカーと最後の最後まで迷

いました。しかし、勝又教授の「それは戸田建設

でしょ！」との御言葉が決定打となり、戸田建設

に入社しました。そして、５月のイベントのフィ

ナーレの演奏会には、劇場の専門家である勝又教

授に来ていただき、今までの感謝の気持ちを伝え

られた気がしています。

これからも様々な業務に関わりながら、一歩一歩

前進していきたいと思います。

（戸田建設）

TODA Chiharu
2014	 東京都市大学建築学科卒業
	 （勝又研究室）
2016	 東京都市大学大学院 建築学専攻修了
	 ( 勝又研究室 )　
2016	 戸田建設株式会社 入社
	 工事課　所属 ( 研修 )
2017	 戸田建設株式会社
	 開発計画部　配属

(H26 卒）
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東京音楽大学 中目黒・代官山キャンパスの音楽ホール ( 写真 -2) オーケストラと合唱の演奏会 ( 写真 -3)

東京音楽大学 中目黒・代官山キャンパス ( 写真 -1)

YOSHII Chiyo
2004	 武蔵工業大学工学部建築学科卒業
	 （宿谷研究室）
2007	 株式会社丹青社　
2015	 青山学院大学専門職大学院
	 国際マネジメント研究科 MBA 修了

月日が経つのは早いもので、大学を卒業して

から 15年が経ちました。私は新卒で住宅設

備機器メーカーに入社し、その後、総合内装ディ

スプレイ会社である㈱丹青社に転職し今年で 13年

目となります。入社以来、制作職として主に飲食

店の新装・改装工事の施工管理に約 2年間、営業

職として、外食企業を中心にプロジェクトマネジ

メント（PM）業務に約 8年間携わって参りました。

現在は、店舗や施設等のメンテナンスを専門とす

る部門で課長職として、中長期の事業戦略や業務

改善・効率化の策定といった、発足して間もない

部門の立ち上げに従事しています。また、子会社

である㈱丹青ビジネスの非常勤取締役を兼任し、

経営的な観点でのマネジメントを担っています。

学生時代を振り返ると、私自身は特に優れた成績

を修めていた訳でもなく、特に秀でた能力を発揮

していた訳でもなく、学業の傍ら、サークル活動

やアルバイトに励むといった、いわば一般的な

キャンパスライフを過ごしたと記憶しています。

就職活動においては、まさに氷河期真っ只中で思

うように就職先が決まらなかった同級生も少なく

ありませんでした。私は幸いにも志望した企業に

決まりましたが、ミスマッチにより数年での退社

を経験しています。丹青社に入ってからは、自ら

の経験・知識不足のため、現場の職方と十分に会

話もできずに失敗したこともあります。そこで知

識習得のため入社 1年目に 2級建築士を取得しま

した。営業職への職種転換を機に、店舗改装の

PM業務を担うことになり、設計者や施工会社、関

連サプライヤー、関係諸官庁との調整やプロジェ

クトを引っ張っていく以上、更なる知識が必要だ

と感じ、一級建築士を取得しました。徐々に顧客

の経営者や事業担当者と話す機会も増え、空間づ

くりにおいて、素材、形状などのデザイン面やテ

クニカル面以上に、その投資によってリターンが

得られるのかという経営者・事業者の視点がより

重要だと気付きました。顧客と同じ目線に立ち、

空間づくりを軸に課題解決が提案できるようにな

りたいと一念発起し、経営を学ぶため青山学院大

学専門職大学院に入学し、社会人と学生の二足の

わらじ生活を経て MBAを修了しました。現在は、

同社メンテナンス部門に所属し、引渡・竣工後に

起こる修繕履歴をデータベース化し、分析・活用

していくことを検討しています。時代と共にトレ

ンドやテクノロジー等、周囲の環境はめまぐるし

く変化をしていきます。また自分自身も年を重ね、

役割や立場が変化をしていきます。その変化に抗

わず、変化を受け入れ、必要に応じた学びによっ

て進化をしていくことが可能です。今後も継続的

に「学び」を大切にしたいと考えています。

（丹青社）

(H16 卒）
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生産現場では良く耳にする言葉に「三現主義」と
いう考えがあります。「現場」「現物」「現実」の 3
つに重きを置くというものです。施工管理の仕事
はまさに「現場」で「現物」をみて「現実」にど
ういった仕上がりになっているのかを確認してゆ
くことが重要です。今はまだ現場所長や工事長が
示してくれたマスター工程から個別の担当工事を
中心に工程管理や品質管理をしている立場ですが、
担当工事の進捗や細かい納まりを現場で直に管理
できるので充実しています。自分が主体で施工計
画を工事業者さんと打ち合わせした工事が計画通
りに納まってゆくのはやはり嬉しいです。ただし、
現場は日々変化してゆくので、すべてが当初の思

惑通りにはいきません。だからこそ前述した通り
現場を回って情報を集めなければ工事が正しく進
まないのです。
現場の変化に対応しつつ、図面や工事の管理基準
を確認しながら品質の管理に注力したり、工程表
とにらめっこしながら 1 週間後や 1 か月後の工程
のために明日自分が手配すべき仕事をリストアッ
プしたりと仕事に励んでいます。
Q「品質」C「コスト」D「工程」S「安全」E「環境」
と管理項目は多岐に亘りますが、安全第一で私は
明日も現場に立ちます。

（清水建設）

大学院を修了し、清水建設に施工管理職として
入社しました。今年で現場での仕事も 5 年目

です。今は丸の内で高層ビルの内装担当として来
年の竣工に向けて工事を管理しています。
会社員の 5 年生がどのような立場なのかは職種や
会社によって様々かもしれませんが、清水建設で
はまだまだ OJT(On-the-Job Training) の途中の年代
と言えるでしょう。現場係員として未経験の工事
内容に四苦八苦することもあります。しかし 1 年
目や 2 年目の頃よりは現場をみる視野が広がって
きたとも感じています。1 時間現場を確認して回っ
た時に収集できる情報量が 1、2 年目よりも増えて
きているからです。

HOSHI  Chihiro
2013	 東京都市大学工学部建築学科卒業 ( 新居研究室 )　
2015	 東京都市大学大学院工学研究科建築学専攻
	 （住吉・堀場研究室）
2015	 清水建設株式会社 入社　関東支店埼玉営業所配属
2017	 東京支店建築第三部

(H25 卒）星　千紘
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女流ファイルー Part 21
社会の多方面で活躍する女性卒業生を
順次ご紹介しています。

NAKAJIMA  Yukari
2007	 東京都市大学建築学科卒業
	 （近藤研究室）
2007	 平和不動産株式会社　
	 ビル企画部⇒ビル建設
2009	 賃貸事業本部　住宅賃貸グループ
2014	 投資と成長が生まれる街づくり協議会
	 事務局室
	 ⇒開発企画部　街づくり推進室
	 ⇒開発推進部（企画）

建築学科を目指したきっかけは、高校の通学路で
使っていた駅が、再開発により綺麗に便利に生ま
れ変わっていく過程を毎日目にしており、自分も
こんな住環境が快適になる、大きな仕事に携わり
たい！と思ったことでした。
建築学科に入学後、専攻については、都市計画に
興味があったものの、苦手意識のあった法律の勉
強に近い空気を感じ、それよりも住環境を良くす
るための研究に関わる方が当時の自分にとって興
味があり、研究室の雰囲気もなじめそうだと感じ、
近藤研究室に入りました。
就活でも、設備系、開発系及び住宅系など様々な
分野を幅広く見比べながら、ご縁のあった中堅デ
ベロッパーである平和不動産に入社しました。
入社面接時から開発に携わりたいと伝えていたと
ころ、少数精鋭を謳っている当社では、入社 1 年
目からオフィスビルの新築業務に携わることがで
き、2 年で３物件の新築案件、大規模改修工事に
ついても数多く経験させてもらうことができまし
た。今でもその経験は仕事をするうえでの基礎と
なっています。また、環境評価指標の CASBEE な
どを取り入れられ始めた時期だったので、近藤
研究室で学んだことも、想像以上に助けとなり
ました。
その後主担当として学生会館の新築と運営に携
わり、この時期は多忙ながらもメインで仕事を
進めていく責任と楽しさを感じる 5 年間を過ご
しました。
８年目からは現在の部署の前身ともいえる、街づ
くり（いわゆるエリアマネジメント）の新設部署
に配属され、ここからが私にとって仕事に向き合

う転機となりました。
当社で初めてとなる、エリア再開発を推し進める
部署です。地権者をまとめ行政協議を行い、ビル
を建設するという、いわゆる再開発業務とは異な
る、再開発を含む広域エリアをブランディングし
価値の向上を進める業務です。新設された部署で
は、担当の私どころか社内で誰一人経験者はおら
ず、いわゆる新規事業の部署に配属されたのでし
た。当社はもともとビルの賃貸管理がメインであ
るため、新規事業に取り組むためには、考え方を
180 度変えなければなりませんでした。何が正解
で何が間違っているのか、前に進んでいるのかど
うか、目標自体も定まっていない状態。それでも、
一つ一つ、やれることをやっていくしかない、焦っ
ても仕方ない、と腹をくくって取り組むようにな
りました。「街づくり」を通して、今までにない
ほど多くの方と関わり合い、支え、育ててもらい
ました。今まで「もの」をつくることから、「人」
を繋げる仕事の難しさ・大変さ・共感・喜び・感
謝を肌で感じています。
この仕事は完成というものはなく、常に変化させ
ながらより良いものを追求し、常に世の中の変化
や流れをキャッチアップしていくことが大切であ
り、これこそが「仕事の醍醐味」と感じるように
なりました。この部署ではすでに 6 年目と古株で
すが、視野も広がり、毎回新しい発見や出会いが
あって、それが血肉となっています。「街づくり」
という息の長い仕事を通して、自分もこの街も進
化させていけるよう精進していきます。

（平和不動産）

(H19 卒）
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経験もしてみたい、また仕事の幅を広げてライフ
ステージに応じた働き方をしたいと思うようにな
りました。
TAK-QS は社員の働きやすさを考えてくれる会社
で、女性社員も多く、自身も働きやすさを感じて
いたのですが、住まいを東京から神奈川に移すこ
とにしたため通勤時間やこれからの子育てのこと
を考えて退社をすることにしました。
このまま仕事を辞めて子育てに専念するか、いい
ところがあれば神奈川県内の会社に転職したいと
考え、退社した後から就職活動を始めました。求
職中の状態が 3 ヶ月以上になると子どもの通って
いた保育園を退園しなければならなかったのです
が、運良くすぐに希望に合うところを見つけるこ
とができ、ヒロ建築設計工房という個人設計事務

所にて勤務することになりました。
ヒロ建築設計工房では確認申請に関わる事務作業
や図面作図などを担当しています。積算の仕事を
通して得た図面の見方や仕上げ構成の知識などが
役立っています。図面を作図するだけではなく、
行政や関係各所とのやりとり、また現場を見る機
会もありますので、これまでより建築により幅広
く関われていると感じます。また、勤務時間を短
時間とし通勤時間も短くなったため、子供との時
間も増えました。
現在は第二子を出産したため仕事はお休みを頂い
ています。子育てに理解のある職場なので、保育
園が決まればまた職場復帰して子育てと仕事を両
立していけたらと思っています。

（ヒロ建築設計工房）

大学を卒業後、竹中工務店のグループ会社で建築
積算業務を専門に手がける株式会社 TAK － QS に
就職しました。仕上積算、躯体積算、鉄骨積算の
グループに分かれており、私は仕上積算グループ
に配属されました。仕事内容としては図面や仕様
書から数量書を作成して納品まで、1 つの物件を複
数人で 1 週間程度かけて積算していました。1 つ
の物件の期間が短い分、非常に多くの図面を見る
機会があり、面白さを感じていました。
働き始めて 5 年目になる頃、大学時代に卒業設計
の手伝いをしたのがきっかけで知り合った先輩と
結婚し、その翌年には子供も産まれました。育休
を取り、復帰後 1 年ほど働きましたが、改めて自
分を見つめ直し今後の働き方を考えてみると、こ
れまでは仕上積算だけやってきたけど他の分野の

MIURA  Miki（旧姓：元山）
2010	 武蔵工業大学建築学科卒業 ( 小見研究室 )　
2010	 株式会社 TAK-QS 入社 仕上積算グループ配属
2017	 有限会社ヒロ建築設計工房入社

(H22 卒）三浦美希

■ file-98	 建築積算からの転身、
	 家庭と仕事の両立を目指して

私は日本建築学会に勤めています。

“ 学会 ” と聞くと、大人ばかりが集い、堅苦しく、

難しい話をするイメージがあるかもしれません。

確かに、研究教育機関や総合建設業、設計事務所、

官公庁等に所属される本会会員の方々によって、

専門性の高い議論が交わされる面もありますが、

私は教育分野の業務に携わっているため、学生に

接する機会も多くあります。

例えば、毎年 10 月に開催される「建築文化週間」

では、学生を対象にした「学生ワークショップ」

や「学生グランプリ」があります。

「学生ワークショップ」は、建築学生が企画した

催しを自ら運営するイベントで、全国の建築系研

究室が本会に集い、それぞれの研究活動の発表や

大学間を越えて意見交換をするワークショップ

です。

「学生グランプリ」は、学生を対象に茶席の設計・

制作案を募集するコンペティションです。最優秀

作品は、銀座三越にて 1 分の 1 の実寸で自ら施工

し、お茶席に使用されるため、大学での学びをよ

り深める実践的な経験を積むことができます。

これら学生の学びの場を整え、運営を行うのが、

日本建築学会事務局にて建築文化事業委員会を担

当する私の仕事です。

まずは、企画を検討する委員会の運営として、委

員の出欠確認から審議事項の検討や委員会資料の

作成を担います。つぎに、委員会によって催し物

の開催内容が決定次第、例えば「学生グランプリ」

ならば、銀座関係者との連携のもと審査員の日程

調整や審査依頼、応募要項の作成や広報活動、応

募作品の管理や展示の設営、審査会の運営、報告

資料の作成や収支管理等が主な業務になります。

このほか建築文化週間には 6 企画あり、加えて日

本建築学会の 9 支部との連携も必要で、9 月に開

催される日本建築学会大会の準備や能力開発支援

等の業務と並行して行っています。

かつて建築学生だった私にとって、学生の皆さん

が自分の力を試し、楽しいや悔しいなど何かを得

て成長する機会に立ち会える、それが仕事である

ことは感慨深く、学会ならではと思いました。

少子化の時代、どれくらいの子供たちが建築に興

味をもってくれるのでしょうか。日本建築学会は、

年齢を問わず、建築に関する「知識を深めたい」「意

見交換や交流の場に参加したい」「コンペティショ

ン等を通じて自分の現在地を知りたい」という多

岐にわたる思いに応える場所があります。そんな

場をこれからも陰ながら支えたいと思います。

（日本建築学会）

GORYODA Chinami
2013	 東京都市大学建築学科卒業
	 （小見研究室）
2013	 住宅会社勤務（設計職）　
2014	 不動産 IT 企業短期雇用
2015	 日本建築学会

(H25 卒）
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建築文化事業委員会

■ 2019 年度活動計画

　○ 日本建築学会賞（作品）受賞者記念講演会

　○ 学生サマーセミナー

　○ 建築文化週間 2019

　　 　・ 建築夜楽校 	   	

　　　・ パラレル・セッションズ 	  	

　　　・ カルチベートトーク

　　　・ 学生ワークショップ 	   	

　　　・ 学生グランプリ 	   	

　　　・ トウキョウ建築まち歩き

　　　・ 建築文化考

 	   	   	   

　○ アーキニアリング・デザイン展 2019

■ 2019 年日本建築学会作品選奨を３名の東京都市大学の教員が受賞しました

日本建築学会の 2019 年各賞におきまして、建築学科の教員３名が作品選奨を受賞しました。
一般社団法人日本建築学会「2019 年各賞受賞者」　　https://www.aij.or.jp/2019/2019prize.html

　・堀場弘「東松島市立宮野森小学校」
　　　【作品紹介】	 https://www.aij.or.jp/jpn/design/2019/data/5_award_004.pdf
　　　【 表　  彰 】	 https://www.aij.or.jp/images/prize/2019/pdf/5_award_004.pdf

　・手塚貴晴「空の森クリニック」
　　　【作品紹介】	 https://www.aij.or.jp/jpn/design/2019/data/5_award_008.pdf
　　　【 表　  彰 】	 https://www.aij.or.jp/images/prize/2019/pdf/5_award_008.pdf

　・福島加津也「時間の倉庫　旧本庄商業銀行煉瓦倉庫」
　　　【作品紹介】	 https://www.aij.or.jp/jpn/design/2019/data/5_award_011.pdf
　　　【 表　  彰 】	 https://www.aij.or.jp/images/prize/2019/pdf/5_award_011.pdf
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